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　年に一度の総会・懇親会は毎回、恩師の先生方からの楽しいお話やゲストのミニ
コンサート、カラオケタイムで盛り上がり、最後は校歌斉唱。まだ参加された事のない
方はぜひ一度のぞいて見て下さい。同じ吹田高校の学び舎で青春を過ごしたご縁
を大切に、世代をこえた良き出会いお楽しみ下さい。飛び入り参加も大歓迎です。 

平成19年度 
鳳志会 
総会と懇親会 
ご案内 

鳳志会プレス４号によせて 

▲西島校長と片岡教頭、歌続と仲良く「ピース」 ▲久しぶりの再会に話が尽きません。 

▲総勢90名が参加し、先輩、後輩が学生時代とはまた違った楽しい雰囲気の中で旧交を温めあいました。 

▲長谷先生（旧姓/辻岡）と上村会長を囲んで ▲2期生の皆さん、いつも参加していただける鳳志会の 
常連さんです。 

▲９期生の皆さん、仲の良さではどの期にも負けません。 ▲筝曲部中村先生と教え子の瀬川さん（旧姓/澄川） 
　によるミニコンサート 

▲恒例となった４９期卒業生「歌続」（かぞく）のミニコンサート。大先輩の飛び入りで大いに
　盛り上がりました。もちろん今年も予定しています。お楽しみに。 

場　所／吹田市文化会館（メイシアター）レセプションホール 
吹田市泉町2丁目29-1（阪急千里線　吹田駅下車スグ） 
106-6380-2221 

会　費／6,000円 （ただし、54・55期生は 無料） 
総　会／午前11時～午前11時45分 
懇親会／正午～午後2時 
　　　　　会長挨拶・校長先生や恩師挨拶 
　　　　　乾杯・ビュッフェスタイルで歓談 
　　　　　ミニライブ・カラオケタイム 
　　　　　全員で校歌斉唱・お開き 
 

日時／平成１９年６月９日（土） 
　　　午前11時～午後2時 
 

第1期卒業生から、毎年卒業生の中から「鳳志会」の幹
事となる評議員が各クラス2名程度任命されています。 
本年も55期生で14名の評議員の皆さんが選任されました。 
評議員の役割は、各年度の卒業生の取りまとめ、母校と
のパイプ役、鳳志会活動への参画等です。年1回の「鳳
志会総会」にはぜひご出席いただきたくお願い致します。 

「評議員」の皆様へ御願い 
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　季節の移ろいは早いもので今年もまた、鳳志会プ
レスに筆を入れる頃となりました。今年の春は、目まぐ
るしい気候の変動で大勢の方が体調をくずされたと
聞きましたが、皆様にはお変りございませんか。厳し
い季節の中で、本年も２６２名の前途ある若人達が、
母校吹田高校を巣立って行かれました。５５期生の
皆さん、卒業おめでとうございます。そして、４月には２
８1名の新入生が５８期生として、力強く元気に吹田
高校の門をくぐりました。今年も春のバトンタッチが例
年通り見事に行なわれました。 
　今年は、府立高校の入試システムが大幅に変更
されて、府下９学区が４学区に編成替えとなり、広範
囲でまた多数の高校間での競合入試となったようです。

そんな中で吹田高校には、３4１名の応募者が集り、２
８０名の定員に対して１．２倍の競争率であったそうで
す。厳しい府立高校再編の状況下ですが、当然こ
れからも吹田高校は地域に根差し「無くてはならな
い吹高」として１００周年を目指して発展を続けてくれ
ることを確信しております。我々　卒業生は、鳳志会
として一致団結して母校　吹田高校の発展のために、
最大限の支援と努力を尽くしたいと思っています。こ
の鳳志会プレスに掲載された記事のひとつひとつの
想いが、恩師や先輩そして後輩や現役生徒また西
島校長先生をはじめ教職員の皆さん方との強い絆
となって、新たな吹田高校の絶大なパワー『吹高心』
を生み出すことを期待しています。 

　全国各地でお待ちいただいている皆さんに少しで
も吹田高校の情報や恩師をはじめ、仲間達の近況
が身近なものに感じていただけるようにと編集委員
の皆が頑張ってくれました。また今回も多くの皆さんに、

ご寄付や協賛広告をご
協力いただきました。本
当にありがとうございまし
た。善意によって育まれ
たこの鳳志会プレスを通
じて皆さんの元に吹高
の『心』が届きますように。 
 

 

鳳志会会長　上村和輝 

（昭和28年当時の吹田高校教職員の皆さま 前列中央が初代小松校長） 

1期生の卒業 
アルバム 



●“ふるさとは遠きに在りて思うもの” 
母校（吹田）を遠く離れて住んでおられる卒業生からのお便りが多くありますが、青春時
代の吹田高校便りは特に懐かしく感慨深いものと思います。我々、編集委員は卒業生
の皆さんからの便りに大変やりがいを感じると共に、より充実した「母校と卒業生」情報
の発信に努めたく思います。今後ともご協力の程お願い致します（編集委員） 
 ●吹田高校のホームページの中に、活躍中の卒業生情報を見つけます。その中に学生
　アメリカンフットボールで活躍の50期生田中京亮（首都大学）さんの勇姿を見つけました。
　小生、アメリカンフットボールの面白さに魅せられよく観戦しますが、後輩の活躍（副将・
　クォーターバック）に大変うれしく思いました。アメリカンフットボールは究極の格闘技と
　言われるスポーツであり、戦略、戦術等頭脳プレーを必要とする球技ですが、是非後輩
　諸君のチャレンジを期待したいと思います。（M.T） 
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1955年3月　吹田高校卒業 
1960年3月　大阪市立大学工学部 
　　　　　  建築学科卒業 
1960年4月～1966年5月　三田建築設計 
　　　　　　　　　　　 事務所 
1966年6月～1976年4月　（株）昭和設計 
1976年5月～1993年6月　（株）三栄設計 
1993年8月～2005年6月　（株）共栄設計 
2005年9月～　寺産土木一級建築事務所 
1995年4月～　修成建設専門学校非常勤講師 

経　歴 

15

平素は、野球部OB会の諸活動にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。さて、平
成19年度吹田高校野球部OB会総会を下記により開催しますので、ご出席くださいま
すようお願い申し上げます。 

日　時： 平成１９年７月１日（日）　午前１１時より 
会　場： 吹田高校　２階　会議室 
内　容：・平成１８年度　活動報告、決算報告 
　　　　・平成１９年度　活動計画、収支予算審議　他 
その他： 試合応援（大塚高と練習試合の予定） 
 
 

吹田高校野球部ＯＢ会 事務局　〒５６０-００１４　吹田市吹東町９-６ 
川口　茂 （１５期生）　TEL／FAX  ０６-６３８１-９３０８ 

野球部ＯＢ会　「平成１９年度総会」のご案内 
 

OB会会費納入 のお願い 
現役野球部は、夏季大会でベスト１６に進
出し、５回戦で残念ながらＰＬ学園に敗れ
ましたが大健闘を果たしました。ＯＢ会も
現役野球部に対し、更なる発展に向けて
出来る限りの支援をしていきたいと思っ
ていますので、ＯＢ会費納入をよろしくお
願いします。（７月中旬に総会報告書と振
込み用紙を送付します。） 平成19年野球部OBの新年会（19名参加） 
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1953年　吹高卒。グラフィックデザイン
　　　　 の道に入る 
1959年　セキスイ化学（宣伝部）に入社 
1964年　独立（株）NCD設立 
創作活動に・・・ 
・マンガ「ロビン四世」を原作 
モンキーパンチが絵を描いてマンガアク
ションに掲載。 
・主としてカレンダーのイラストを描く 
・ゴルフクラブのデザイン制作 
ダンロップ・神戸製鋼・日新ゴルフ・新日鉄・
アシックス・スポルディング他 
・日本コンベア顧問 
・学校法人　上田学園顧問 
・昨年39回目を受賞あと一つとガンバ中 

経　歴 
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近鉄バッファローズに行った熱田君（右）
センターを守っていた我が輩（左）吹田高
グラウンドにて・・・ 

■ 工　　学　　部 電子工学科、応用化学科、電子機械工学科、機械工学科、環境技術学科、基礎理工学科 
■ 情報通信工学部 情報工学科、通信工学科 
■ 医療福祉工学部 医療福祉工学科、理学療法学科 
■ 総合情報学部  デジタルアート・アニメーション学科、デジタルゲーム学科、メディアコンピュータシステム学科 

〒572-8530　大阪府寝屋川市初町18-8　TEL 072-824-1131　FAX 072-825-4589 
URL　http://www.osakac.ac. jp　E-mail　nyushi@isc.osakac.ac. jp 

工学部電子工学科教授・医学博士　藤崎紘久（8期） 
 

　まだ見たことのないテクノロジーを生み出し、これからの社会をつくるために力を発揮する、
そんな可能性を手にできることこそ“モノづくり”を学ぶ醍醐味です。13の専門分野の学びを展
開する本学では、独自の技術を身につけ、社会の未来、自分の将来をつくる技術者を育成します。 

●『ニンテンドーDS「英語漬け」』で英語力アップ 
●業界注目！新・福祉ゲームシステム『ICタグトランプ』を開発 
●製造業を支える3次元CADシステム「CATIA」を大量導入 
●モノづくりのやる気を引き出す「自由工房」が本格的な活動を開始 

社会の未来、自分の将来をつくる、テクノロジーの総合大学 

大 阪 電 気 通 信 大 学  

（2007年4月新設） 

T O P I C S ※詳しくは本学のホームページをご覧ください。 

　
な
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強
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ラ
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ん
な
劣
等
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を
、

吹
田
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ー
ク
な
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方

は
怒
り
も
せ
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に
、と
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も
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心

地
の
良
い
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活
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た
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　「
勉
強
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」は
な
ぜ
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こ
る

か
と
い
う
と
、何
回
も
く
り
返
し
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記
憶
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。 

　
そ
の
私
が
、な
ん
と
吹
田
高
校
の

第
一期
美
術
部
部
長
に
任
命
さ
れ

て
、サ
ボ
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で
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伝
を
3
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走
っ
た
り
、野
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に
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部
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が
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ハ
ー
ド
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練
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毎
日
続
き
、美
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の
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が
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来
な
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っ
た
の

で
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る
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い
ま
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生
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サ
イ
」

が
つ
き
ま
と
って
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る
。そ
の
お
詫

び
も
か
ね
て
、3
年
前
か
ら
、吹
田

高
校
の
美
術
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の
後
輩
達
に
イ
ラ

ス
ト
を
教
え
て
い
る
。現
在
の
私
は
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ラ
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で
あ
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す
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「
吹
田
高
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時
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・
歴
史
の
試
験
で
、一問
も
出
来
ず

「
先
生
カ
ン
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ン
。二
学
期
は
頑
張

る
か
ら・・・」と
答
案
用
紙
の
片
端

に
書
い
た
ら
三
十
点
つ
け
て
あった
。

高
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が
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う
。生
涯
忘

れ
な
いョ
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・
物
理
の
時
間
に
隣
り
の
生
徒
を

巻
き
込
ん
で『
五
目
並
べ
』を
し
て

い
た
ら
、背
後
か
ら
手
が
延
び
て「
こ

こ
に
置
い
た
ら
、勝
ち

や
な
い
か
」と
助
け
て

く
れ
た
、下
司
先
生
。そ
の
折
り
は
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

・教
科
書
を
立
て
て
、身
を
す
く
ま

せ
て
マ
ン
ガ
を
描
い
て
い
た
ら
、頭
の

上
か
ら
声
が
し
て「
そ
れ
出
来
た

ら
俺
に
く
れ
や
」と
下
手
な
マン
ガ

を
貰
って
く
れ
た
、宮
崎
先
生
。お

か
げ
で
プ
ロ
に
な
り
ま
し
た
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先
日
、み
の
も
ん
た
の《
お
も
いっ

き
り
テ
レ
ビ
》が
取
材
に
来
た
。元

巨
人
軍
の
角
投
手
が
レ
ポ
ー
タ
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で
あった
。元
吹
高
野
球
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員
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の
大
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た
り
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ー
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ト
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熱
田
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近
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入
団
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た
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な
ど
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の
話

で
間
が
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て
た
。お
も
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き
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の

取
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の
対
象
は
、石
に
動
物
を
描
い

て
い
る
の
が
面
白
い
、と
日
本
テ
レ

ビ
が
目
を
つ
け
た
。後
日
、全
国
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ッ

ト
で
放
映
さ
れ
て
反
響
に
困
り
は

て
た
。こ
れ
ら
の
原
点
は
吹
田
高
校

で
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
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先
日
、大
阪
天
満
宮
か
ら「
梅

ま
つ
り
」の
イ
ラ
ス
ト
講
座
の
依
頼

が
あ
った
。同
級
生
に
呼
び
か
け
た

ら
、十
数
人
が
ひ
や
か
し
に
来
て

く
れ
た
。全
て
吹
高
同
期
生
、嬉

し
かった
。 

　
五
十
七
年
前
に
恋
を
し
た
マ
ド

ン
ナ
は
、今
だ
に
マ
ド
ン
ナ
で
あ
る
。

入
れ
歯
が
落
ち
な
い
よ
う
に
気
を

配
り
、や
や
美
し
く
笑って
く
れ
た
。

お
互
い
の
健
全
を
喜
び
合
う
。青

春
ま
っ
た
だ
中
の

七
十
三
才
で
あ
る
。 

『
吹
田
高
校
あ
り

し
か
ば
　
我
等

こ
こ
に
在
り
』 

　
昭
和
一
桁
は
、

や
る
気
充
分
で
あ
り
ま
す
。 

　
在
校
生
に
ひ
と
言
…
 

『
一
芸
に
秀
で
よ
！
』
 

　
原
稿
依
頼
を
受
け
、
何
を
書

こ
う
か
悩
み
ま
し
た
が
、
潜
在

的
に
今
の
仕
事
に
関
連
し
た
事

実
を
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
 

　
そ
の
事
実
と
は
、
昭
和
18
年
（
一

九
四
三
年
）
九
月
十
日
夕
刻
に

発
生
し
た
鳥
取
地
震
（
M
七
・
二
）

で
す
。
こ
の
時
、
私
は
小
学
一

年
生
で
、
二
階
の
書
生
さ
ん
の

部
屋
で
日
記
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

家
が
急
に
揺
れ
ま
し
た
が
、
今

日
は
二
百
二
十
日
だ
ぐ
ら
い
し

か
思
わ
ず
、
押
入
れ
が
開
き
、

物
が
落
ち
る
の
を
見
て
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
思
っ
て
い
る

一
瞬
に
何
も
憶
え
て
い
ま
せ
ん
。

家
が
倒
壊
し
て
下
敷
き
に
な
っ

た
の
で
す
。
た
ま
た
ま
隣
の
部

屋
で
兄
（
中
一
＝
鳥
取
工
業
一
年
）

が
座
机
で
勉
強
を
し
て
い
て
咄

嗟
に
机
の
下
に
も
ぐ
り
壁
際
の

隙
間
を
大
き
く
し
て
脱
出
し
て

い
ま
し
た
。
兄
か
ら
「
弘
、
こ

っ
ち
へ
来
い
。
外
へ
脱
け
ら
れ

る
か
ら
」
と
声
が
何
度
も
あ
り

ま
し
た
が
、
境
の
鴨
居
や
棟
木

等
で
、
身
体
が
自
由
に
な
ら
ず

少
し
も
動
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
 

　
応
援
に
来
た
人
に
、
兄
が
こ

の
辺
り
の
下
に
弟
が
居
る
、
助

け
て
ほ
し
い
と
云
っ
て
い
る
の

が
聞
え
た
の
で
、
「
こ
こ
や
」

と
声
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
上

で
鶴
嘴
で
障
害
物
を
ど
け
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
頭
に
少
し
か

す
っ
て
「
痛
い
」
と
云
っ
た
よ

う
で
、
そ
れ
か
ら
は
ゆ
っ
く
り

と
ど
け
て
脱
出
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
す
ぐ
上
の
姉
（
小
四
）

は
倒
壊
し
な
か
っ
た
友
達
の
家

へ
遊
び
に
行
っ
て
い
て
無
事
だ

っ
た
の
で
、
姉
と
竹
薮
に
あ
る

避
難
小
屋
へ
。
 

　
他
の
家
族
は
、
祖
母
一
階
台

所
で
即
死
、
父
は
一
階
居
間
で

下
敷
、
救
出
さ
れ
た
が
三
日
後

に
救
急
テ
ン
ト
で
死
亡
、
母
は

大
阪
の
祖
母
の
見
舞
に
行
っ
て

い
て
無
事
。
結
局
、
母
一
人
子

供
三
人
の
母
子
家
庭
と
な
り
ま

し
た
。
 

　
こ
の
体
験
の
影
響
か
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
中
三
の
時

建
築
関
係
の
高
校
（
都
島
工
業
）

へ
進
学
希
望
を
し
て
い
ま
し
た
。

廻
り
道
を
し
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
自
分
の
希
望
通
り
の
方

向
へ
進
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
阪
神
大
地
震
で
は
、
自
分
の

設
計
（
構
造
設
計
）
し
た
建
物
が
、

無
傷
で
残
っ
た
事
に
感
謝
を
し

て
い
ま
す
。
 

　
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
吹
高

の
時
は
、
建
築
関
係
の
大
学
に

行
き
た
く
て
、
理
科
は
生
物
を

は
ず
し
て
化
学
―
物
理
―
化
学

と
勉
強
し
、
書
道
、
美
術
、
職

業
も
選
択
か
ら
は
ず
し
ま
し
た
。

三
年
の
担
任
か
ら
理
科
で
単
位

不
足
と
な
る
か
ら
、
他
の
科
目

で
欠
点
を
と
れ
ば
卒
業
出
来
な

い
と
、
き
つ
く
云
わ
れ
ま
し
た
。

一
浪
し
て
大
学
へ
行
き
ま
し
た
が
、

吹
高
で
は
大
学
へ
行
く
ん
だ
と

の
気
持
が
大
変
強
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
 

住所・住所表示・電話・氏名変更等の連絡 
会報お届けの封筒に貼り付けのタックシールを確認して下さい。 
住所変更、表示、間違い等があれば卒業年・卒業期・氏名を明記の上、 
同封の返信ハガキで事務局まで連絡下さい。 
 会員名簿は、鳳志会で安全に管理しています 
卒業生の会員名簿は、鳳志会で会員の氏名及び住所等の個人情報
を、安全に管理しています。会員の個人情報は、鳳志会の年次総会・
懇親会の案内及び鳳志会プレスをお送りする際に使用させていただ
きます。（会員総数：21,341名　物故者：386名　住所判明者：
13,082名） 
 紛らわしい勧誘にご注意下さい 
吹田高校の卒業生と名乗り、電話にて勧誘行為が年間数件発生し
ています。鳳志会名簿よりの電話勧誘は、個人情報保護法（第１７条）
違反行為です。そのような勧誘を受けられた時は、会社名・電話番号・
担当者氏名を確認の上鳳志会事務局迄連絡をお願いします。（会社
宛抗議文及びその会社に対し、内閣府情報公開・個人情報保護審
議会に個人情報保護法に抵触する行為についての報告を行います） 

事務局からのお願いと連絡 ◆ ◆ ◆ ◆ 

ソフトテニス部「ＯＢ会」のご案内 
　ソフトテニス部ＯＢ諸兄姉にはお元気でご活躍のこととお喜び申し上げます。日頃は、
ＯＢ会並びに現役生に多大なるご支援を賜り、有難うございます。毎年9月の第1日曜日に、
母校にてＯＢ会（テニス大会）を開催しております。今年も下記の通り開催致しますので、
お誘い合せの上ご参加下さいますようご案内致します。 

日時：平成19年9月 2日（日） 雨天中止 
　　　午前9時～午後5時 正午 よりＯＢ会総会 
場所 ： 吹田高校テニスコート　会費 ： 4,000円 （昼食代含む） 
ＯＢ会会長 13期生 西村 義雄　TEL06-6388-7923 
 新役員　決まる 
2006年度総会にて、下記の通り新役員が決まりました。役員一同ＯＢ会発
展の為頑張りますので会員の皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。 
会　長　 西村 義雄 （13期生）　　相談役　 荒川 洋一　（6期生） 
副会長　 藤関 眞澄 （13期生）　　　〃　　 影山 鈴子　（6期生） 
事務局長  孫田 隆行 （24期生）　　　〃　　 笹部 てる子 （9期生） 
相談役　 村中 重博 （4期生） 

感
動
と
自
信
を
自
分
の
も
の
と
で
き
る
人
 

6
期
生
　
美
濃
辺
　
覚
 

人
生
何
と
か
な
る
も
の
だ
な
ぁ 

1939年生まれ 
1955年4月　吹田高校入学 
1958年3月　吹田高校卒業 
1958年4月　滋賀大学学芸学部入学 
1962年3月　滋賀大学学芸学部卒業 
1962年4月　大阪成蹊女子高等学校教諭 
1986年～1992年　大阪私立学校生活指
　　　　　  導連盟常任研究部員 
1992年4月　大阪成蹊女子高等学校教頭 
1993年4月　大阪成蹊女子高等学校第11
　　　　　  代校長、大阪成蹊学園理事 
1996年　　 私学教育功労賞受賞 
2003年3月　大阪成蹊女子高等学校を退職、
　　　　　   大阪成蹊学園特別顧問 
2003年3月～　無農薬野菜作りと日曜大工 

経　歴 

昭和42年　吹田高校卒業 
昭和46年　東京農業大学造園学科卒業 
同年　　　内山緑地建設株式会社入社 
　　　　　本社（福岡県）、大分支店、北九州
　　　　　支店、千葉支店、神奈川支店勤務 
平成7年　  東京グリーンサービス（株）へ移籍 
平成9年　  樹木医となる 
平成18年　NPO法人みどりのお医者さんに参加 
平成20年　東京グリーンサービス（株）定年退社
　　　　　予定 

経　歴 
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昭
和
42
年
に
吹
田
高
校
を
卒

業
し
た
、
と
い
う
よ
り
ヤ
ッ
ト

コ
サ
卒
業
で
き
た
。
 

　
英
語
も
数
学
も
苦
手
だ
っ
た
。

化
学
も
難
し
か
っ
た
。
追
試
験

を
受
け
た
も
の
も
あ
る
。
 

　
大
学
も
や
っ
と
入
れ
た
。
団

塊
の
世
代
と
し
て
は
珍
し
く
も

な
い
が
倍
率
は
7.8
倍
だ
っ
た
。

よ
く
入
れ
た
と
自
分
な
が
ら
運

の
良
さ
を
喜
ん
だ
。
第
一
志
望

は
あ
っ
け
な
く
惨
敗
だ
っ
た
が
。
 

　
そ
ん
な
状
態
だ
っ
た
か
ら
自

分
は
こ
れ
で
身
を
立
て
よ
う
と

か
理
想
が
こ
う
だ
か
ら
目
標
に

向
か
っ
て
勉
強
し
よ
う
と
か
余

裕
は
な
か
っ
た
。
与
え
ら
れ
た

環
境
の
中
で
何
と
か
し
よ
う
と

思
っ
た
。
 

　
今
回
、
こ
の
原
稿
依
頼
を
受

け
た
と
き
自
分
が
樹
木
医
だ
か

ら
来
た
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
響
き
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
よ
く
勘
違
い

さ
れ
る
が
樹
木
医
は
先
生
で
は

な
い
。
先
生
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

学
問
を
し
た
訳
で
も
な
い
。
一

種
の
資
格
で
、
国
家
資
格
の
一

歩
手
前
、
準
国
家
資
格
と
い
わ

れ
る
。
現
在
は
緑
化
セ
ン
タ
ー

長
の
公
認
と
な
っ
て
い
る
。
私

が
頂
い
た
と
き
は
農
水
大
臣
公

認
で
あ
っ
た
が
残
念
な
が
ら
国

家
予
算
粛
正
に
乗
じ
て
農
水
省

が
手
を
引
い
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
 

　
冒
頭
に
書
い
た
よ
う
に
勉
強

は
で
き
な
か
っ
た
が
唯
一
生
物

だ
け
は
好
き
で
成
績
も
人
並
み

で
あ
っ
た
。
 

　
大
学
は
東
京
農
業
大
学
の
造

園
学
科
と
い
う
と
こ
ろ
へ
入
っ
た
。

関
西
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な

い
と
思
う
が
歴
史
だ
け
は
古
い
。

函
館
五
稜
郭
で
有
名
な
榎
本
武

揚
の
創
立
し
た
大
学
で
あ
る
。
 

　
こ
こ
で
樹
木
学
研
究
室
に
い

た
お
か
げ
で
造
園
会
社
に
就
職

し
設
計
、
営
業
、
工
事
と
便
利

屋
の
よ
う
に
働
い
た
。
年
と
と

も
に
持
病
持
ち
に
な
り
ハ
ー
ド

な
工
事
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

関
連
会
社
へ
移
籍
し
た
が
、
こ

こ
で
社
長
か
ら
樹
木
医
試
験
を

受
け
て
み
な
い
か
と
い
わ
れ
て

受
験
し
た
と
こ
ろ
受
か
っ
て
し

ま
っ
た
。
倍
率
5.5
倍
と
難
関
だ

っ
た
が
偶
々
自
分
が
良
く
知

っ
て
い
る
こ
と
ば
か
り
の
試

験
に
救
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
か
ら
が
大
変
で
2
週
間

の
研
修
期
間
に
自
分
の
知
識

の
少
な
さ
や
偏
り
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
。
周
囲

に
は
京
都
大
学
の
名
誉

教
授
、
三
重
大
学
の
現

役
教
授
、
農
学
博
士
を

持
っ
て
い
る
も
の
、
技

術
士
を
持
っ
て
い
る
も

の
、
と
に
か
く
周
囲
の

レ
ベ
ル
が
高
い
。
そ
の

人
た
ち
が
ま
た
真
剣
に

勉
強
し
て
い
る
姿
を
見
て
自
分

が
樹
木
医
に
な
っ
て
樹
木
医
全

体
に
恥
は
か
か
せ
ら
れ
な
い
と

思
っ
た
。
 

　
研
修
か
ら
帰
っ
て
初
め
て
自

分
か
ら
勉
強
を
始
め
た
。
も
う

48
歳
に
な
っ
て
居
た
中
で
中
々

頭
に
入
ら
な
い
が
色
ん
な
本
を

読
み
漁
っ
た
。
講
習
会
な
ど
も

積
極
的
に
参
加
し
た
。
 

　
そ
の
う
ち
仲
間
が
で
き
始
め

勉
強
会
を
は
じ
め
た
。
い
ま
そ

の
会
は
N
P
O
法
人
（
N
P
O

法
人
緑
の
お
医
者
さ
ん
）
と
な

り
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お

陰
で
定
年
後
も
何
か
や
る
こ
と
、

生
き
が
い
は
有
り
そ
う
だ
と
思

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

　
今
ま
で
の
人
生
を
省
み
て
「
塞

翁
が
馬
」
で
は
な
い
け
れ
ど
人

生
は
そ
れ
な
り
に
一
生
懸
命
や

れ
ば
何
と
か
な
る
も
の
だ
な
ぁ

と
思
う
。
 

　
後
輩
に
ひ
と
こ
と
言
う
と
す

れ
ば
何
か
得
意
な
分
野
が
一
つ

で
も
あ
れ
ば
道
は
あ
る
と
言
う

こ
と
と
、
そ
れ
に
も
増
し
て
「
人

生
一
生
勉
強
あ
る
の
み
」
。
 

〔1期生 〕10,000円：福永栄　5,000円：井沢（平松）初美、金正（岡崎）孝子、納谷洋子　2,000円：小林弘一、松田弘、乾光子　〔2期生 〕10,000円：曽我隆子、森本
充子　5,000円：横田隆介、島野（平松）弘、中村寛　2,000円：川井 夫　〔3期生 〕5,000円：田中（名越）章子、井上幸代（水谷）、白岩武志人　3,000円：稲置敬
一、岡田（長島）妙子、澤田光鷹、宮本正博、玉越健司、吉田（越智）恭子　2,000円：松村（原田）冨美子、高橋政子　〔4期生 〕10,000円：村中重博　5,000円：西本
房代、岩崎博明　3,000円：前田征雄　2,000円：西野一鋪、笹川淳子、湯川泰昌、岸義勝、新谷（山本）正、泉（神田）幸子、田中（岡本）幸子　〔5期生 〕10,000円：
小野山 靖郎、田中郁夫　5,000円：秋山輝子、大浦（中）知子、福島（岩田）房枝、畑（渋谷）則子、田島（古家）光子　3,000円：松尾（今田）亮子、高階明叡　2,000
円：佐藤吉彦　〔6期生 〕50,000円：上村和輝　5,000円：荒川洋一　2,000円：藤本（平尾）美智子、小川（浜川）育子、米田恭仁子、藤井（川島）寿子　〔7期生 〕
5,000円：湯浅博、三木（三島）正子　4,000円：清野昌俊　3,000円：宮野禎三、寺西信夫、田中洋、川尻（藤木）紀子　2,000円：三宅（中山）幸子、千葉（谷口）とし
子　〔8期生 〕10,000円：神田賢一　5,000円：湯原（白石）醇子、小西徹、南光（赤星）昌子、広畑（小谷）光弘、馬場源吾、武長勝、森（村田）昭子、柿本能幸　
3,000円：伊藤雅彦、阿部信彦　〔9期生 〕15,000円：上田誠　10,000円：清水功、川中一正　4,000円：林（水野）幸子　3,000円：山中（岸下）泰子、寺坂（有井）幸
子、真田幸隆　2,000円：中条（中條）隆子、松本（大門）久子、秦（坪井）牧子、天野和彦　5,000円：有志　〔10期生 〕10,000円：木田雅子　6,000円：林省之介、
澄川（瀬川）菊代　5,000円：岡（山本）喬子、山田（田中）広子　3,000円：蒲田弘　2,000円：山下（大原）照子、山田（北島）芳子　〔11期生 〕6,000円：上野和明
　5,000円：岡 緑郎　3,000円：大塚（中村）昌子　2,000円：上田征夫　〔12期生 〕2,000円：藤岡（堀之内）万里子　〔14期生 〕10,000円：鳥居（中村）和美、浜
口好一、唐澤八洲仁　3,000円：久次米　克也　〔15期生 〕10,000円：大崎洋一郎　2,000円：前田良憲、杉本（野口）志津代、樋口（黒川）鈴子　〔16期生 〕
3,000円：吉田（松沢）とも子　2,000円：山下（林）美知子、薮田（玉置）洋子　〔17期生 〕5,000円：土井実　2,000円：西山（横山）恵美子　〔18期生 〕4,000円：
森田（伊藤）三枝子　3,000円：佐藤廣美、西川厳穂　2,000円：田中（松本）美香子、藤本順子　〔19期生 〕5,000円：池谷綱記、速水克巳　2,000円：村田和人、今
井（石川）純子、仲地盛和、大原勝英、大谷（阪口）幸子、北野泰弘　〔21期生 〕2,000円：児島（新地）利子　〔22期生 〕2,000円：今西（柚木）正一　〔23期生 〕
5,000円：明石光弘　〔24期生 〕15,395円：同期会　5,000円：尾高秀雄　3,000円：寺村富太郎　〔25期生 〕10,000円：山下弘　〔31期生 〕2,000円：池木勇介
　〔32期生 〕5,000円：山崎哲治　〔43期生 〕2,000円：加藤久士　〔47期生 〕2,000円：山田現　〔50期生 〕2,000円：山田完　〔51期生 〕3,000円：渕上泰史
　〔54期生 〕2,000円：日高尚樹　〔会員外〕40,000円：匿名　〔旧職員〕10,000円：竹内一浩　6,000円：坂出祥伸、田中秀和　5,000円：廣瀬邦彦　2,000円：上
村喜美江※平成19年2月6日現在　　　※第3号掲載6期生　松本尭様　2,000円→5,000円に訂正。 
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鳳志会活動に対する 
寄付のお願い 

 
　鳳志会活動の運営会費は、｢会費（終身
会費5,000円）寄付金及びその他の収入金
をもって充てる｣と会則に明記されています。 
昨年度の｢鳳志会会報｣発刊時に皆様方に寄
付金のお願いを行いましたところ多くの方
の賛同をいただきました。（下記協賛者の
名簿を参照下さい。143名￥690,394円） 
本年度も｢鳳志会会報｣の印刷費及び郵送費
を賄う費用に活用させて頂きます。主旨ご
賛同のうえ、皆様のご理解とご支援をお願
い申し上げます。 
　ご協力いただける方は同封の｢振込用紙｣
でお振込みいただきますようよろしくお願
い申し上げます。 
（寄付賛助金　1口　2,000円か ら） 
郵便局　00970-5-330003 
大阪府立吹田高等学校　鳳志会 

鳳 志 会 　 平 成 1 7 年 度  賛 助 金 　 寄 付 振 込 者 名 簿  

 
＜大学＞ 
大阪経済法科大学、大阪産業大学、大阪経済大学、大阪学院大学、大阪国際大学、大阪人
間科学大学、阪南大学、追手門学院大学、大阪電気通信大学、大阪成蹊大学、大阪工業大
学、関西外国語大学、帝塚山大学、宝塚造形大学、英知大学、奈良産業大学、太成学院大学 
＜短期大学＞ 
大阪成蹊短期大学、金蘭短期大学、大阪青山短期大学、大阪薫英短期大学、大手前短期大
学、大阪国際短期大学、健康福祉短期大学、夙川学院短期大学、関西外国語短期大学、大
阪産業大学短期大学、園田女子短期大学、夕陽丘学園短期大学 
＜専門学校（看護学校）＞ 
大阪済生会中津看護、南大阪看護、大阪医専、大病協看護、日本メディカル福祉、神戸医療
福祉、大阪医療秘書福祉、大阪保険福祉、近畿社会福祉、東洋医療、京都衛生、大阪摂津
医療福祉、大阪物療、天宗社会福祉 
＜専門学校＞ 
履正社学園コミュニティ・スポーツ、大阪社会体育、大原法律、ECC国際外語 、大原簿記、辻
調理師、キャリナリーアート、日産京都整備、大阪ビジネスカレッジ、大阪ハイテクノロジー、ECC
コンピューター、大阪工業技術、大阪テクニカルカレッジ、トヨタ神戸整備、大阪航空技術、
YMCA国際、コンピューター日本学院、神戸ポリテクカレッジ、大阪デザイナー、ヒューマンデザ
インカレッジ、大阪モード学園、大阪スクールオブミュージック、大阪コミュニティーアート、ヴェル
ルージュ美容、グラムール美容、大阪ビューティーアート、駿台観光＆外語、大阪観光、エコーペッ
トビジネス、バンタンビジュアル研究所 

主 な 進 路 先  

4年制大学57名、短期大学30名、専門学校59名、就職46名、その他46名（平成18年度） 

15
期
生
　
眞
岡
　
雄
一
 

　
私
が
吹
田
高
校
に
入
学
し
た
の

は
1
9
5
5
年
、三
島
地
域
で
は

茨
木
、春
日
丘
高
校
に
加
え
新
た

に
出
来
立
て
の
高
校
と
い
う
感
じ

で
あ
っ
た
。偏
差
値
教
育
の
影
響
を

受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、な
ん
と

な
く
劣
等
感
を
持
って
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。 

　
私
は
昭
和
19
年
に
滋
賀
県
の
片

田
舎
に
疎
開
し
、父
の
生
家
に
、お

寺
の
跡
継
ぎ
と
し
て
養
子
に
や
ら
れ
、

小
学
校
の
頃
、一度
実
家
へ
逃
げ
帰

り
、中
学
2
年
の
頃
2
回
目
の
逃

避
行
、し
か
し
寺
を
継
ぐ
こ
と
は

諦
め
て
く
れ
ず
、私
の
将
来
は
滋
賀

大
学
教
育
学
部
を
卒
業
し
て
小
学

校
の
先
生
を
し
な
が
ら
僧
侶
と
な

る
様
に
定
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。こ
の
こ
と
は
進
路
、ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
全
て
に
渉
って
影
響
を
も
た

ら
し
ま
す
。テ
ニ
ス
か
柔
道
を
や
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
も「
受
験
第
1
、

運
動
ク
ラ
ブ
に
は
入
る
な
！
」と
言

わ
れ
、運
動
部
は
諦
め
放
送
部
に

入
部
と
い
う
こ
と
と
な
る
。放
送
部

に
入
っ
た
こ
と
は
、以
後
3
年
間
美

見
先
生
の
お
世
話
に
な
り
、放
送

部
の
先
輩・同
輩
の
皆
さ
ん
に
面
倒

を
か
け
な
が
ら
学
び
覚
え
た
こ
と

が
教
師
に
な
って
か
ら
も
随
分
役
に

立
っ
た
の
で
す
が
、進
路
な
ど
は
自

分
の
思
う
通
り
に
な
ら
ず
、小
中

学
時
代
の
転
学
の
た
び
に「
い
じ
め
」

に
も
遭
い
、ひ
が
み
根
性
の
強
い
、少

し
根
性
曲
が
り
の
や
り
難
い
少
年

に
なって
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
の
修
学
旅
行
は
散
々
で

し
た
。最
初
の
予
定
は
イ
ンフ
ルエン

ザ
流
行
で
延
期
、つ
ぎ
の
予
定
は
校

舎
の
火
事
で
延
期
、国
鉄
運
賃
の
値

上
げ
で
予
定
の
九
州
は
伊
豆
周
辺

に
変
更
、い
ざ
旅
行
に
行
け
ば
雨
ま

た
雨
の
毎
日
と
言った
具
合
で
し
た
。

風
、火
、雨
の
順
に
祟
ら
れ
た
の
だ

か
ら
次
は
女
か
と
い
う
話
も
あ
った

が
そ
れ
は
は
ず
れ
、就
職
先
が
女
子

高
で
あ
った
の
は
そ
の
因
果
か
な
？！
 

　
大
学
3
回
生
の
時
、足
か
せ
の
因

縁
を
き
っ
ぱ
り
断
り
、こ
れ
か
ら
は

自
分
の
人
生
と
ば
か
り
に
、滋
賀

県
の
田
舎
行
き
を
拒
否
し
て
大
阪

に
就
職
、大
阪
成
蹊
女
子
高
校
の

教
諭
に
就
任
。女
子
高
に
就
職
す

る
こ
と
な
ん
か
は
全
く
予
想
外
で

し
た
が
、高
校
時
代
の
親
友
に
奨
め

ら
れ
決
断
。高
校
時
代
に
誇
り
も

持
て
ず
、劣
等
感
に
さ
い
な
ま
れ
た

自
分
を
反
省
し
、生
徒
に
は
是
非

と
も
誇
り
高
い
人
間
に
育
って
ほ
し

い
も
の
と
、生
徒
た
ち
の
自
主
性
を

尊
重
し
た
教
育
活
動
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の一つ
に
卒
業
式
の
答
辞
が
あ

り
ま
す
。昭
和
47
年
に
創
め
た
こ

と
で
す
が
、卒
業
式
の
卒
業
生
答

辞
を
ひ
と
り
代
表
に
読
ま
す
の
で

は
な
く
、希
望
者
に
よ
る
委
員
会

制
に
し
た
こ
と
で
す
。委
員
は
ク
ラ

ス
な
ど
の
代
表
で
な
く
、本
人
の
希

望
に
よ
る
と
い
う
画
期
的
な
方
法

に
変
え
、人
数
も
5
名
く
ら
い
か
ら

20
数
名
と
な
り
ま
し
た
。何
を
言

う
か
分
か
ら
ん
、ま
と
も
な
答
辞
は

で
き
る
の
か
の
心
配
…
。 

　
最
初
の
答
辞
こ
そ
、学
校
・
教
師

の
耳
の
痛
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
が
、

年
を
経
る
に
従
って「
成
蹊
生
で
良

か
っ
た
」と
か「
私
た
ち
は
成
蹊
生

で
あ
った
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
巣
立

って
い
き
ま
す
」と
変
わって
い
き
ま

し
た
。 

　
勿
論
、生
徒
た
ち
の
自
信
や
誇

り
は
、学
校
行
事
の
取
り
組
み
や
そ

の
他
の
取
り
組
み
に
対
す
る
裏
づ

け
が
あ
って
の
話
で
す
が
…
、そ
こ

で
私
は
気
が
付
い
た「
自
信
や
誇
り

は
得
よ
う
と
し
て
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、夢
中
で一つ
の
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
く
中
で
、仲
間
と
共
に

得
て
い
く
も
の
な
の
だ
」と
。 

　
今
、取
り
組
め
る
こ
と
で
、

自
分
の
成
し
得
る
こ
と
を
、

仲
間
と
共
に
、し
っ
か
り

と
取
り
組
む
こ
と
、そ
れ

を
人
が
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
と

思
お
う
が
思
う
ま
い
が
関

係
な
い
、取
り
組
ん
で
い
る

者
の
自
己
満
足
で
も
良
い
、

感
動
と
自
信
を
自
分
の

も
の
と
で
き
る
人
が
、其

処
に
自
分
に
し
か
な
い
人

生
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ

と
が
出
来
る
の
だ
と
思
う
。 

株式会社トリム 
代表取締役　村田　守（14期） 
〒564-0045　吹田市金田町5番47号 

TEL 06-6337-7796　FAX 06-6337-7801　ktrm.co@d5.dion.ne.jp

理事長　寺 西 重 博  （6期） 

いい人　いい街　いい笑顔 

〒567-8651　茨木市西駅前町 ９番３２号 
TEL. ０７２-６２３-４９８１　FAX.０７２-６２２-１５７７ 

ホームページ　http://www.settsu-suito.jp

トっても良い物件　リッチないい物件　ムっちゃいい物件 
ご用意しています 

代表者　辻　隆信（19期） 
〒564-0063　吹田市江坂町4-17 
TEL（06）6338-5151 
FAX（06）6338-5151

GOOD　WOOD　CARRIAGE
ウッド キャリッジ グッド 

営業内容 
車両買い取り・販売・車検・整備・鈑金塗装・
旧車レストア・パーツ販売・取り付け 

田中美香子（18期） 

〒564-0004　吹田市原町1-25-21 
TEL ＆FAX（06）6389-0739

保険のご相談 
　お気軽にどうぞ！ 

アフラック代理店 

※敬称略 （ ）内は旧姓 

佐藤　雄久（9期） 
 

レディスファッション 

レディスセレクトショップ 

EST・天神橋　  TEL06-6351-2612



感
動
と
自
信
を
自
分
の
も
の
と
で
き
る
人
 

6
期
生
　
美
濃
辺
　
覚
 

人
生
何
と
か
な
る
も
の
だ
な
ぁ 

1939年生まれ 
1955年4月　吹田高校入学 
1958年3月　吹田高校卒業 
1958年4月　滋賀大学学芸学部入学 
1962年3月　滋賀大学学芸学部卒業 
1962年4月　大阪成蹊女子高等学校教諭 
1986年～1992年　大阪私立学校生活指
　　　　　  導連盟常任研究部員 
1992年4月　大阪成蹊女子高等学校教頭 
1993年4月　大阪成蹊女子高等学校第11
　　　　　  代校長、大阪成蹊学園理事 
1996年　　 私学教育功労賞受賞 
2003年3月　大阪成蹊女子高等学校を退職、
　　　　　   大阪成蹊学園特別顧問 
2003年3月～　無農薬野菜作りと日曜大工 

経　歴 

昭和42年　吹田高校卒業 
昭和46年　東京農業大学造園学科卒業 
同年　　　内山緑地建設株式会社入社 
　　　　　本社（福岡県）、大分支店、北九州
　　　　　支店、千葉支店、神奈川支店勤務 
平成7年　  東京グリーンサービス（株）へ移籍 
平成9年　  樹木医となる 
平成18年　NPO法人みどりのお医者さんに参加 
平成20年　東京グリーンサービス（株）定年退社
　　　　　予定 

経　歴 
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昭
和
42
年
に
吹
田
高
校
を
卒

業
し
た
、
と
い
う
よ
り
ヤ
ッ
ト

コ
サ
卒
業
で
き
た
。
 

　
英
語
も
数
学
も
苦
手
だ
っ
た
。

化
学
も
難
し
か
っ
た
。
追
試
験

を
受
け
た
も
の
も
あ
る
。
 

　
大
学
も
や
っ
と
入
れ
た
。
団

塊
の
世
代
と
し
て
は
珍
し
く
も

な
い
が
倍
率
は
7.8
倍
だ
っ
た
。

よ
く
入
れ
た
と
自
分
な
が
ら
運

の
良
さ
を
喜
ん
だ
。
第
一
志
望

は
あ
っ
け
な
く
惨
敗
だ
っ
た
が
。
 

　
そ
ん
な
状
態
だ
っ
た
か
ら
自

分
は
こ
れ
で
身
を
立
て
よ
う
と

か
理
想
が
こ
う
だ
か
ら
目
標
に

向
か
っ
て
勉
強
し
よ
う
と
か
余

裕
は
な
か
っ
た
。
与
え
ら
れ
た

環
境
の
中
で
何
と
か
し
よ
う
と

思
っ
た
。
 

　
今
回
、
こ
の
原
稿
依
頼
を
受

け
た
と
き
自
分
が
樹
木
医
だ
か

ら
来
た
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　
ち
ょ
っ
と
珍
し
い
響
き
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
よ
く
勘
違
い

さ
れ
る
が
樹
木
医
は
先
生
で
は

な
い
。
先
生
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

学
問
を
し
た
訳
で
も
な
い
。
一

種
の
資
格
で
、
国
家
資
格
の
一

歩
手
前
、
準
国
家
資
格
と
い
わ

れ
る
。
現
在
は
緑
化
セ
ン
タ
ー

長
の
公
認
と
な
っ
て
い
る
。
私

が
頂
い
た
と
き
は
農
水
大
臣
公

認
で
あ
っ
た
が
残
念
な
が
ら
国

家
予
算
粛
正
に
乗
じ
て
農
水
省

が
手
を
引
い
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
 

　
冒
頭
に
書
い
た
よ
う
に
勉
強

は
で
き
な
か
っ
た
が
唯
一
生
物

だ
け
は
好
き
で
成
績
も
人
並
み

で
あ
っ
た
。
 

　
大
学
は
東
京
農
業
大
学
の
造

園
学
科
と
い
う
と
こ
ろ
へ
入
っ
た
。

関
西
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
が
な

い
と
思
う
が
歴
史
だ
け
は
古
い
。

函
館
五
稜
郭
で
有
名
な
榎
本
武

揚
の
創
立
し
た
大
学
で
あ
る
。
 

　
こ
こ
で
樹
木
学
研
究
室
に
い

た
お
か
げ
で
造
園
会
社
に
就
職

し
設
計
、
営
業
、
工
事
と
便
利

屋
の
よ
う
に
働
い
た
。
年
と
と

も
に
持
病
持
ち
に
な
り
ハ
ー
ド

な
工
事
か
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

関
連
会
社
へ
移
籍
し
た
が
、
こ

こ
で
社
長
か
ら
樹
木
医
試
験
を

受
け
て
み
な
い
か
と
い
わ
れ
て

受
験
し
た
と
こ
ろ
受
か
っ
て
し

ま
っ
た
。
倍
率
5.5
倍
と
難
関
だ

っ
た
が
偶
々
自
分
が
良
く
知

っ
て
い
る
こ
と
ば
か
り
の
試

験
に
救
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が

こ
れ
か
ら
が
大
変
で
2
週
間

の
研
修
期
間
に
自
分
の
知
識

の
少
な
さ
や
偏
り
を
思

い
知
ら
さ
れ
た
。
周
囲

に
は
京
都
大
学
の
名
誉

教
授
、
三
重
大
学
の
現

役
教
授
、
農
学
博
士
を

持
っ
て
い
る
も
の
、
技

術
士
を
持
っ
て
い
る
も

の
、
と
に
か
く
周
囲
の

レ
ベ
ル
が
高
い
。
そ
の

人
た
ち
が
ま
た
真
剣
に

勉
強
し
て
い
る
姿
を
見
て
自
分

が
樹
木
医
に
な
っ
て
樹
木
医
全

体
に
恥
は
か
か
せ
ら
れ
な
い
と

思
っ
た
。
 

　
研
修
か
ら
帰
っ
て
初
め
て
自

分
か
ら
勉
強
を
始
め
た
。
も
う

48
歳
に
な
っ
て
居
た
中
で
中
々

頭
に
入
ら
な
い
が
色
ん
な
本
を

読
み
漁
っ
た
。
講
習
会
な
ど
も

積
極
的
に
参
加
し
た
。
 

　
そ
の
う
ち
仲
間
が
で
き
始
め

勉
強
会
を
は
じ
め
た
。
い
ま
そ

の
会
は
N
P
O
法
人
（
N
P
O

法
人
緑
の
お
医
者
さ
ん
）
と
な

り
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
お

陰
で
定
年
後
も
何
か
や
る
こ
と
、

生
き
が
い
は
有
り
そ
う
だ
と
思

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 

　
今
ま
で
の
人
生
を
省
み
て
「
塞

翁
が
馬
」
で
は
な
い
け
れ
ど
人

生
は
そ
れ
な
り
に
一
生
懸
命
や

れ
ば
何
と
か
な
る
も
の
だ
な
ぁ

と
思
う
。
 

　
後
輩
に
ひ
と
こ
と
言
う
と
す

れ
ば
何
か
得
意
な
分
野
が
一
つ

で
も
あ
れ
ば
道
は
あ
る
と
言
う

こ
と
と
、
そ
れ
に
も
増
し
て
「
人

生
一
生
勉
強
あ
る
の
み
」
。
 

〔1期生 〕10,000円：福永栄　5,000円：井沢（平松）初美、金正（岡崎）孝子、納谷洋子　2,000円：小林弘一、松田弘、乾光子　〔2期生 〕10,000円：曽我隆子、森本
充子　5,000円：横田隆介、島野（平松）弘、中村寛　2,000円：川井 夫　〔3期生 〕5,000円：田中（名越）章子、井上幸代（水谷）、白岩武志人　3,000円：稲置敬
一、岡田（長島）妙子、澤田光鷹、宮本正博、玉越健司、吉田（越智）恭子　2,000円：松村（原田）冨美子、高橋政子　〔4期生 〕10,000円：村中重博　5,000円：西本
房代、岩崎博明　3,000円：前田征雄　2,000円：西野一鋪、笹川淳子、湯川泰昌、岸義勝、新谷（山本）正、泉（神田）幸子、田中（岡本）幸子　〔5期生 〕10,000円：
小野山 靖郎、田中郁夫　5,000円：秋山輝子、大浦（中）知子、福島（岩田）房枝、畑（渋谷）則子、田島（古家）光子　3,000円：松尾（今田）亮子、高階明叡　2,000
円：佐藤吉彦　〔6期生 〕50,000円：上村和輝　5,000円：荒川洋一　2,000円：藤本（平尾）美智子、小川（浜川）育子、米田恭仁子、藤井（川島）寿子　〔7期生 〕
5,000円：湯浅博、三木（三島）正子　4,000円：清野昌俊　3,000円：宮野禎三、寺西信夫、田中洋、川尻（藤木）紀子　2,000円：三宅（中山）幸子、千葉（谷口）とし
子　〔8期生 〕10,000円：神田賢一　5,000円：湯原（白石）醇子、小西徹、南光（赤星）昌子、広畑（小谷）光弘、馬場源吾、武長勝、森（村田）昭子、柿本能幸　
3,000円：伊藤雅彦、阿部信彦　〔9期生 〕15,000円：上田誠　10,000円：清水功、川中一正　4,000円：林（水野）幸子　3,000円：山中（岸下）泰子、寺坂（有井）幸
子、真田幸隆　2,000円：中条（中條）隆子、松本（大門）久子、秦（坪井）牧子、天野和彦　5,000円：有志　〔10期生 〕10,000円：木田雅子　6,000円：林省之介、
澄川（瀬川）菊代　5,000円：岡（山本）喬子、山田（田中）広子　3,000円：蒲田弘　2,000円：山下（大原）照子、山田（北島）芳子　〔11期生 〕6,000円：上野和明
　5,000円：岡 緑郎　3,000円：大塚（中村）昌子　2,000円：上田征夫　〔12期生 〕2,000円：藤岡（堀之内）万里子　〔14期生 〕10,000円：鳥居（中村）和美、浜
口好一、唐澤八洲仁　3,000円：久次米　克也　〔15期生 〕10,000円：大崎洋一郎　2,000円：前田良憲、杉本（野口）志津代、樋口（黒川）鈴子　〔16期生 〕
3,000円：吉田（松沢）とも子　2,000円：山下（林）美知子、薮田（玉置）洋子　〔17期生 〕5,000円：土井実　2,000円：西山（横山）恵美子　〔18期生 〕4,000円：
森田（伊藤）三枝子　3,000円：佐藤廣美、西川厳穂　2,000円：田中（松本）美香子、藤本順子　〔19期生 〕5,000円：池谷綱記、速水克巳　2,000円：村田和人、今
井（石川）純子、仲地盛和、大原勝英、大谷（阪口）幸子、北野泰弘　〔21期生 〕2,000円：児島（新地）利子　〔22期生 〕2,000円：今西（柚木）正一　〔23期生 〕
5,000円：明石光弘　〔24期生 〕15,395円：同期会　5,000円：尾高秀雄　3,000円：寺村富太郎　〔25期生 〕10,000円：山下弘　〔31期生 〕2,000円：池木勇介
　〔32期生 〕5,000円：山崎哲治　〔43期生 〕2,000円：加藤久士　〔47期生 〕2,000円：山田現　〔50期生 〕2,000円：山田完　〔51期生 〕3,000円：渕上泰史
　〔54期生 〕2,000円：日高尚樹　〔会員外〕40,000円：匿名　〔旧職員〕10,000円：竹内一浩　6,000円：坂出祥伸、田中秀和　5,000円：廣瀬邦彦　2,000円：上
村喜美江※平成19年2月6日現在　　　※第3号掲載6期生　松本尭様　2,000円→5,000円に訂正。 
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鳳志会活動に対する 
寄付のお願い 

 
　鳳志会活動の運営会費は、｢会費（終身
会費5,000円）寄付金及びその他の収入金
をもって充てる｣と会則に明記されています。 
昨年度の｢鳳志会会報｣発刊時に皆様方に寄
付金のお願いを行いましたところ多くの方
の賛同をいただきました。（下記協賛者の
名簿を参照下さい。143名￥690,394円） 
本年度も｢鳳志会会報｣の印刷費及び郵送費
を賄う費用に活用させて頂きます。主旨ご
賛同のうえ、皆様のご理解とご支援をお願
い申し上げます。 
　ご協力いただける方は同封の｢振込用紙｣
でお振込みいただきますようよろしくお願
い申し上げます。 
（寄付賛助金　1口　2,000円か ら） 
郵便局　00970-5-330003 
大阪府立吹田高等学校　鳳志会 

鳳 志 会 　 平 成 1 7 年 度  賛 助 金 　 寄 付 振 込 者 名 簿  

 
＜大学＞ 
大阪経済法科大学、大阪産業大学、大阪経済大学、大阪学院大学、大阪国際大学、大阪人
間科学大学、阪南大学、追手門学院大学、大阪電気通信大学、大阪成蹊大学、大阪工業大
学、関西外国語大学、帝塚山大学、宝塚造形大学、英知大学、奈良産業大学、太成学院大学 
＜短期大学＞ 
大阪成蹊短期大学、金蘭短期大学、大阪青山短期大学、大阪薫英短期大学、大手前短期大
学、大阪国際短期大学、健康福祉短期大学、夙川学院短期大学、関西外国語短期大学、大
阪産業大学短期大学、園田女子短期大学、夕陽丘学園短期大学 
＜専門学校（看護学校）＞ 
大阪済生会中津看護、南大阪看護、大阪医専、大病協看護、日本メディカル福祉、神戸医療
福祉、大阪医療秘書福祉、大阪保険福祉、近畿社会福祉、東洋医療、京都衛生、大阪摂津
医療福祉、大阪物療、天宗社会福祉 
＜専門学校＞ 
履正社学園コミュニティ・スポーツ、大阪社会体育、大原法律、ECC国際外語 、大原簿記、辻
調理師、キャリナリーアート、日産京都整備、大阪ビジネスカレッジ、大阪ハイテクノロジー、ECC
コンピューター、大阪工業技術、大阪テクニカルカレッジ、トヨタ神戸整備、大阪航空技術、
YMCA国際、コンピューター日本学院、神戸ポリテクカレッジ、大阪デザイナー、ヒューマンデザ
インカレッジ、大阪モード学園、大阪スクールオブミュージック、大阪コミュニティーアート、ヴェル
ルージュ美容、グラムール美容、大阪ビューティーアート、駿台観光＆外語、大阪観光、エコーペッ
トビジネス、バンタンビジュアル研究所 

主 な 進 路 先  

4年制大学57名、短期大学30名、専門学校59名、就職46名、その他46名（平成18年度） 

15
期
生
　
眞
岡
　
雄
一
 

　
私
が
吹
田
高
校
に
入
学
し
た
の

は
1
9
5
5
年
、三
島
地
域
で
は

茨
木
、春
日
丘
高
校
に
加
え
新
た

に
出
来
立
て
の
高
校
と
い
う
感
じ

で
あ
っ
た
。偏
差
値
教
育
の
影
響
を

受
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
、な
ん
と

な
く
劣
等
感
を
持
って
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
。 

　
私
は
昭
和
19
年
に
滋
賀
県
の
片

田
舎
に
疎
開
し
、父
の
生
家
に
、お

寺
の
跡
継
ぎ
と
し
て
養
子
に
や
ら
れ
、

小
学
校
の
頃
、一度
実
家
へ
逃
げ
帰

り
、中
学
2
年
の
頃
2
回
目
の
逃

避
行
、し
か
し
寺
を
継
ぐ
こ
と
は

諦
め
て
く
れ
ず
、私
の
将
来
は
滋
賀

大
学
教
育
学
部
を
卒
業
し
て
小
学

校
の
先
生
を
し
な
が
ら
僧
侶
と
な

る
様
に
定
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。こ
の
こ
と
は
進
路
、ク
ラ
ブ
活

動
な
ど
全
て
に
渉
って
影
響
を
も
た

ら
し
ま
す
。テ
ニ
ス
か
柔
道
を
や
り

た
い
と
い
う
気
持
ち
も「
受
験
第
1
、

運
動
ク
ラ
ブ
に
は
入
る
な
！
」と
言

わ
れ
、運
動
部
は
諦
め
放
送
部
に

入
部
と
い
う
こ
と
と
な
る
。放
送
部

に
入
っ
た
こ
と
は
、以
後
3
年
間
美

見
先
生
の
お
世
話
に
な
り
、放
送

部
の
先
輩・同
輩
の
皆
さ
ん
に
面
倒

を
か
け
な
が
ら
学
び
覚
え
た
こ
と

が
教
師
に
な
って
か
ら
も
随
分
役
に

立
っ
た
の
で
す
が
、進
路
な
ど
は
自

分
の
思
う
通
り
に
な
ら
ず
、小
中

学
時
代
の
転
学
の
た
び
に「
い
じ
め
」

に
も
遭
い
、ひ
が
み
根
性
の
強
い
、少

し
根
性
曲
が
り
の
や
り
難
い
少
年

に
なって
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
の
修
学
旅
行
は
散
々
で

し
た
。最
初
の
予
定
は
イ
ンフ
ルエン

ザ
流
行
で
延
期
、つ
ぎ
の
予
定
は
校

舎
の
火
事
で
延
期
、国
鉄
運
賃
の
値

上
げ
で
予
定
の
九
州
は
伊
豆
周
辺

に
変
更
、い
ざ
旅
行
に
行
け
ば
雨
ま

た
雨
の
毎
日
と
言った
具
合
で
し
た
。

風
、火
、雨
の
順
に
祟
ら
れ
た
の
だ

か
ら
次
は
女
か
と
い
う
話
も
あ
った

が
そ
れ
は
は
ず
れ
、就
職
先
が
女
子

高
で
あ
った
の
は
そ
の
因
果
か
な
？！
 

　
大
学
3
回
生
の
時
、足
か
せ
の
因

縁
を
き
っ
ぱ
り
断
り
、こ
れ
か
ら
は

自
分
の
人
生
と
ば
か
り
に
、滋
賀

県
の
田
舎
行
き
を
拒
否
し
て
大
阪

に
就
職
、大
阪
成
蹊
女
子
高
校
の

教
諭
に
就
任
。女
子
高
に
就
職
す

る
こ
と
な
ん
か
は
全
く
予
想
外
で

し
た
が
、高
校
時
代
の
親
友
に
奨
め

ら
れ
決
断
。高
校
時
代
に
誇
り
も

持
て
ず
、劣
等
感
に
さ
い
な
ま
れ
た

自
分
を
反
省
し
、生
徒
に
は
是
非

と
も
誇
り
高
い
人
間
に
育
って
ほ
し

い
も
の
と
、生
徒
た
ち
の
自
主
性
を

尊
重
し
た
教
育
活
動
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。 

　
そ
の一つ
に
卒
業
式
の
答
辞
が
あ

り
ま
す
。昭
和
47
年
に
創
め
た
こ

と
で
す
が
、卒
業
式
の
卒
業
生
答

辞
を
ひ
と
り
代
表
に
読
ま
す
の
で

は
な
く
、希
望
者
に
よ
る
委
員
会

制
に
し
た
こ
と
で
す
。委
員
は
ク
ラ

ス
な
ど
の
代
表
で
な
く
、本
人
の
希

望
に
よ
る
と
い
う
画
期
的
な
方
法

に
変
え
、人
数
も
5
名
く
ら
い
か
ら

20
数
名
と
な
り
ま
し
た
。何
を
言

う
か
分
か
ら
ん
、ま
と
も
な
答
辞
は

で
き
る
の
か
の
心
配
…
。 

　
最
初
の
答
辞
こ
そ
、学
校
・
教
師

の
耳
の
痛
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
が
、

年
を
経
る
に
従
って「
成
蹊
生
で
良

か
っ
た
」と
か「
私
た
ち
は
成
蹊
生

で
あ
った
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
巣
立

って
い
き
ま
す
」と
変
わって
い
き
ま

し
た
。 

　
勿
論
、生
徒
た
ち
の
自
信
や
誇

り
は
、学
校
行
事
の
取
り
組
み
や
そ

の
他
の
取
り
組
み
に
対
す
る
裏
づ

け
が
あ
って
の
話
で
す
が
…
、そ
こ

で
私
は
気
が
付
い
た「
自
信
や
誇
り

は
得
よ
う
と
し
て
得
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、夢
中
で一つ
の
こ
と
に
取

り
組
ん
で
い
く
中
で
、仲
間
と
共
に

得
て
い
く
も
の
な
の
だ
」と
。 

　
今
、取
り
組
め
る
こ
と
で
、

自
分
の
成
し
得
る
こ
と
を
、

仲
間
と
共
に
、し
っ
か
り

と
取
り
組
む
こ
と
、そ
れ

を
人
が
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
と

思
お
う
が
思
う
ま
い
が
関

係
な
い
、取
り
組
ん
で
い
る

者
の
自
己
満
足
で
も
良
い
、

感
動
と
自
信
を
自
分
の

も
の
と
で
き
る
人
が
、其

処
に
自
分
に
し
か
な
い
人

生
を
築
き
上
げ
て
い
く
こ

と
が
出
来
る
の
だ
と
思
う
。 

株式会社トリム 
代表取締役　村田　守（14期） 
〒564-0045　吹田市金田町5番47号 

TEL 06-6337-7796　FAX 06-6337-7801　ktrm.co@d5.dion.ne.jp

理事長　寺 西 重 博  （6期） 

いい人　いい街　いい笑顔 

〒567-8651　茨木市西駅前町 ９番３２号 
TEL. ０７２-６２３-４９８１　FAX.０７２-６２２-１５７７ 

ホームページ　http://www.settsu-suito.jp

トっても良い物件　リッチないい物件　ムっちゃいい物件 
ご用意しています 

代表者　辻　隆信（19期） 
〒564-0063　吹田市江坂町4-17 
TEL（06）6338-5151 
FAX（06）6338-5151

GOOD　WOOD　CARRIAGE
ウッド キャリッジ グッド 

営業内容 
車両買い取り・販売・車検・整備・鈑金塗装・
旧車レストア・パーツ販売・取り付け 

田中美香子（18期） 

〒564-0004　吹田市原町1-25-21 
TEL ＆FAX（06）6389-0739

保険のご相談 
　お気軽にどうぞ！ 

アフラック代理店 

※敬称略 （ ）内は旧姓 

佐藤　雄久（9期） 
 

レディスファッション 

レディスセレクトショップ 

EST・天神橋　  TEL06-6351-2612

●“ふるさとは遠きに在りて思うもの” 
母校（吹田）を遠く離れて住んでおられる卒業生からのお便りが多くありますが、青春時
代の吹田高校便りは特に懐かしく感慨深いものと思います。我々、編集委員は卒業生
の皆さんからの便りに大変やりがいを感じると共に、より充実した「母校と卒業生」情報
の発信に努めたく思います。今後ともご協力の程お願い致します（編集委員） 
 ●吹田高校のホームページの中に、活躍中の卒業生情報を見つけます。その中に学生
　アメリカンフットボールで活躍の50期生田中京亮（首都大学）さんの勇姿を見つけました。
　小生、アメリカンフットボールの面白さに魅せられよく観戦しますが、後輩の活躍（副将・
　クォーターバック）に大変うれしく思いました。アメリカンフットボールは究極の格闘技と
　言われるスポーツであり、戦略、戦術等頭脳プレーを必要とする球技ですが、是非後輩
　諸君のチャレンジを期待したいと思います。（M.T） 

2
万
名
を
越
す
吹
田
高
校
卒
業

生
が
実
に
様
々
な
方
面
で
頑
張

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
も
吹

田
高
校
の
伝
統
を
築
い
て
こ
ら

れ
た
諸
先
輩
の
興
味
あ
ふ
れ
る

思
い
出
話
や
、
温
か
く
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し
た
。
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
い
た
だ
く

先
輩
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
 

こんにちは 

先 輩  

2

1955年3月　吹田高校卒業 
1960年3月　大阪市立大学工学部 
　　　　　  建築学科卒業 
1960年4月～1966年5月　三田建築設計 
　　　　　　　　　　　 事務所 
1966年6月～1976年4月　（株）昭和設計 
1976年5月～1993年6月　（株）三栄設計 
1993年8月～2005年6月　（株）共栄設計 
2005年9月～　寺産土木一級建築事務所 
1995年4月～　修成建設専門学校非常勤講師 

経　歴 

15

平素は、野球部OB会の諸活動にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申しあげます。さて、平
成19年度吹田高校野球部OB会総会を下記により開催しますので、ご出席くださいま
すようお願い申し上げます。 

日　時： 平成１９年７月１日（日）　午前１１時より 
会　場： 吹田高校　２階　会議室 
内　容：・平成１８年度　活動報告、決算報告 
　　　　・平成１９年度　活動計画、収支予算審議　他 
その他： 試合応援（大塚高と練習試合の予定） 
 
 

吹田高校野球部ＯＢ会 事務局　〒５６０-００１４　吹田市吹東町９-６ 
川口　茂 （１５期生）　TEL／FAX  ０６-６３８１-９３０８ 

野球部ＯＢ会　「平成１９年度総会」のご案内 
 

OB会会費納入 のお願い 
現役野球部は、夏季大会でベスト１６に進
出し、５回戦で残念ながらＰＬ学園に敗れ
ましたが大健闘を果たしました。ＯＢ会も
現役野球部に対し、更なる発展に向けて
出来る限りの支援をしていきたいと思っ
ていますので、ＯＢ会費納入をよろしくお
願いします。（７月中旬に総会報告書と振
込み用紙を送付します。） 平成19年野球部OBの新年会（19名参加） 

勉
強
ギ
ラ
イ
に
乾
杯
 

1
期
生
　

玉
置
　
輝
功
雄
 

1953年　吹高卒。グラフィックデザイン
　　　　 の道に入る 
1959年　セキスイ化学（宣伝部）に入社 
1964年　独立（株）NCD設立 
創作活動に・・・ 
・マンガ「ロビン四世」を原作 
モンキーパンチが絵を描いてマンガアク
ションに掲載。 
・主としてカレンダーのイラストを描く 
・ゴルフクラブのデザイン制作 
ダンロップ・神戸製鋼・日新ゴルフ・新日鉄・
アシックス・スポルディング他 
・日本コンベア顧問 
・学校法人　上田学園顧問 
・昨年39回目を受賞あと一つとガンバ中 

経　歴 

建
築
と
私 

3
期
生
　
小
島
　
弘 

近鉄バッファローズに行った熱田君（右）
センターを守っていた我が輩（左）吹田高
グラウンドにて・・・ 

■ 工　　学　　部 電子工学科、応用化学科、電子機械工学科、機械工学科、環境技術学科、基礎理工学科 
■ 情報通信工学部 情報工学科、通信工学科 
■ 医療福祉工学部 医療福祉工学科、理学療法学科 
■ 総合情報学部  デジタルアート・アニメーション学科、デジタルゲーム学科、メディアコンピュータシステム学科 

〒572-8530　大阪府寝屋川市初町18-8　TEL 072-824-1131　FAX 072-825-4589 
URL　http://www.osakac.ac. jp　E-mail　nyushi@isc.osakac.ac. jp 

工学部電子工学科教授・医学博士　藤崎紘久（8期） 
 

　まだ見たことのないテクノロジーを生み出し、これからの社会をつくるために力を発揮する、
そんな可能性を手にできることこそ“モノづくり”を学ぶ醍醐味です。13の専門分野の学びを展
開する本学では、独自の技術を身につけ、社会の未来、自分の将来をつくる技術者を育成します。 

●『ニンテンドーDS「英語漬け」』で英語力アップ 
●業界注目！新・福祉ゲームシステム『ICタグトランプ』を開発 
●製造業を支える3次元CADシステム「CATIA」を大量導入 
●モノづくりのやる気を引き出す「自由工房」が本格的な活動を開始 

社会の未来、自分の将来をつくる、テクノロジーの総合大学 

大 阪 電 気 通 信 大 学  

（2007年4月新設） 

T O P I C S ※詳しくは本学のホームページをご覧ください。 

　
な
ん
と
も「
勉
強
ギ
ラ
イ
」の
高

校
生
で
あった
。そ
ん
な
劣
等
性
を
、

吹
田
高
校
の
ユニ
ー
ク
な
先
生
方

は
怒
り
も
せ
ず
に
、と
て
も
居
心

地
の
良
い
高
校
生
活
を
送
ら
せ
て

く
れ
た
。 

　「
勉
強
ギ
ラ
イ
」は
な
ぜ
起
こ
る

か
と
い
う
と
、何
回
も
く
り
返
し

て
記
憶
し
よ
う
と
試
み
る
が
、全

く
イ
ン
プッ
ト
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
お
手
上
げ
に
な
る
こ
と
に

起
因
す
る
。 

　
反
面
、得
意
な
も
の
は
絵
画
と

ス
ポ
ー
ツ
で
あ
っ
た
。ス
ケ
ッ
チ
を
し

た
り
マ
ン
ガ
を
描
い
た
り
が
、至
福

の
ト
キ
で
あ
った
。 

　
そ
の
私
が
、な
ん
と
吹
田
高
校
の

第
一期
美
術
部
部
長
に
任
命
さ
れ

て
、サ
ボ
ッて
い
た
。美
術
の
安
田
先

生
に
頭
を
か
か
え
さ
せ
た
。 

　
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
で
、学
校
代
表

で
駅
伝
を
3
年
間
走
っ
た
り
、野

球
部
に
入
部
し
た
の
が
悪
かった
。

ハ
ー
ド
な
練
習
が
毎
日
続
き
、美

術
部
の
運
営
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。 

　
い
ま
だ
に「
先
生
ゴメ
ン
ナ
サ
イ
」

が
つ
き
ま
と
って
い
る
。そ
の
お
詫

び
も
か
ね
て
、3
年
前
か
ら
、吹
田

高
校
の
美
術
部
の
後
輩
達
に
イ
ラ

ス
ト
を
教
え
て
い
る
。現
在
の
私
は

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
あ
り
ま
す
。 

「
吹
田
高
校
時
代
」 

・
歴
史
の
試
験
で
、一問
も
出
来
ず

「
先
生
カ
ン
ニ
ン
。二
学
期
は
頑
張

る
か
ら・・・」と
答
案
用
紙
の
片
端

に
書
い
た
ら
三
十
点
つ
け
て
あった
。

高
倉
先
生
あ
り
が
と
う
。生
涯
忘

れ
な
いョ
。 

・
物
理
の
時
間
に
隣
り
の
生
徒
を

巻
き
込
ん
で『
五
目
並
べ
』を
し
て

い
た
ら
、背
後
か
ら
手
が
延
び
て「
こ

こ
に
置
い
た
ら
、勝
ち

や
な
い
か
」と
助
け
て

く
れ
た
、下
司
先
生
。そ
の
折
り
は
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

・教
科
書
を
立
て
て
、身
を
す
く
ま

せ
て
マ
ン
ガ
を
描
い
て
い
た
ら
、頭
の

上
か
ら
声
が
し
て「
そ
れ
出
来
た

ら
俺
に
く
れ
や
」と
下
手
な
マン
ガ

を
貰
って
く
れ
た
、宮
崎
先
生
。お

か
げ
で
プ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。 

　
先
日
、み
の
も
ん
た
の《
お
も
いっ

き
り
テ
レ
ビ
》が
取
材
に
来
た
。元

巨
人
軍
の
角
投
手
が
レ
ポ
ー
タ
ー

で
あった
。元
吹
高
野
球
部
員
と
手

の
大
き
さ
を
比
べ
た
り
、チ
ー
ム
メ

イ
ト
の
熱
田
君
が
近
鉄
バッファロ
ー

に
入
団
し
た
こ
と
な
ど
、野
球
の
話

で
間
が
も
て
た
。お
も
いっ
き
り
の

取
材
の
対
象
は
、石
に
動
物
を
描
い

て
い
る
の
が
面
白
い
、と
日
本
テ
レ

ビ
が
目
を
つ
け
た
。後
日
、全
国
ネ
ッ

ト
で
放
映
さ
れ
て
反
響
に
困
り
は

て
た
。こ
れ
ら
の
原
点
は
吹
田
高
校

で
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
先
日
、大
阪
天
満
宮
か
ら「
梅

ま
つ
り
」の
イ
ラ
ス
ト
講
座
の
依
頼

が
あ
った
。同
級
生
に
呼
び
か
け
た

ら
、十
数
人
が
ひ
や
か
し
に
来
て

く
れ
た
。全
て
吹
高
同
期
生
、嬉

し
かった
。 

　
五
十
七
年
前
に
恋
を
し
た
マ
ド

ン
ナ
は
、今
だ
に
マ
ド
ン
ナ
で
あ
る
。

入
れ
歯
が
落
ち
な
い
よ
う
に
気
を

配
り
、や
や
美
し
く
笑って
く
れ
た
。

お
互
い
の
健
全
を
喜
び
合
う
。青

春
ま
っ
た
だ
中
の

七
十
三
才
で
あ
る
。 

『
吹
田
高
校
あ
り

し
か
ば
　
我
等

こ
こ
に
在
り
』 

　
昭
和
一
桁
は
、

や
る
気
充
分
で
あ
り
ま
す
。 

　
在
校
生
に
ひ
と
言
…
 

『
一
芸
に
秀
で
よ
！
』
 

　
原
稿
依
頼
を
受
け
、
何
を
書

こ
う
か
悩
み
ま
し
た
が
、
潜
在

的
に
今
の
仕
事
に
関
連
し
た
事

実
を
書
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
 

　
そ
の
事
実
と
は
、
昭
和
18
年
（
一

九
四
三
年
）
九
月
十
日
夕
刻
に

発
生
し
た
鳥
取
地
震
（
M
七
・
二
）

で
す
。
こ
の
時
、
私
は
小
学
一

年
生
で
、
二
階
の
書
生
さ
ん
の

部
屋
で
日
記
を
書
い
て
い
ま
し
た
。

家
が
急
に
揺
れ
ま
し
た
が
、
今

日
は
二
百
二
十
日
だ
ぐ
ら
い
し

か
思
わ
ず
、
押
入
れ
が
開
き
、

物
が
落
ち
る
の
を
見
て
い
た
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
思
っ
て
い
る

一
瞬
に
何
も
憶
え
て
い
ま
せ
ん
。

家
が
倒
壊
し
て
下
敷
き
に
な
っ

た
の
で
す
。
た
ま
た
ま
隣
の
部

屋
で
兄
（
中
一
＝
鳥
取
工
業
一
年
）

が
座
机
で
勉
強
を
し
て
い
て
咄

嗟
に
机
の
下
に
も
ぐ
り
壁
際
の

隙
間
を
大
き
く
し
て
脱
出
し
て

い
ま
し
た
。
兄
か
ら
「
弘
、
こ

っ
ち
へ
来
い
。
外
へ
脱
け
ら
れ

る
か
ら
」
と
声
が
何
度
も
あ
り

ま
し
た
が
、
境
の
鴨
居
や
棟
木

等
で
、
身
体
が
自
由
に
な
ら
ず

少
し
も
動
く
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
 

　
応
援
に
来
た
人
に
、
兄
が
こ

の
辺
り
の
下
に
弟
が
居
る
、
助

け
て
ほ
し
い
と
云
っ
て
い
る
の

が
聞
え
た
の
で
、
「
こ
こ
や
」

と
声
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
上

で
鶴
嘴
で
障
害
物
を
ど
け
て
い

た
よ
う
で
す
が
、
頭
に
少
し
か

す
っ
て
「
痛
い
」
と
云
っ
た
よ

う
で
、
そ
れ
か
ら
は
ゆ
っ
く
り

と
ど
け
て
脱
出
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
す
ぐ
上
の
姉
（
小
四
）

は
倒
壊
し
な
か
っ
た
友
達
の
家

へ
遊
び
に
行
っ
て
い
て
無
事
だ

っ
た
の
で
、
姉
と
竹
薮
に
あ
る

避
難
小
屋
へ
。
 

　
他
の
家
族
は
、
祖
母
一
階
台

所
で
即
死
、
父
は
一
階
居
間
で

下
敷
、
救
出
さ
れ
た
が
三
日
後

に
救
急
テ
ン
ト
で
死
亡
、
母
は

大
阪
の
祖
母
の
見
舞
に
行
っ
て

い
て
無
事
。
結
局
、
母
一
人
子

供
三
人
の
母
子
家
庭
と
な
り
ま

し
た
。
 

　
こ
の
体
験
の
影
響
か
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
中
三
の
時

建
築
関
係
の
高
校
（
都
島
工
業
）

へ
進
学
希
望
を
し
て
い
ま
し
た
。

廻
り
道
を
し
ま
し
た
が
、
最
終

的
に
は
自
分
の
希
望
通
り
の
方

向
へ
進
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

　
阪
神
大
地
震
で
は
、
自
分
の

設
計
（
構
造
設
計
）
し
た
建
物
が
、

無
傷
で
残
っ
た
事
に
感
謝
を
し

て
い
ま
す
。
 

　
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
吹
高

の
時
は
、
建
築
関
係
の
大
学
に

行
き
た
く
て
、
理
科
は
生
物
を

は
ず
し
て
化
学
―
物
理
―
化
学

と
勉
強
し
、
書
道
、
美
術
、
職

業
も
選
択
か
ら
は
ず
し
ま
し
た
。

三
年
の
担
任
か
ら
理
科
で
単
位

不
足
と
な
る
か
ら
、
他
の
科
目

で
欠
点
を
と
れ
ば
卒
業
出
来
な

い
と
、
き
つ
く
云
わ
れ
ま
し
た
。

一
浪
し
て
大
学
へ
行
き
ま
し
た
が
、

吹
高
で
は
大
学
へ
行
く
ん
だ
と

の
気
持
が
大
変
強
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
 

住所・住所表示・電話・氏名変更等の連絡 
会報お届けの封筒に貼り付けのタックシールを確認して下さい。 
住所変更、表示、間違い等があれば卒業年・卒業期・氏名を明記の上、 
同封の返信ハガキで事務局まで連絡下さい。 
 会員名簿は、鳳志会で安全に管理しています 
卒業生の会員名簿は、鳳志会で会員の氏名及び住所等の個人情報
を、安全に管理しています。会員の個人情報は、鳳志会の年次総会・
懇親会の案内及び鳳志会プレスをお送りする際に使用させていただ
きます。（会員総数：21,341名　物故者：386名　住所判明者：
13,082名） 
 紛らわしい勧誘にご注意下さい 
吹田高校の卒業生と名乗り、電話にて勧誘行為が年間数件発生し
ています。鳳志会名簿よりの電話勧誘は、個人情報保護法（第１７条）
違反行為です。そのような勧誘を受けられた時は、会社名・電話番号・
担当者氏名を確認の上鳳志会事務局迄連絡をお願いします。（会社
宛抗議文及びその会社に対し、内閣府情報公開・個人情報保護審
議会に個人情報保護法に抵触する行為についての報告を行います） 

事務局からのお願いと連絡 ◆ ◆ ◆ ◆ 

ソフトテニス部「ＯＢ会」のご案内 
　ソフトテニス部ＯＢ諸兄姉にはお元気でご活躍のこととお喜び申し上げます。日頃は、
ＯＢ会並びに現役生に多大なるご支援を賜り、有難うございます。毎年9月の第1日曜日に、
母校にてＯＢ会（テニス大会）を開催しております。今年も下記の通り開催致しますので、
お誘い合せの上ご参加下さいますようご案内致します。 

日時：平成19年9月 2日（日） 雨天中止 
　　　午前9時～午後5時 正午 よりＯＢ会総会 
場所 ： 吹田高校テニスコート　会費 ： 4,000円 （昼食代含む） 
ＯＢ会会長 13期生 西村 義雄　TEL06-6388-7923 
 新役員　決まる 
2006年度総会にて、下記の通り新役員が決まりました。役員一同ＯＢ会発
展の為頑張りますので会員の皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。 
会　長　 西村 義雄 （13期生）　　相談役　 荒川 洋一　（6期生） 
副会長　 藤関 眞澄 （13期生）　　　〃　　 影山 鈴子　（6期生） 
事務局長  孫田 隆行 （24期生）　　　〃　　 笹部 てる子 （9期生） 
相談役　 村中 重博 （4期生） 



4
経　歴 

昭和50年03月　吹田高等学校卒業 
昭和54年09月　神戸商船大学 
　　　　　　　商船学部卒業 
昭和54年10月　西芝電機（株）入社基本設計に従事 
昭和60年03月　西芝電機（株）退社 
昭和60年04月　（株）本田技術研究所　入社 

エンジン可変バルブタイミングリフト機
構の研究/ソーラレースカーの研究と
レース参戦/電気自動車用パワープラ
ントの開発/ハイブリッド自動車用エネ
ルギ・ストレージの開発 

平成18年02月　技術士（機械部門）登録、 
　　　　　　　文部科学省登録番号：第58740号 
平成18年11月　本田技研工業（株）鈴鹿製作所へ転籍 
　　　　　　　ハイブリッド自動車の品質技術を担当 
平成19年02月　技術士（総合技術管理部門） 
　　　　　　　追加登録 
平成19年04月　神戸大学大学院海事科学研究科　
　　　　　　　博士課程後期課程入学 

ド
リ
ー
ム
ズ
・
カ
ム
・
ト
ゥ
ル
ー 

33
期
生
　
今
尾
　
浩
美
 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
開
発
の
最
前
線 

23
期
生
　
坂
本
　
俊
之
 

経　歴 

吹田高校卒業 
関西芸術短期大学卒業 
（現：宝塚造形芸術大学短期学部） 
いくつかのアルバイトを経て 
タレント養成所所属 
退所後　執筆に専念 
2005年「藤原アキラ」のペン・ネームで 
文芸社から「マリ･アントワネット・ジョゼファ・
ジャンヌ」を出版 
作家デビュー（フランス語発音では「マリ」） 
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このコーナーでは各学年、クラス、クラブなどで開催された同窓
会の様子を紹介しています。皆様からの同窓会情報をお待ち
しています。各学年単位で同窓会をされている場合通信費の
一部として鳳志会から援助させて頂いております。鳳志会まで
ご連絡ください。 
連絡先　吹田高校内「鳳志会事務局」 

TEL06-6387-6651　FAX06-6387-6567

　「
お
前
に
何
の
技
術
が
あ
る
の
か

言
って
み
ろ
」「
お
前
達
の
や
って
い

る
こ
と
は
、若
い
人
の
後
追
い
だ
」「
た

だ
め
し
食
って
る
ん
じ
ゃ
な
い
。レ
ポ

ー
ト
く
ら
い
出
せ
。」上
司
の
叱
責

が
飛
ぶ
。こ
こ
は
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
開
発
の
最
前
線
。 

　
2
0
0
0
年
、ホ
ン
ダ
は
世
界
に

先
駆
け
て
北
米
でハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
を
発
売
し
た
。私
は
、ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
の
市
場
適
合
性
を

調
査
す
る
プ
ロ
ジェク
ト
の
指
揮
を

執
って
い
た
。目
的
は
、新
た
に
搭
載

し
た
電
気
系
パワ
ー
プ
ラ
ン
ト
の
使

わ
れ
方
調
査
と
寿
命
検
証
を
通
し

て
、設
計
要
件
へ
反
映
す
る
こ
と
に

あ
る
。程
な
く
、北
米
市
場
で
駆
動

用
電
池
が
早
期
に
劣
化
し
た
と
の一

報
が
入
った
。ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
お
客

様
デ
ー
タ
を
地
図
上
へ
プ
ロッ
ト
す

る
と
、市
内
を
取
り
囲
む
様
に
丘

陵
地
帯
で
発
生
し
て
い
る
。開
発
チ

ー
ム
の
現
地
調
査
は
、原
因
究
明
に

難
航
し
て
い
た
。我
々
は
、本
来
の

市
場
調
査
の
目
的
で
現
地へ
飛
ん
だ
。

開
発
チ
ー
ム
の
調
査
は
、甘
い
と
踏

ん
だ
。休
日
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
を

取
っ
た
。帰
国
す
る
と
、冒
頭
の
上

司
で
も
あ
る
電
池
開
発
の
責
任
者

か
ら
休
日
の
行
動
を
攻
め
ら
れ
た
。

「
何
も
す
る
な
」と
指
示
が
出
た
。

黙
って
、測
定
し
た
デ
ー
タ
で
電
池

の
サ
イ
ク
ル
寿
命
テ
ス
ト
を
進
め
た
。

結
果
は
、開
発
チ
ー
ム
の
半
分
の
サ

イ
ク
ル
で
寿
命
に
な
った
。し
か
し
、

も
っ
と
早
く
寿
命
に
達
し
た
お
客

様
も
い
らっ
し
ゃっ
た
。前
年
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
を
テ
ス
ト
し
た
デ
ス

バ
レ
ー
の
地
形
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。

丁
度
テ
ス
ト
に
出
か
け
て
い
る
チ
ー

ム
が
あ
った
。連
絡
を
取
って
、最
小

限
の
テ
ス
ト
を
お
願
い
し
た
。快
諾

し
て
く
れ
た
。こ
の
話
が
先
の
上
司

の
耳
に
入
り
、即
刻
中
止
の
指
示

が
出
た
。幸
運
に
も
測
定
は
終
わっ

て
い
た
。デ
ー
タ
を
自
動
車
の
テ
ス

ト
を
す
る
シ
ャ
ー
シ
ダ
イ
ナ
モ
に
入

れ
た
。走
り
き
って
エン
ジ
ン
を
切
る

と
、ソ
ー
ク
バック
で
電
池
温
度
が
ど

ん
ど
ん
上
昇
す
る
。真
の
原
因
を
掴

ん
だ
。一連
の
テ
ス
ト
結
果
を
レ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
た
。開
発
要
件
も
新

た
に
作
っ
た
。特
許
も
申
請
し
た
。

し
か
し
、承
認
が
得
ら
れ
ず
、何
れ

も
公
表
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
置
か
れ
た
。 

　
組
織
が
変
わ
り
、私
は
研
究
所

を
離
れ
る
こ
と
に
なった
。特
許
は
、

時
期
を
逸
し
T
社
に
押
さ
え
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。か
の
上
司
は
、市
場

問
題
か
ら
逃
れ
る
様
に
、次
世
代

電
池
研
究
の
責
任
者
に
収
まって
い

た
。し
か
し
、開
発
側
に
は
、志
を

持
っ
た
仲
間
が
い
る
。こ
の
2
月
に

新
要
件
化
を
終
え
て
く
れ
た
。そ

し
て
、ラ
イ
ン
オ
フ
の
現
場
に
は
私

が
い
る
。お
客
様
へ
安
心
し
て
お
乗

り
頂
け
る
車
を
届
け
る
た
め
に
。 

　
吹
高
は
、幅
広
い
知
識
を
与
え
て

く
れ
た
。興
味
が
あ
れ
ば
、ど
ん
ど

ん
取
組
む
様
に
先
生
方
は
後
押
し

し
て
く
だ
さ
っ
た
。自
立
し
て
、取

組
ん
で
行
け
る
下
地
を
作
る
こ
と

が
で
き
た
。い
わ
ゆ
る
進
学
校
で
、

受
験
科
目
の
み
教
わ
り
、言
わ
れ
る

通
り
に
勉
強
し
て
名
の
通
っ
た
大

学
へ
進
ん
で
も
、世
渡
り
上
手
に
は

な
っ
た
と
し
て
も
、誇
れ
る
人
生
は

残
せ
な
い
。後
輩
に
は
、是
非
あ
と

に
続
い
て
欲
し
い
。 

　
先
頃
、技
術
士
試
験
を
受
け
た
。

業
績
論
文
に
上
記
の
活
動
を
書
い

て
運
良
く
合
格
し
た
。こ
の
4
月
、

仕
事
を
し
な
が
ら
神
戸
大
学
で
研

究
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。修
士

論
文
は
、先
の
レ
ポ
ー
ト
が
代
わ
り

と
なった
。 

 

 

　
マ
リ
ー
･
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
を
知

っ
た
の
は
小
学
生
の
時
、友
達
が

貸
し
て
く
れ
た
漫
画「
ベ
ル
サ
イ
ユ

の
ば
ら
」。美
貌
の
王
妃
が
ギ
ロ
チ

ン
で
処
刑
さ
れ
る
結
末
は
子
ど
も

心
に
と
て
も
ショッ
キ
ン
グ
で
し
た
。

美
人
薄
命
の
王
妃
に
興
味
を
持
ち
、

「
将
来
漫
画
家
に
なって
、マ
リ
ー
･

ア
ン
ト
ワ
ネッ
ト
の
漫
画
を
描
こ
う
」

と
い
う
夢
を
持
ち
ま
し
た
。 

　
吹
田
高
校
に
入
学
し
図
書
室
に
、

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
著「
マ
リ
ー
･
ア
ン
ト

ワ
ネ
ッ
ト
」を
見
つ
け
、「
こ
れ
は

資
料
に
な
る
」と
自
分
の
ノ
ー
ト

に
せ
っ
せ
と
必
要
個
所
を
書
き
写

し
て
い
ま
し
た
。１
番
辛
か
っ
た
出

来
事
は
病
気
で
2
年
も
留
年
し

た
事
で
す
。し
か
し
復
学
し
た
時
、

私
が
皆
よ
り
2
歳
も
年
上
な
の

に
す
ぐ
に
友
達
が
出
来
た
事
は

と
て
も
嬉
し
い
事
で
し
た
。こ
れ

は「
長
い
人
生
か
ら
見
る
と
、た
っ

た
2
年
と
い
う
も
の
は
大
し
た
事

で
は
な
い
」「
自
分
の
年
齢
に
こ
だ

わ
ら
な
い
生
き
方
を
し
よ
う
」と

い
う
指
針
に
な
り
ま
し
た
。し
か

し「
器
用
貧
乏
」の
せ
い
で「
あ
れ

に
も
な
り
た
い
、こ
れ
に
も
な
り

た
い
」と
将
来
が
決
め
ら
れ
ず
、取

敢
え
ず
短
大
に
行
き
ま
し
た
。 

　
短
大
卒
業
後
は
い
く
つ
か
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
が
宙
ぶ
ら
り

ん
の
生
活
。24
歳
の
時
、マ
リ
ー
･

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
小
説
を
ス
ケ
ッ

チ
･
ブ
ッ
ク
に
イ
ラ
ス
ト
入
り
で

書
き
ま
し
た
。な
り
た
い
も
の
の

中
に
は「
女
優
」も
あ
り
、某
有

名
タ
レ
ン
ト
養
成
所
に
所
属
。し

か
し
電
話
で
仕
事
の
依
頼
が
来
て

も
留
守
の
時
は
次
の
人
に
仕
事
が

回
さ
れ
る
と
い
う「
運
も
実
力
の

内
」の
世
界
。元
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
T
先
生
は
厳
し
い
先
生
で
し
た

が
大
好
き
な
先
生
で
、T
先
生
は

第
2
次
世
界
大
戦
中
、戦
闘
機
の

操
縦
士
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
で
撃
墜

さ
れ
海
に
落
ち
ま
し
た
。T
先
生

は
海
を
漂
い
な
が
ら
大
声
で
、「
俺

は
絶
対
生
き
て
日
本
に
帰
る
ぞ
！

戦
争
が
終
っ
た
ら
絶
対
映
画
界
に

入
る
ぞ
！
」と
。そ
の
話
を
聞
い
た

私
は「
私
が
そ
ん
な
状
況
な
ら
ば

全
て
に
絶
望
し
て
海
で
溺
死
し
た

に
違
い
な
い
」と
思
い
ま
し
た
。T

先
生
は
いつ
も「
人
生
は『
ド
リ
ー

ム
ズ・カ
ム・ト
ゥル
ー
』や
で
」と
。 

　
'01
年
、私
は
重
度
の
自
律
神
経

失
調
症
に
罹
り
、24
時
間
頭
が
フ

ラ
フ
ラ
、眩
し
く
て
目
が
開
け
ら

れ
な
い
、食
べ
ら
れ
る
物
は
牛
乳
と

お
粥
、不
安
か
ら
不
眠
症
に
な
り

鬱
病
ま
で
発
症
。食
べ
て
薬
を
飲

み
、体
を
横
た
え
る
だ
け
の
生
活

が
毎
日
続
き
ま
し
た
。「
こ
ん
な

生
活
は
良
く
な
い
」と
思
って
い
る

時
、新
聞
広
告
に「
あ
な
た
の
原

稿
を
出
版
し
ま
せ
ん
か
」の
文
字
。

既
に
沢
山
の
小
説
を
書
い
て
い
る

中
、私
は
マ
リ
ー
･
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

ト
を
選
び
、毎
日
1
、2
時
間
起

き
て
原
稿
用
紙
に
書
き
写
す
こ
と

丸
2
年
。'05
年
、出
版
社
に
送
る

と
す
ぐ
に
採
用
さ
れ
、担
当
の
編

集
者
も
決
り
、毎
日
締
切
り
に
追

わ
れ
な
が
ら
校
正
ゲ
ラ
を
仕
上
げ

ま
し
た
。そ
し
て
小
説
は
出
版
さ

れ
、書
店
で
自
分
の
小
説
を
見
つ

け
て
も
ま
る
で
夢
の
よ
う
で
し
た
。

し
か
し「
本
当
に
T
先
生
が
言
っ

て
い
た
通
り『
ド
リ
ー
ム
ズ・カ
ム・

ト
ゥ
ル
ー
』な
の
だ
」と
思
い
ま
し

た
。私
が
小
学
生
の
時
に
夢
に
描

いてい
た
事
が
形
は
小
説
と
は
い
え
、

叶
っ
た
の
で
す
。諸
先
輩
後
輩
の

皆
様
方
に
も「
夢
は
必
ず
叶
う
」

と
い
う
気
持
を
い
つ
ま
で
も
持
ち

続
け
て
い
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 
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気軽に楽しく健康づくり 

会員募集中！ 

■営業時間/月～金　10：00～22 ：30 
　　　　　/土曜日　10：00～20 ：00 
　　　　　/祝祭日　10：00～19 ：00 
■休 業 日/毎週日曜日・お盆・年末 
　　　　　 年始・その他（施設点検日等） 

スイミング・器械体操・サッカークラブ 
〒533-0004　大阪市東淀川区小松1丁目5番3号 
　　　　　　　　阪急上新庄駅より徒歩3分 
お問い合わせは 106-6326-5577

同時募集中！ 

伊倉　嘉春（3期） 

〒558-0004　大阪市住吉区長居東2-11-21 
TEL ＆FAX（06）6691-9425

処方せんと介護のことなら 

マルテン薬局 

吹田市元町7番11号　旭通り商店街中央 
TEL　06-6381-1983（代） 
FAX　06-6383-2522

タニモトスポーツ 
代表取締役　谷本　英洋（9期） 

総合スポーツ用品専門店 
各種スポーツ用品全般・体育服装・体育器具 

製鋼原料 

大舞金属株式会社 
 

代表取締役 
大原　勝英（19期） 

 
〒555-0043　大阪市西淀川区大野1-10-11 
 TEL 06-6473-7260 
 FAX 06-6473-7261

人間環境学部・経営学部・経済学部 
工学部・短期大学部 

大阪府大東市中垣内3-1-1　TEL.072-875-3001 
URL　http：//www.osaka-sandai .ac . jp

結 果 が 出 る 大 学  

大 阪 産 業 大 学  
設置 
学部 

平成１８年６月２５日、新大阪江坂東急インにて１９期生が卒業３５周年記念同窓会を開催。100名近くの参加があり大いに
盛り上がりました。最後はお決まりのフォークダンスと校歌斉唱次回は還暦記念の同窓会を予定しています。 

４期生の皆さんが平成
１８年11月4日にホテル
日航茨木大阪で開催。
66名が参加し増田先生、
井上先生、見吉先生、
高倉先生、綱島先生、
今井先生を囲んで。 

新聞部同窓会が平成18年11月26日
心斎橋の大成閣で開催。11名（6期
～15期）が集まった。往年のオピニ
オンリーダーたち「お互い歳取ったなー」 

８期生の「稲石会」昭和32年の1年4組担任の稲石俊輔
先生とわが同級生稲石良子さん夫妻共々、元気あふれた
青春時代に戻る一日でした。平成18年4月15日、京都白
川院で21名参加。 

▲
 

▲ 

▲ 

9期生の卒業45周年記念同窓会 
平成18年10月29日にホテル阪急インター 
ナショナル（梅田）にて開催。71名の参加 
があり、恩師の高倉先生、今井先生、高橋 
先生、増田先生、綱島先生にもご参加頂き 
ました。 

今年は卒業後節目の記念日です。同期会の開催をお勧めします（企画時は鳳志会に連絡ください） 
10周年（45期生　平成9年度卒業）／20周年（35期生　昭和62年度卒業）／30周年（25期生 
昭和52年度卒業）／40周年（15期生　昭和42年度卒業）／50周年（5期生　昭和32年度卒業） 

5

校長 
　西島 多枝子先生 

つ
な
が
り
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●立派な会誌、編集や経費が大変でしょうが息切れし
ないで長続きして欲しいと思います。やがて７５才に
なります。予想外に忙しく、元気に過ごしています。 
　旧職員 Ｈ・Ｔ 
 
●昨年１期生の同窓会が吹田駅前にて開催されました
ので、ついでに吹田高校前迄バスで行き、昔をなつ
かしく美しく変わった母校をみてきました。プレスあり
がとうございました。１期生  Ｋ・Ｆ（岐阜県より） 
 
●卒業生諸兄姉の動向がわかって懐かしく思います。
御苦労をおかけしますが今後もＯＢ，ＯＧの便りを紹介
して下さい。古希を過ぎても、私立中高校の経営と
教育に汗をかいています。老年益々元気、若い女生
徒たちに負けじと頑張っています。２期生 Ｎ・Ａ 

 
●先輩や後輩が頑張っている記事がなつかしくまた人
生いろいろだと感じました。大阪近辺の卒業生の記
事が多く、東京や地方で活躍している人々にも近況
を知らせてほしい。２期生 Ｔ・Ｖ（東京都より） 
 
●プレスを見て、記録は残ってないでしょうがまだ体育
館もなく雨が降ればドロドロになるコートでハダシで練
習したのを思い出します。バスケット部の皆様頑張っ
て下さい。２期生 Ｏ・Ｔ 
 
●吹高及び吹高ＯＢの諸事がわかり大変結構です。幹
事の方々お疲れ様です。感謝します。 

　３期生 Ａ・Ｊ（横浜市より） 
 
●卒業生の方々のご活躍振りに感激し、母校に対し誇
りを感じます。「鳳の志操」は小松校長が鳳の羽ば
たきを生徒に願われたお話を思い出します。 
　３期生 Ｔ・Ｍ（名古屋市より） 
 

●懐かしい先生方のコメントを読ませて頂きました。何
十年前の学生生活で吹田駅からいつも歩いて学校
まで通いました。いい思い出です。４期生 Ｉ・Ｋ 
 
●とても楽しみにしています。今回は懐かしい本多先生
の写真があり一度に５０年昔にひきもどされました。Ｊ
Ｒから見えていた校舎も全然見えなくなり、ちょっぴり
淋しい気持ちです。５期生 Ａ・Ｔ 

 
●恩師からの便り　とってもなつかしく思います。プレ
スを送って下さってありがとうございます。小笠原君
早く移植が出来ますよう祈っております。私も３年前
にペースメーカーを入れ入退院をくり返していました。
少しですが募金を送ります。６期生 Ｓ・Ｋ 

 
●いつもなつかしく拝見させていただいております。大
変なことと思いますが続けていただきたく思っています。
卒業して５０年近く年月が流れて鳳志会プレスを拝見
いたしましてあの頃の青春が甦った気がします。一度
藤棚横の桜を見に母校を訪ねたいと思いました。７
期生 Ｋ・Ｓ 

 
●第３号を楽しく拝見させていただきました。「恩師から
の便り」のコーナーがとても楽しみです。教職員生活
を退職された後もそれぞれにご活躍のご様子「さすが」
と感心致しております。今から第４号を楽しみにしてい
ます。茨城県で生活していますが、９期生の１０月の
同窓会には日時を調整して出席できればと今は思っ
ています。９期生　Ｏ・Ｙ 
 
●恩師の先生方（稲石先生、越智先生、美見先生）の
お元気でいらしゃる近況を知ることが出来て大変嬉
しく、懐かしく思いました。９期生 Ｋ・Ｙ 
 
 

●いつも楽しく拝見しています。懐かしい恩師に当時を
思い出し、年賀状でもおだししたいという気持ちにな
ります。ご住所の記載のないのが残念です。 
　１０期生Ｙ・Ｔ 
 
●ステキな会報をありがとうございました。特に美見先
生の懐かしいお便りを拝見し嬉しく思いました。私は
先生の数学の授業が好きで今でも忘れられない恩
師の一人です。１１期生 Ｔ・Ｔ（富山県より） 

 
●三年生の担任をしていただいた小坂先生の記事が
拝見できまして大変なつかしくうれいかったです。 

　１３期生Ａ・Ｍ 
 
●なつかしい先生の名前を見て３０数年前の高校時代
のあれこれが思い出しました。あのころは、３階の教
室の窓から遠く大阪城のシルエットが見えましたが　
今はどうでしょうか……１９期生Ｎ・Ｔ 

 
●鳳志会の表紙を見てびっくりしました。私もこの中に
うつっている。と懐かしくその当時を思い出しました。
大阪城公園で試合を終えた後に皆で写したのだと思
います。１９期生 Ｎ・Ｔ（網走市より） 
 
●楽しく読ませて頂いています。鳳志会ゴルフコンペに
何回か参加しています。もう少し若い方がもっと参加
して下さるといいと思います。２４期生 Ａ・Ｍ 
 
●いつも楽しく読ませていただいています。次の発行を
楽しみにしております。近況：伊丹市「アメイジングワー
ルド」で子供たちに紙芝居を読んであげ、声優を目指
しております。５１期生 Ｏ・Ａ 

鳳志会プレス第3号の発行に多くの卒業生の皆さんから色々なメッ
セージを頂きました。その一部ですが掲載させて頂きました。皆様
の温かいメッセージで編集委員も励まされます。今後も充実したプ
レスにしていきたく思います。 

　
 

 　
平
成
17
年
秋
の
こ
と
で
す
が
、

本
校
で
長
年
に
わ
た
り
教
鞭
を

と
ら
れ
た
井
上
和
郎
先
生
が
瑞

宝
小
綬
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
折
、先
生
が
勤
務
さ
れ
た

頃
の
学
校
要
覧
を
調
べ
て
み
ま

す
と
、昭
和
27
年
か
ら
46
年
に

か
け
て
吹
田
高
校
に
在
職
さ
れ

て
い
た
先
生
の
中
に
私
の
恩
師

の
お
名
前
を
た
く
さ
ん
発
見
い

た
し
ま
し
た
。鳳
志
会
の
皆
様

と
は
同
じ
親
を
持
つ
兄
弟
の
よ

う
な
関
係
で
あ
る
こ
と
も
何
か

の
ご
縁
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、井
上
先
生
は
私
が
新
任

の
頃
に
勤
務
し
て
い
た
学
校
に

校
長
と
し
て
着
任
さ
れ
、ご
指

導
を
受
け
、奥
様
に
は
高
校
生

の
頃
に
国
語
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
な
ど
懐
か
し
く
、ご
縁

の
深
さ
を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。

校
長
室
の
書
棚
や
ロッ
カ
ー
の
中

に
は
、吹
田
高
校
の
歴
史
を
紐

解
く
多
く
の
資
料
が
眠
っ
て
い

ま
す
。歴
代
の
校
長
先
生
が
書

か
れ
た
文
書
、職
員
会
議
の
記
録
、

古
い
名
簿
等
、ま

さ
に
57
年
間
の

歴
史
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。戦
後
間

も
な
く
、日
本
の

復
興
と
と
も
に

誕
生
し
た
本
校

は
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
あ
り

ま
す
。難
局
に
直
面
し
、濁
流
に

の
み
込
ま
れ
そ
う
に
な
り
な
が

ら
も
、更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
て
、

次
代
を
担
う
若
者
を
育
成
す

る
と
い
う
学
校
の
使
命
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。そ
の
原
動
力

と
な
っ
た
の
は
、吹
田
で
学
ぶ
生

徒
た
ち
、吹
田
を
こ
よ
な
く
愛

し
た
先
生
方
、そ
し
て
母
校
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
鳳
志
会
で
あ

り
ま
す
。現
在
の
生
徒
、教
職

員
は
先
輩
方
の
足
跡
に
学
び
、

未
来
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
け
る
こ
と
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、平
成
19
年
度
大
阪
府

の
通
学
区
域
が
変
わ
り
、こ
れ
ま

で
の
9
学
区
か
ら
4
学
区
と
な

り
ま
し
た
。本
校
は
第
1
学
区

と
第
2
学
区
の
統
合
し
た
第
1

区
に
所
属
し
、広
い
範
囲
か
ら
新

入
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。一
方
、

夜
に
学
ぶ
生
徒
を
育
て
多
く
の

卒
業
生
を
輩
出
し
た
定
時
制
の

過
程
は
す
で
に
募
集
を
停
止
し

て
お
り
、現
3
年
生
と
4
年
生
の

卒
業
を
待
って
閉
じ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。全
定
併
設
の
伝
統

校
と
し
て
の
実
績
を
生
か
し
つつ
、

新
し
い
時
代
へ
と
再
び
船
出
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
本
校
は
平
成
17
年
度
か
ら
三

年
間
、学
び
の
再
構
築
と
し
て「
学

校
経
営
革
新
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

18
年
度
は
放
課
後
を
活
用
し
、

21
講
座
を
開
講
し
生
徒
の
多

様
な
学
び
を
支
援
し
ま
し
た
。

ま
た
、授
業
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
視
聴
覚
機
器
を
活
用
し
て「
わ

か
る
授
業
・
魅
力
あ
る
授
業
作

り
」に
取
り
組
み
、こ
れ
ら
の
授

業
は
大
阪
府
内
の
先
生
方
に
公

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。3
年

目
は
講
座
の
内
容
を
更
に
精
選

し
な
が
ら
、生
徒
の
自
学
学
習

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。部
活
動
の
面

で
も
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
全
国
大

会
出
場
、陸
上
・
空
手
道
・レ
ス

リ
ン
グ
部
の
近
畿
大
会
出
場
、

野
球
部
夏
の
大
会
ベ
ス
ト
16
、

女
子
バス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
中
央

大
会
出
場
な
ど
、18
年
度
は
躍

進
の
年
で
し
た
。部
活
動
の
活

性
化
と
学
び
の
再
構
築
は
こ
れ

か
ら
の
吹
田
高
校
の
大
き
な
柱

と
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
吹
田
高
校
が
育
て
て
き
た
知

的
財
産
と
も
言
う
べ
き
先
輩
方

か
ら
、現
役
の
生
徒
に
向
け
て

励
ま
し
や
お
叱
り
の
メッセ
ー
ジ
、

あ
る
い
は
知
的
刺
激
を
啓
発
し

て
い
た
だ
け
る
機
会
を
賜
る
こ

と
で
、「
つ
な
が
り
」を
深
め
、伝

統
を
引
き
つい
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
年
も
卒
業
生
2
6
2
名
が

鳳
志
会
へ
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
し
て
4
月
に
は
吹

田
市
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、旧
第

1
学
区
の
新
た
な
地
域
か
ら
の

新
入
生
も
迎
え
ま
し
た
。 

　
鳳
志
会
会
員
の
皆
様
方
の
今

後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
、ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
本
校
への
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。 

順位 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 

21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 

41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60

期 
9 
10 
10 
11 
9 
24 
9 
10 
4 
7 
5 
9 
10 
8 
10 
8 
9 
11 
4 
19 

11 
11 
7 
7 
16 
2 
10 
13 
9 
11 
9 
7 
9 
10 
9 
8 
10 
10 
16 
12 

15 
13 
19 
7 
9 
8 
4 
11 
4 
9 
9 
10 
9 
8 
9 
9 
18 
2 
9 
9

名　　前 
松倉　寿男 
三本　　寛 
下岡　　勉 
藤原　晃一 
玉置　康夫 
孫田　隆行 
山神　久友 
桝井　忠孝 
岡田　良一 
湯浅　　博 
小野山　靖郎 
寺脇　康雄 
三浦　　眞 
馬場　源吾 
中尾　　昇 
神田　賢一 
由上　充男 
西川　克弘 
赤瀬川　彰一 
辻　　 隆信 

玉置　　光 
奥川　富夫 
馬場　　功 
清野　昌俊 
金子　　茂 
中村　　寛 
北本　冨康 
安井　次男 
佐藤　雄久 
村中　重夫 
林　   幸子 
足立　敬次 
五十嵐　礼子 
林　 省之介 
下村　　努 
室江　　忠 
久喜　由美子 
阪本　展暉 
岡本　　實 
松山　勝三 

西山　裕一 
常深 嘉一郎 
山川　雅子 
田中　　洋 
駒井　正之 
小西　　徹 
西野　一鋪 
山本　高志 
辰巳　　彰 
吉見　百合子 
清水　　功 
神藤　加代子 
尾崎　千紘 
武長　　勝 
前田　正利 
吉田　みどり 
藤本　順子 
河崎　達朗 
杉浦　泰彦 
岡野　麗子 

クラブ名 
野球 
 テニス 
一般 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
テニス 
陸上 
ラグビー 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
　野球 
卓球 
一般 
化学 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
一般 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

テニス 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
剣道 
剣道 
一般 
一般 
剣道 
一般 
 登山 
テニス 
一般 
野球 
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
応援団 
卓球 
化学 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 
剣道 
体操 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 

テニス 
陸上 
卓球 
野球 
柔道 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
ラグビー 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
テニス 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 
野球 
放送 
一般 
放送 
一般 
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
ラグビー 
柔道 
一般 

グロス 
96 
84 
95 
86 
92 
85 
91 
97 
97 
96 
96 
103 
96 
101 
101 
106 
93 
92 
103 
96 

106 
87 
99 
92 
91 
108 
89 
100 
111 
97 
96 
102 
101 
107 
113 
106 
118 
93 
99 
105 

105 
111 
110 
97 
99 
106 
111 
104 
115 
121 
109 
115 
116 
121 
126 
131 
133 
131 
132 
141

ハンディ
25.2 
12 
22.8 
13.2 
19.2 
12 
18 
24 
24 
22.8 
22.8 
28.8 
21.6 
26.4 
26.4 
31.2 
18 
16.8 
27.6 
20.4 

30 
10.8 
22.8 
15.6 
14.4 
31.2 
12 
22.8 
33.6 
19.2 
18 
24 
22.8 
28.8 
34.8 
27.6 
39.6 
14.4 
20.4 
26.4 

26.4 
32.4 
31.2 
18 
19.2 
25.2 
30 
22.8 
32.4 
38.3 
25.2 
31.2 
31.2 
36 
36 
40 
40 
36 
36 
40

NET 
70.8 
72 
72.2 
72.8 
72.8 
73 
73 
73 
73 
73.2 
73.2 
74.2 
74.4 
74.6 
74.6 
74.8 
75 
75.2 
75.4 
75.6 

76 
76.2 
76.2 
76.4 
76.6 
76.8 
77 
77.2 
77.4 
77.8 
78 
78 
78.2 
78.2 
78.2 
78.4 
78.4 
78.6 
78.6 
78.6 

78.6 
78.6 
78.8 
79 
79.8 
80.8 
81 
81.2 
82.6 
82.7 
83.8 
83.8 
84.8 
85 
90 
91 
93 
95 
96 
101

第5回鳳志会ゴルフコンペ　成績表 

開催日：平成17年5月19日　会場：茨木高原CC（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし） 

開催日：平成17年10月19日　会場：茨木高原CC（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし） 

第7回　鳳志会ゴルフコンペの開催ご案内 

第6回参加者（総数63名） 

参加希望者は、事務局迄ご連絡下さい。 

順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

順位 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 

22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 

43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63

期 
11 
16 
8 
10 
5 
24 
15 
9 
6 
9 
10 
9 
10 
10 
16 
11 
9 
7 
8 
7 
10 

11 
8 
9 
9 
8 
10 
4 
12 
7 
7 
24 
9 
7 
19 
5 
16 
10 
10 
11 
11 
9 

13 
9 
19 
8 
8 
9 
10 
4 
9 
2 
24 
9 
8 
11 
18 
8 
4 
10 
8 
9 
6

名　　前 
村中　重夫 
金子　　茂 
須田　有彦 
三本　　寛 
小野山　靖郎 
大橋　　有 
西山　裕一 
林　   幸子 
前田　　宏 
 五十嵐　礼子 
三浦　　眞 
山神　久友 
下岡　　勉 
阪本　展暉 
岡本　　實 
藤原　晃一 
由上　充男 
湯浅　　博 
馬場　源吾 
馬場　　功 
神藤　加代子 

奥川　富夫 
河野　惠一 
清水　　功 
玉置　康夫 
達川　孝一 
桝井　忠孝 
岡田　良一 
松山　勝三 
清野　昌俊 
足立　敬次 
孫田　隆行 
松倉　寿男 
田中　　洋 
辻　　 隆信 
田中　郁夫 
櫛田　　豊 
久喜　由美子 
中尾　　昇 
山本　高志 
西川　克弘 
天野　和彦 

中村　充隆 
吉見　百合子 
山川　雅子 
松田　紀男 
森口　　隆 
尾崎　千紘 
嶋田　隆夫 
西野　一鋪 
佐藤　雄久 
中村　　寛 
中岡　　薫 
前田　正利 
神田　賢一 
玉置　　光 
藤本　順子 
小西　　徹 
高瀬　敏男 
林　 省之介 
武長　　勝 
下村　　努 
上村　和輝 

クラブ名 
テニス 

柔道・ﾗｸﾞﾋﾞｰ 
剣道 
テニス 
一般 
野球 
テニス 
一般 
一般 
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
一般 
陸上 
一般 
剣道 
体操 
野球 
一般 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
化学 
剣道 
放送 

野球 
柔道 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
剣道 
ラグビー 
野球 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 
剣道 
野球 
テニス 
野球 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
陸上 
ラグビー 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
野球 
ラグビー 

体操 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 
卓球 
柔道 
一般 
一般 
陸上 
ラグビー 
 登山 
一般 
テニス 
一般 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
テニス 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
野球 
応援団 
放送 
卓球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

グロス 
86 
86 
89 
87 
91 
91 
102 
98 
99 
107 
96 
89 
95 
95 
87 
80 
91 
97 
97 
103 
113 

84 
96 
94 
100 
104 
90 
102 
107 
88 
99 
80 
91 
96 
95 
107 
93 
115 
98 
103 
102 
102 

114 
120 
120 
91 
115 
99 
117 
110 
103 
105 
113 
119 
117 
108 
124 
100 
121 
116 
115 
124 
148

ハンディ
15.6 
14.4 
16.8 
14.4 
18 
18 
28.8 
24.4 
25.2 
32.8 
21.6 
14.4 
20.4 
20.4 
12 
4.8 
15.6 
21.6 
21.6 
27.6 
37.6 

8.4 
20.4 
18 
24 
27 
13.2 
25.2 
30 
10.8 
21.6 
2.4 
13.2 
18 
16.8 
28.8 
14.4 
36.4 
19.2 
24 
22.8 
22.8 

34.8 
40 
40 
10.8 
34.8 
18 
36 
28.8 
21.6 
22.8 
30 
36 
33.6 
24 
40 
15.6 
36 
30 
28.8 
32.4 
36

NET 
70.4 
71.6 
72.2 
72.6 
73 
73 
73.2 
73.6 
73.8 
74.2 
74.4 
74.6 
74.6 
74.6 
75 
75.2 
75.4 
75.4 
75.4 
75.4 
75.4 

75.6 
75.6 
76 
76 
77 
76.8 
76.8 
77 
77.2 
77.4 
77.6 
77.8 
78 
78.2 
78.2 
78.6 
78.6 
78.8 
79 
79.2 
79.2 

79.2 
80 
80 
80.2 
80.2 
81 
81 
81.2 
81.4 
82.2 
83 
83 
83.4 
84 
84 
84.4 
85 
86 
86.2 
91.6 
112

第6回鳳志会ゴルフコンペ　成績表 
順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

　鳳志会活動の一環として平成19年度 も5月と
10月 に開催します。毎回参加者が増えています。 

●開催日　平成19年5月 17 日（木） 
●会　場　茨木高原カンツリークラブ 
●予定数　20組　80名予定 

〈第7回　鳳志会ゴルフコンペ〉 

鳳志会ゴルフ愛好会事務局 
9期生　清水　功 
〒564－0001吹田市岸部北1－11－2 
Tel 06-6330-4031 
Fax 06-6330-4032 
E-Mail　i_simizu@qj8.so-net.ne.jp

〒564-0041　吹田市泉町5-11-18 
TEL　06-6387-5503　FAX　06-6387-7319

株式会社 藤倉商店 
代表取締役　清野　昌俊（7期） 

建築材料・金物・日曜大工・園芸用品 販売 

吹田市片山町1丁目20-12 
TEL　06-6388-6009　FAX　06-6388-0008

た　た　み 
筒井　進（8期） 

（株）筒 井 畳 店  

ワープロ実務検定 
　本校では生徒一人ひとりの自己実現の糧と
なるよう、資格取得を奨励しています。その一環
として情報科でも2000年11月からワープロ実務
検定の受検を奨励し、合格者は現在のべ1238
名になりました。生徒の技術も年々レベルアッ
プしており、2006年度は1級に9名が合格すると
いう大変喜ばしい結果となりました。 

吹田高校メールマガジンいかがですか？ 
　パソコンや携帯電話に吹田高校の情報が定
期的に届くこのメールマガジンが好評です。学
校の行事や授業予定、クラブ活動など保護者
の皆さんにお知らせする目的のメールマガジン
ですが、卒業生の方も登録できます。登録方法
は下記の通りです。 

H18年度 クリーンキャンペーン 
　昨年度に続き、学校周辺の清掃ボランティア
を企画、3回実施した。 
第12回／5月24日（水）中間考査最終日　
12:30～3:00参加者：生徒341名、教職員13名、
計354名、20班の編成で地域を決め、清掃活動
した。ゴミ袋約60袋回収。 
第13回／10月25日（火）中間考査最終日　
1:00～3:00参加者：生徒127名、教職員18名、
計145名。20班の編成で地域を決め、清掃活動
した。ゴミ袋約60袋回収。 
第14回／12月13日（火）期末考査最終日　
1:00～3:00降雨のため中止。 野球部マネージャー 

野球部に女子登場 
　野球部に初めて女子部員が誕生しました。
マネージャーから選手になって毎日男子部員
と練習に励んでいます。 

【宛先】mm@suita.osaka-c.ed.jp 
【件名】「メールマガジン申し込み」 
【本文】○年○組○○番○○○○（お子様お名前） 
　　　　　　　　　　 ○○○○（保護者お名前） 

ヤシの木に山桜寄生で花を咲かす 
　校長室前のカナリ
ーヤシの木に山桜が
寄生し、花を咲かせま
した。 

ヤシの木に山桜が花を咲かせ
るのは大変めずらしい事です 



5

校長 
　西島 多枝子先生 

つ
な
が
り
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●立派な会誌、編集や経費が大変でしょうが息切れし
ないで長続きして欲しいと思います。やがて７５才に
なります。予想外に忙しく、元気に過ごしています。 
　旧職員 Ｈ・Ｔ 
 
●昨年１期生の同窓会が吹田駅前にて開催されました
ので、ついでに吹田高校前迄バスで行き、昔をなつ
かしく美しく変わった母校をみてきました。プレスあり
がとうございました。１期生  Ｋ・Ｆ（岐阜県より） 
 
●卒業生諸兄姉の動向がわかって懐かしく思います。
御苦労をおかけしますが今後もＯＢ，ＯＧの便りを紹介
して下さい。古希を過ぎても、私立中高校の経営と
教育に汗をかいています。老年益々元気、若い女生
徒たちに負けじと頑張っています。２期生 Ｎ・Ａ 

 
●先輩や後輩が頑張っている記事がなつかしくまた人
生いろいろだと感じました。大阪近辺の卒業生の記
事が多く、東京や地方で活躍している人々にも近況
を知らせてほしい。２期生 Ｔ・Ｖ（東京都より） 
 
●プレスを見て、記録は残ってないでしょうがまだ体育
館もなく雨が降ればドロドロになるコートでハダシで練
習したのを思い出します。バスケット部の皆様頑張っ
て下さい。２期生 Ｏ・Ｔ 
 
●吹高及び吹高ＯＢの諸事がわかり大変結構です。幹
事の方々お疲れ様です。感謝します。 

　３期生 Ａ・Ｊ（横浜市より） 
 
●卒業生の方々のご活躍振りに感激し、母校に対し誇
りを感じます。「鳳の志操」は小松校長が鳳の羽ば
たきを生徒に願われたお話を思い出します。 
　３期生 Ｔ・Ｍ（名古屋市より） 
 

●懐かしい先生方のコメントを読ませて頂きました。何
十年前の学生生活で吹田駅からいつも歩いて学校
まで通いました。いい思い出です。４期生 Ｉ・Ｋ 
 
●とても楽しみにしています。今回は懐かしい本多先生
の写真があり一度に５０年昔にひきもどされました。Ｊ
Ｒから見えていた校舎も全然見えなくなり、ちょっぴり
淋しい気持ちです。５期生 Ａ・Ｔ 

 
●恩師からの便り　とってもなつかしく思います。プレ
スを送って下さってありがとうございます。小笠原君
早く移植が出来ますよう祈っております。私も３年前
にペースメーカーを入れ入退院をくり返していました。
少しですが募金を送ります。６期生 Ｓ・Ｋ 

 
●いつもなつかしく拝見させていただいております。大
変なことと思いますが続けていただきたく思っています。
卒業して５０年近く年月が流れて鳳志会プレスを拝見
いたしましてあの頃の青春が甦った気がします。一度
藤棚横の桜を見に母校を訪ねたいと思いました。７
期生 Ｋ・Ｓ 

 
●第３号を楽しく拝見させていただきました。「恩師から
の便り」のコーナーがとても楽しみです。教職員生活
を退職された後もそれぞれにご活躍のご様子「さすが」
と感心致しております。今から第４号を楽しみにしてい
ます。茨城県で生活していますが、９期生の１０月の
同窓会には日時を調整して出席できればと今は思っ
ています。９期生　Ｏ・Ｙ 
 
●恩師の先生方（稲石先生、越智先生、美見先生）の
お元気でいらしゃる近況を知ることが出来て大変嬉
しく、懐かしく思いました。９期生 Ｋ・Ｙ 
 
 

●いつも楽しく拝見しています。懐かしい恩師に当時を
思い出し、年賀状でもおだししたいという気持ちにな
ります。ご住所の記載のないのが残念です。 
　１０期生Ｙ・Ｔ 
 
●ステキな会報をありがとうございました。特に美見先
生の懐かしいお便りを拝見し嬉しく思いました。私は
先生の数学の授業が好きで今でも忘れられない恩
師の一人です。１１期生 Ｔ・Ｔ（富山県より） 

 
●三年生の担任をしていただいた小坂先生の記事が
拝見できまして大変なつかしくうれいかったです。 

　１３期生Ａ・Ｍ 
 
●なつかしい先生の名前を見て３０数年前の高校時代
のあれこれが思い出しました。あのころは、３階の教
室の窓から遠く大阪城のシルエットが見えましたが　
今はどうでしょうか……１９期生Ｎ・Ｔ 

 
●鳳志会の表紙を見てびっくりしました。私もこの中に
うつっている。と懐かしくその当時を思い出しました。
大阪城公園で試合を終えた後に皆で写したのだと思
います。１９期生 Ｎ・Ｔ（網走市より） 
 
●楽しく読ませて頂いています。鳳志会ゴルフコンペに
何回か参加しています。もう少し若い方がもっと参加
して下さるといいと思います。２４期生 Ａ・Ｍ 
 
●いつも楽しく読ませていただいています。次の発行を
楽しみにしております。近況：伊丹市「アメイジングワー
ルド」で子供たちに紙芝居を読んであげ、声優を目指
しております。５１期生 Ｏ・Ａ 

鳳志会プレス第3号の発行に多くの卒業生の皆さんから色々なメッ
セージを頂きました。その一部ですが掲載させて頂きました。皆様
の温かいメッセージで編集委員も励まされます。今後も充実したプ
レスにしていきたく思います。 

　
 

 　
平
成
17
年
秋
の
こ
と
で
す
が
、

本
校
で
長
年
に
わ
た
り
教
鞭
を

と
ら
れ
た
井
上
和
郎
先
生
が
瑞

宝
小
綬
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
折
、先
生
が
勤
務
さ
れ
た

頃
の
学
校
要
覧
を
調
べ
て
み
ま

す
と
、昭
和
27
年
か
ら
46
年
に

か
け
て
吹
田
高
校
に
在
職
さ
れ

て
い
た
先
生
の
中
に
私
の
恩
師

の
お
名
前
を
た
く
さ
ん
発
見
い

た
し
ま
し
た
。鳳
志
会
の
皆
様

と
は
同
じ
親
を
持
つ
兄
弟
の
よ

う
な
関
係
で
あ
る
こ
と
も
何
か

の
ご
縁
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、井
上
先
生
は
私
が
新
任

の
頃
に
勤
務
し
て
い
た
学
校
に

校
長
と
し
て
着
任
さ
れ
、ご
指

導
を
受
け
、奥
様
に
は
高
校
生

の
頃
に
国
語
を
教
え
て
い
た
だ

い
た
こ
と
な
ど
懐
か
し
く
、ご
縁

の
深
さ
を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。

校
長
室
の
書
棚
や
ロッ
カ
ー
の
中

に
は
、吹
田
高
校
の
歴
史
を
紐

解
く
多
く
の
資
料
が
眠
っ
て
い

ま
す
。歴
代
の
校
長
先
生
が
書

か
れ
た
文
書
、職
員
会
議
の
記
録
、

古
い
名
簿
等
、ま

さ
に
57
年
間
の

歴
史
を
語
っ
て
い

ま
し
た
。戦
後
間

も
な
く
、日
本
の

復
興
と
と
も
に

誕
生
し
た
本
校

は
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
あ
り

ま
す
。難
局
に
直
面
し
、濁
流
に

の
み
込
ま
れ
そ
う
に
な
り
な
が

ら
も
、更
な
る
飛
躍
を
遂
げ
て
、

次
代
を
担
う
若
者
を
育
成
す

る
と
い
う
学
校
の
使
命
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。そ
の
原
動
力

と
な
っ
た
の
は
、吹
田
で
学
ぶ
生

徒
た
ち
、吹
田
を
こ
よ
な
く
愛

し
た
先
生
方
、そ
し
て
母
校
を

支
え
て
こ
ら
れ
た
鳳
志
会
で
あ

り
ま
す
。現
在
の
生
徒
、教
職

員
は
先
輩
方
の
足
跡
に
学
び
、

未
来
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
て
い
け
る
こ
と
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
さ
て
、平
成
19
年
度
大
阪
府

の
通
学
区
域
が
変
わ
り
、こ
れ
ま

で
の
9
学
区
か
ら
4
学
区
と
な

り
ま
し
た
。本
校
は
第
1
学
区

と
第
2
学
区
の
統
合
し
た
第
1

区
に
所
属
し
、広
い
範
囲
か
ら
新

入
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。一
方
、

夜
に
学
ぶ
生
徒
を
育
て
多
く
の

卒
業
生
を
輩
出
し
た
定
時
制
の

過
程
は
す
で
に
募
集
を
停
止
し

て
お
り
、現
3
年
生
と
4
年
生
の

卒
業
を
待
って
閉
じ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。全
定
併
設
の
伝
統

校
と
し
て
の
実
績
を
生
か
し
つつ
、

新
し
い
時
代
へ
と
再
び
船
出
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
本
校
は
平
成
17
年
度
か
ら
三

年
間
、学
び
の
再
構
築
と
し
て「
学

校
経
営
革
新
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」事

業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

18
年
度
は
放
課
後
を
活
用
し
、

21
講
座
を
開
講
し
生
徒
の
多

様
な
学
び
を
支
援
し
ま
し
た
。

ま
た
、授
業
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

や
視
聴
覚
機
器
を
活
用
し
て「
わ

か
る
授
業
・
魅
力
あ
る
授
業
作

り
」に
取
り
組
み
、こ
れ
ら
の
授

業
は
大
阪
府
内
の
先
生
方
に
公

開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。3
年

目
は
講
座
の
内
容
を
更
に
精
選

し
な
が
ら
、生
徒
の
自
学
学
習

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。部
活
動
の
面

で
も
レ
ス
リ
ン
グ
部
の
全
国
大

会
出
場
、陸
上
・
空
手
道
・レ
ス

リ
ン
グ
部
の
近
畿
大
会
出
場
、

野
球
部
夏
の
大
会
ベ
ス
ト
16
、

女
子
バス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
中
央

大
会
出
場
な
ど
、18
年
度
は
躍

進
の
年
で
し
た
。部
活
動
の
活

性
化
と
学
び
の
再
構
築
は
こ
れ

か
ら
の
吹
田
高
校
の
大
き
な
柱

と
な
る
と
思
い
ま
す
。 

　
吹
田
高
校
が
育
て
て
き
た
知

的
財
産
と
も
言
う
べ
き
先
輩
方

か
ら
、現
役
の
生
徒
に
向
け
て

励
ま
し
や
お
叱
り
の
メッセ
ー
ジ
、

あ
る
い
は
知
的
刺
激
を
啓
発
し

て
い
た
だ
け
る
機
会
を
賜
る
こ

と
で
、「
つ
な
が
り
」を
深
め
、伝

統
を
引
き
つい
で
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
年
も
卒
業
生
2
6
2
名
が

鳳
志
会
へ
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。そ
し
て
4
月
に
は
吹

田
市
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、旧
第

1
学
区
の
新
た
な
地
域
か
ら
の

新
入
生
も
迎
え
ま
し
た
。 

　
鳳
志
会
会
員
の
皆
様
方
の
今

後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
、ご
発
展

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
本
校
への
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
いい
た
し
ま
す
。 

順位 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 

21 
22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 

41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60

期 
9 
10 
10 
11 
9 
24 
9 
10 
4 
7 
5 
9 
10 
8 
10 
8 
9 
11 
4 
19 

11 
11 
7 
7 
16 
2 
10 
13 
9 
11 
9 
7 
9 
10 
9 
8 
10 
10 
16 
12 

15 
13 
19 
7 
9 
8 
4 
11 
4 
9 
9 
10 
9 
8 
9 
9 
18 
2 
9 
9

名　　前 
松倉　寿男 
三本　　寛 
下岡　　勉 
藤原　晃一 
玉置　康夫 
孫田　隆行 
山神　久友 
桝井　忠孝 
岡田　良一 
湯浅　　博 
小野山　靖郎 
寺脇　康雄 
三浦　　眞 
馬場　源吾 
中尾　　昇 
神田　賢一 
由上　充男 
西川　克弘 
赤瀬川　彰一 
辻　　 隆信 

玉置　　光 
奥川　富夫 
馬場　　功 
清野　昌俊 
金子　　茂 
中村　　寛 
北本　冨康 
安井　次男 
佐藤　雄久 
村中　重夫 
林　   幸子 
足立　敬次 
五十嵐　礼子 
林　 省之介 
下村　　努 
室江　　忠 
久喜　由美子 
阪本　展暉 
岡本　　實 
松山　勝三 

西山　裕一 
常深 嘉一郎 
山川　雅子 
田中　　洋 
駒井　正之 
小西　　徹 
西野　一鋪 
山本　高志 
辰巳　　彰 
吉見　百合子 
清水　　功 
神藤　加代子 
尾崎　千紘 
武長　　勝 
前田　正利 
吉田　みどり 
藤本　順子 
河崎　達朗 
杉浦　泰彦 
岡野　麗子 

クラブ名 
野球 
 テニス 
一般 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
テニス 
陸上 
ラグビー 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
　野球 
卓球 
一般 
化学 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
一般 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

テニス 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
剣道 
剣道 
一般 
一般 
剣道 
一般 
 登山 
テニス 
一般 
野球 
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
応援団 
卓球 
化学 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 
剣道 
体操 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 

テニス 
陸上 
卓球 
野球 
柔道 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
ラグビー 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
テニス 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 
野球 
放送 
一般 
放送 
一般 
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
ラグビー 
柔道 
一般 

グロス 
96 
84 
95 
86 
92 
85 
91 
97 
97 
96 
96 
103 
96 
101 
101 
106 
93 
92 
103 
96 

106 
87 
99 
92 
91 
108 
89 
100 
111 
97 
96 
102 
101 
107 
113 
106 
118 
93 
99 
105 

105 
111 
110 
97 
99 
106 
111 
104 
115 
121 
109 
115 
116 
121 
126 
131 
133 
131 
132 
141

ハンディ
25.2 
12 
22.8 
13.2 
19.2 
12 
18 
24 
24 
22.8 
22.8 
28.8 
21.6 
26.4 
26.4 
31.2 
18 
16.8 
27.6 
20.4 

30 
10.8 
22.8 
15.6 
14.4 
31.2 
12 
22.8 
33.6 
19.2 
18 
24 
22.8 
28.8 
34.8 
27.6 
39.6 
14.4 
20.4 
26.4 

26.4 
32.4 
31.2 
18 
19.2 
25.2 
30 
22.8 
32.4 
38.3 
25.2 
31.2 
31.2 
36 
36 
40 
40 
36 
36 
40

NET 
70.8 
72 
72.2 
72.8 
72.8 
73 
73 
73 
73 
73.2 
73.2 
74.2 
74.4 
74.6 
74.6 
74.8 
75 
75.2 
75.4 
75.6 

76 
76.2 
76.2 
76.4 
76.6 
76.8 
77 
77.2 
77.4 
77.8 
78 
78 
78.2 
78.2 
78.2 
78.4 
78.4 
78.6 
78.6 
78.6 

78.6 
78.6 
78.8 
79 
79.8 
80.8 
81 
81.2 
82.6 
82.7 
83.8 
83.8 
84.8 
85 
90 
91 
93 
95 
96 
101

第5回鳳志会ゴルフコンペ　成績表 

開催日：平成17年5月19日　会場：茨木高原CC（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし） 

開催日：平成17年10月19日　会場：茨木高原CC（注記：一般とは、クラブ活動の所属なし） 

第7回　鳳志会ゴルフコンペの開催ご案内 

第6回参加者（総数63名） 

参加希望者は、事務局迄ご連絡下さい。 

順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

順位 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21 

22 
23 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 

43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51 
52 
53 
54 
55 
56 
57 
58 
59 
60 
61 
62 
63

期 
11 
16 
8 
10 
5 
24 
15 
9 
6 
9 
10 
9 
10 
10 
16 
11 
9 
7 
8 
7 
10 

11 
8 
9 
9 
8 
10 
4 
12 
7 
7 
24 
9 
7 
19 
5 
16 
10 
10 
11 
11 
9 

13 
9 
19 
8 
8 
9 
10 
4 
9 
2 
24 
9 
8 
11 
18 
8 
4 
10 
8 
9 
6

名　　前 
村中　重夫 
金子　　茂 
須田　有彦 
三本　　寛 
小野山　靖郎 
大橋　　有 
西山　裕一 
林　   幸子 
前田　　宏 
 五十嵐　礼子 
三浦　　眞 
山神　久友 
下岡　　勉 
阪本　展暉 
岡本　　實 
藤原　晃一 
由上　充男 
湯浅　　博 
馬場　源吾 
馬場　　功 
神藤　加代子 

奥川　富夫 
河野　惠一 
清水　　功 
玉置　康夫 
達川　孝一 
桝井　忠孝 
岡田　良一 
松山　勝三 
清野　昌俊 
足立　敬次 
孫田　隆行 
松倉　寿男 
田中　　洋 
辻　　 隆信 
田中　郁夫 
櫛田　　豊 
久喜　由美子 
中尾　　昇 
山本　高志 
西川　克弘 
天野　和彦 

中村　充隆 
吉見　百合子 
山川　雅子 
松田　紀男 
森口　　隆 
尾崎　千紘 
嶋田　隆夫 
西野　一鋪 
佐藤　雄久 
中村　　寛 
中岡　　薫 
前田　正利 
神田　賢一 
玉置　　光 
藤本　順子 
小西　　徹 
高瀬　敏男 
林　 省之介 
武長　　勝 
下村　　努 
上村　和輝 

クラブ名 
テニス 

柔道・ﾗｸﾞﾋﾞｰ 
剣道 
テニス 
一般 
野球 
テニス 
一般 
一般 
ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 
一般 
陸上 
一般 
剣道 
体操 
野球 
一般 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
化学 
剣道 
放送 

野球 
柔道 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
剣道 
ラグビー 
野球 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 
剣道 
野球 
テニス 
野球 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
陸上 
ラグビー 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 
野球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
野球 
ラグビー 

体操 
ﾊﾞｽｹｯﾄ 
卓球 
柔道 
一般 
一般 
陸上 
ラグビー 
 登山 
一般 
テニス 
一般 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
テニス 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 
野球 
応援団 
放送 
卓球 
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ 

グロス 
86 
86 
89 
87 
91 
91 
102 
98 
99 
107 
96 
89 
95 
95 
87 
80 
91 
97 
97 
103 
113 

84 
96 
94 
100 
104 
90 
102 
107 
88 
99 
80 
91 
96 
95 
107 
93 
115 
98 
103 
102 
102 

114 
120 
120 
91 
115 
99 
117 
110 
103 
105 
113 
119 
117 
108 
124 
100 
121 
116 
115 
124 
148

ハンディ
15.6 
14.4 
16.8 
14.4 
18 
18 
28.8 
24.4 
25.2 
32.8 
21.6 
14.4 
20.4 
20.4 
12 
4.8 
15.6 
21.6 
21.6 
27.6 
37.6 

8.4 
20.4 
18 
24 
27 
13.2 
25.2 
30 
10.8 
21.6 
2.4 
13.2 
18 
16.8 
28.8 
14.4 
36.4 
19.2 
24 
22.8 
22.8 

34.8 
40 
40 
10.8 
34.8 
18 
36 
28.8 
21.6 
22.8 
30 
36 
33.6 
24 
40 
15.6 
36 
30 
28.8 
32.4 
36

NET 
70.4 
71.6 
72.2 
72.6 
73 
73 
73.2 
73.6 
73.8 
74.2 
74.4 
74.6 
74.6 
74.6 
75 
75.2 
75.4 
75.4 
75.4 
75.4 
75.4 

75.6 
75.6 
76 
76 
77 
76.8 
76.8 
77 
77.2 
77.4 
77.6 
77.8 
78 
78.2 
78.2 
78.6 
78.6 
78.8 
79 
79.2 
79.2 

79.2 
80 
80 
80.2 
80.2 
81 
81 
81.2 
81.4 
82.2 
83 
83 
83.4 
84 
84 
84.4 
85 
86 
86.2 
91.6 
112

第6回鳳志会ゴルフコンペ　成績表 
順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET 順位 期 名　　前 クラブ名 グロス ハンディ NET

　鳳志会活動の一環として平成19年度 も5月と
10月 に開催します。毎回参加者が増えています。 

●開催日　平成19年5月 17 日（木） 
●会　場　茨木高原カンツリークラブ 
●予定数　20組　80名予定 

〈第7回　鳳志会ゴルフコンペ〉 

鳳志会ゴルフ愛好会事務局 
9期生　清水　功 
〒564－0001吹田市岸部北1－11－2 
Tel 06-6330-4031 
Fax 06-6330-4032 
E-Mail　i_simizu@qj8.so-net.ne.jp

〒564-0041　吹田市泉町5-11-18 
TEL　06-6387-5503　FAX　06-6387-7319

株式会社 藤倉商店 
代表取締役　清野　昌俊（7期） 

建築材料・金物・日曜大工・園芸用品 販売 

吹田市片山町1丁目20-12 
TEL　06-6388-6009　FAX　06-6388-0008

た　た　み 
筒井　進（8期） 

（株）筒 井 畳 店  

ワープロ実務検定 
　本校では生徒一人ひとりの自己実現の糧と
なるよう、資格取得を奨励しています。その一環
として情報科でも2000年11月からワープロ実務
検定の受検を奨励し、合格者は現在のべ1238
名になりました。生徒の技術も年々レベルアッ
プしており、2006年度は1級に9名が合格すると
いう大変喜ばしい結果となりました。 

吹田高校メールマガジンいかがですか？ 
　パソコンや携帯電話に吹田高校の情報が定
期的に届くこのメールマガジンが好評です。学
校の行事や授業予定、クラブ活動など保護者
の皆さんにお知らせする目的のメールマガジン
ですが、卒業生の方も登録できます。登録方法
は下記の通りです。 

H18年度 クリーンキャンペーン 
　昨年度に続き、学校周辺の清掃ボランティア
を企画、3回実施した。 
第12回／5月24日（水）中間考査最終日　
12:30～3:00参加者：生徒341名、教職員13名、
計354名、20班の編成で地域を決め、清掃活動
した。ゴミ袋約60袋回収。 
第13回／10月25日（火）中間考査最終日　
1:00～3:00参加者：生徒127名、教職員18名、
計145名。20班の編成で地域を決め、清掃活動
した。ゴミ袋約60袋回収。 
第14回／12月13日（火）期末考査最終日　
1:00～3:00降雨のため中止。 野球部マネージャー 

野球部に女子登場 
　野球部に初めて女子部員が誕生しました。
マネージャーから選手になって毎日男子部員
と練習に励んでいます。 

【宛先】mm@suita.osaka-c.ed.jp 
【件名】「メールマガジン申し込み」 
【本文】○年○組○○番○○○○（お子様お名前） 
　　　　　　　　　　 ○○○○（保護者お名前） 

ヤシの木に山桜寄生で花を咲かす 
　校長室前のカナリ
ーヤシの木に山桜が
寄生し、花を咲かせま
した。 

ヤシの木に山桜が花を咲かせ
るのは大変めずらしい事です 

4
経　歴 

昭和50年03月　吹田高等学校卒業 
昭和54年09月　神戸商船大学 
　　　　　　　商船学部卒業 
昭和54年10月　西芝電機（株）入社基本設計に従事 
昭和60年03月　西芝電機（株）退社 
昭和60年04月　（株）本田技術研究所　入社 

エンジン可変バルブタイミングリフト機
構の研究/ソーラレースカーの研究と
レース参戦/電気自動車用パワープラ
ントの開発/ハイブリッド自動車用エネ
ルギ・ストレージの開発 

平成18年02月　技術士（機械部門）登録、 
　　　　　　　文部科学省登録番号：第58740号 
平成18年11月　本田技研工業（株）鈴鹿製作所へ転籍 
　　　　　　　ハイブリッド自動車の品質技術を担当 
平成19年02月　技術士（総合技術管理部門） 
　　　　　　　追加登録 
平成19年04月　神戸大学大学院海事科学研究科　
　　　　　　　博士課程後期課程入学 

ド
リ
ー
ム
ズ
・
カ
ム
・
ト
ゥ
ル
ー 

33
期
生
　
今
尾
　
浩
美
 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
開
発
の
最
前
線 

23
期
生
　
坂
本
　
俊
之
 

経　歴 

吹田高校卒業 
関西芸術短期大学卒業 
（現：宝塚造形芸術大学短期学部） 
いくつかのアルバイトを経て 
タレント養成所所属 
退所後　執筆に専念 
2005年「藤原アキラ」のペン・ネームで 
文芸社から「マリ･アントワネット・ジョゼファ・
ジャンヌ」を出版 
作家デビュー（フランス語発音では「マリ」） 

13

このコーナーでは各学年、クラス、クラブなどで開催された同窓
会の様子を紹介しています。皆様からの同窓会情報をお待ち
しています。各学年単位で同窓会をされている場合通信費の
一部として鳳志会から援助させて頂いております。鳳志会まで
ご連絡ください。 
連絡先　吹田高校内「鳳志会事務局」 

TEL06-6387-6651　FAX06-6387-6567

　「
お
前
に
何
の
技
術
が
あ
る
の
か

言
って
み
ろ
」「
お
前
達
の
や
って
い

る
こ
と
は
、若
い
人
の
後
追
い
だ
」「
た

だ
め
し
食
って
る
ん
じ
ゃ
な
い
。レ
ポ

ー
ト
く
ら
い
出
せ
。」上
司
の
叱
責

が
飛
ぶ
。こ
こ
は
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
開
発
の
最
前
線
。 

　
2
0
0
0
年
、ホ
ン
ダ
は
世
界
に

先
駆
け
て
北
米
でハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自

動
車
を
発
売
し
た
。私
は
、ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
の
市
場
適
合
性
を

調
査
す
る
プ
ロ
ジェク
ト
の
指
揮
を

執
って
い
た
。目
的
は
、新
た
に
搭
載

し
た
電
気
系
パワ
ー
プ
ラ
ン
ト
の
使

わ
れ
方
調
査
と
寿
命
検
証
を
通
し

て
、設
計
要
件
へ
反
映
す
る
こ
と
に

あ
る
。程
な
く
、北
米
市
場
で
駆
動

用
電
池
が
早
期
に
劣
化
し
た
と
の一

報
が
入
った
。ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
お
客

様
デ
ー
タ
を
地
図
上
へ
プ
ロッ
ト
す

る
と
、市
内
を
取
り
囲
む
様
に
丘

陵
地
帯
で
発
生
し
て
い
る
。開
発
チ

ー
ム
の
現
地
調
査
は
、原
因
究
明
に

難
航
し
て
い
た
。我
々
は
、本
来
の

市
場
調
査
の
目
的
で
現
地へ
飛
ん
だ
。

開
発
チ
ー
ム
の
調
査
は
、甘
い
と
踏

ん
だ
。休
日
を
利
用
し
て
デ
ー
タ
を

取
っ
た
。帰
国
す
る
と
、冒
頭
の
上

司
で
も
あ
る
電
池
開
発
の
責
任
者

か
ら
休
日
の
行
動
を
攻
め
ら
れ
た
。

「
何
も
す
る
な
」と
指
示
が
出
た
。

黙
って
、測
定
し
た
デ
ー
タ
で
電
池

の
サ
イ
ク
ル
寿
命
テ
ス
ト
を
進
め
た
。

結
果
は
、開
発
チ
ー
ム
の
半
分
の
サ

イ
ク
ル
で
寿
命
に
な
った
。し
か
し
、

も
っ
と
早
く
寿
命
に
達
し
た
お
客

様
も
い
らっ
し
ゃっ
た
。前
年
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
を
テ
ス
ト
し
た
デ
ス

バ
レ
ー
の
地
形
が
頭
に
浮
か
ん
だ
。

丁
度
テ
ス
ト
に
出
か
け
て
い
る
チ
ー

ム
が
あ
った
。連
絡
を
取
って
、最
小

限
の
テ
ス
ト
を
お
願
い
し
た
。快
諾

し
て
く
れ
た
。こ
の
話
が
先
の
上
司

の
耳
に
入
り
、即
刻
中
止
の
指
示

が
出
た
。幸
運
に
も
測
定
は
終
わっ

て
い
た
。デ
ー
タ
を
自
動
車
の
テ
ス

ト
を
す
る
シ
ャ
ー
シ
ダ
イ
ナ
モ
に
入

れ
た
。走
り
き
って
エン
ジ
ン
を
切
る

と
、ソ
ー
ク
バック
で
電
池
温
度
が
ど

ん
ど
ん
上
昇
す
る
。真
の
原
因
を
掴

ん
だ
。一連
の
テ
ス
ト
結
果
を
レ
ポ
ー

ト
に
ま
と
め
た
。開
発
要
件
も
新

た
に
作
っ
た
。特
許
も
申
請
し
た
。

し
か
し
、承
認
が
得
ら
れ
ず
、何
れ

も
公
表
さ
れ
ぬ
ま
ま
に
置
か
れ
た
。 

　
組
織
が
変
わ
り
、私
は
研
究
所

を
離
れ
る
こ
と
に
なった
。特
許
は
、

時
期
を
逸
し
T
社
に
押
さ
え
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。か
の
上
司
は
、市
場

問
題
か
ら
逃
れ
る
様
に
、次
世
代

電
池
研
究
の
責
任
者
に
収
まって
い

た
。し
か
し
、開
発
側
に
は
、志
を

持
っ
た
仲
間
が
い
る
。こ
の
2
月
に

新
要
件
化
を
終
え
て
く
れ
た
。そ

し
て
、ラ
イ
ン
オ
フ
の
現
場
に
は
私

が
い
る
。お
客
様
へ
安
心
し
て
お
乗

り
頂
け
る
車
を
届
け
る
た
め
に
。 

　
吹
高
は
、幅
広
い
知
識
を
与
え
て

く
れ
た
。興
味
が
あ
れ
ば
、ど
ん
ど

ん
取
組
む
様
に
先
生
方
は
後
押
し

し
て
く
だ
さ
っ
た
。自
立
し
て
、取

組
ん
で
行
け
る
下
地
を
作
る
こ
と

が
で
き
た
。い
わ
ゆ
る
進
学
校
で
、

受
験
科
目
の
み
教
わ
り
、言
わ
れ
る

通
り
に
勉
強
し
て
名
の
通
っ
た
大

学
へ
進
ん
で
も
、世
渡
り
上
手
に
は

な
っ
た
と
し
て
も
、誇
れ
る
人
生
は

残
せ
な
い
。後
輩
に
は
、是
非
あ
と

に
続
い
て
欲
し
い
。 

　
先
頃
、技
術
士
試
験
を
受
け
た
。

業
績
論
文
に
上
記
の
活
動
を
書
い

て
運
良
く
合
格
し
た
。こ
の
4
月
、

仕
事
を
し
な
が
ら
神
戸
大
学
で
研

究
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。修
士

論
文
は
、先
の
レ
ポ
ー
ト
が
代
わ
り

と
なった
。 

 

 

　
マ
リ
ー
･
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
を
知

っ
た
の
は
小
学
生
の
時
、友
達
が

貸
し
て
く
れ
た
漫
画「
ベ
ル
サ
イ
ユ

の
ば
ら
」。美
貌
の
王
妃
が
ギ
ロ
チ

ン
で
処
刑
さ
れ
る
結
末
は
子
ど
も

心
に
と
て
も
ショッ
キ
ン
グ
で
し
た
。

美
人
薄
命
の
王
妃
に
興
味
を
持
ち
、

「
将
来
漫
画
家
に
なって
、マ
リ
ー
･

ア
ン
ト
ワ
ネッ
ト
の
漫
画
を
描
こ
う
」

と
い
う
夢
を
持
ち
ま
し
た
。 

　
吹
田
高
校
に
入
学
し
図
書
室
に
、

ツ
ヴ
ァ
イ
ク
著「
マ
リ
ー
･
ア
ン
ト

ワ
ネ
ッ
ト
」を
見
つ
け
、「
こ
れ
は

資
料
に
な
る
」と
自
分
の
ノ
ー
ト

に
せ
っ
せ
と
必
要
個
所
を
書
き
写

し
て
い
ま
し
た
。１
番
辛
か
っ
た
出

来
事
は
病
気
で
2
年
も
留
年
し

た
事
で
す
。し
か
し
復
学
し
た
時
、

私
が
皆
よ
り
2
歳
も
年
上
な
の

に
す
ぐ
に
友
達
が
出
来
た
事
は

と
て
も
嬉
し
い
事
で
し
た
。こ
れ

は「
長
い
人
生
か
ら
見
る
と
、た
っ

た
2
年
と
い
う
も
の
は
大
し
た
事

で
は
な
い
」「
自
分
の
年
齢
に
こ
だ

わ
ら
な
い
生
き
方
を
し
よ
う
」と

い
う
指
針
に
な
り
ま
し
た
。し
か

し「
器
用
貧
乏
」の
せ
い
で「
あ
れ

に
も
な
り
た
い
、こ
れ
に
も
な
り

た
い
」と
将
来
が
決
め
ら
れ
ず
、取

敢
え
ず
短
大
に
行
き
ま
し
た
。 

　
短
大
卒
業
後
は
い
く
つ
か
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
ま
し
た
が
宙
ぶ
ら
り

ん
の
生
活
。24
歳
の
時
、マ
リ
ー
･

ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
小
説
を
ス
ケ
ッ

チ
･
ブ
ッ
ク
に
イ
ラ
ス
ト
入
り
で

書
き
ま
し
た
。な
り
た
い
も
の
の

中
に
は「
女
優
」も
あ
り
、某
有

名
タ
レ
ン
ト
養
成
所
に
所
属
。し

か
し
電
話
で
仕
事
の
依
頼
が
来
て

も
留
守
の
時
は
次
の
人
に
仕
事
が

回
さ
れ
る
と
い
う「
運
も
実
力
の

内
」の
世
界
。元
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
T
先
生
は
厳
し
い
先
生
で
し
た

が
大
好
き
な
先
生
で
、T
先
生
は

第
2
次
世
界
大
戦
中
、戦
闘
機
の

操
縦
士
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
沖
で
撃
墜

さ
れ
海
に
落
ち
ま
し
た
。T
先
生

は
海
を
漂
い
な
が
ら
大
声
で
、「
俺

は
絶
対
生
き
て
日
本
に
帰
る
ぞ
！

戦
争
が
終
っ
た
ら
絶
対
映
画
界
に

入
る
ぞ
！
」と
。そ
の
話
を
聞
い
た

私
は「
私
が
そ
ん
な
状
況
な
ら
ば

全
て
に
絶
望
し
て
海
で
溺
死
し
た

に
違
い
な
い
」と
思
い
ま
し
た
。T

先
生
は
いつ
も「
人
生
は『
ド
リ
ー

ム
ズ・カ
ム・ト
ゥル
ー
』や
で
」と
。 

　
'01
年
、私
は
重
度
の
自
律
神
経

失
調
症
に
罹
り
、24
時
間
頭
が
フ

ラ
フ
ラ
、眩
し
く
て
目
が
開
け
ら

れ
な
い
、食
べ
ら
れ
る
物
は
牛
乳
と

お
粥
、不
安
か
ら
不
眠
症
に
な
り

鬱
病
ま
で
発
症
。食
べ
て
薬
を
飲

み
、体
を
横
た
え
る
だ
け
の
生
活

が
毎
日
続
き
ま
し
た
。「
こ
ん
な

生
活
は
良
く
な
い
」と
思
って
い
る

時
、新
聞
広
告
に「
あ
な
た
の
原

稿
を
出
版
し
ま
せ
ん
か
」の
文
字
。

既
に
沢
山
の
小
説
を
書
い
て
い
る

中
、私
は
マ
リ
ー
･
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

ト
を
選
び
、毎
日
1
、2
時
間
起

き
て
原
稿
用
紙
に
書
き
写
す
こ
と

丸
2
年
。'05
年
、出
版
社
に
送
る

と
す
ぐ
に
採
用
さ
れ
、担
当
の
編

集
者
も
決
り
、毎
日
締
切
り
に
追

わ
れ
な
が
ら
校
正
ゲ
ラ
を
仕
上
げ

ま
し
た
。そ
し
て
小
説
は
出
版
さ

れ
、書
店
で
自
分
の
小
説
を
見
つ

け
て
も
ま
る
で
夢
の
よ
う
で
し
た
。

し
か
し「
本
当
に
T
先
生
が
言
っ

て
い
た
通
り『
ド
リ
ー
ム
ズ・カ
ム・

ト
ゥ
ル
ー
』な
の
だ
」と
思
い
ま
し

た
。私
が
小
学
生
の
時
に
夢
に
描

いてい
た
事
が
形
は
小
説
と
は
い
え
、

叶
っ
た
の
で
す
。諸
先
輩
後
輩
の

皆
様
方
に
も「
夢
は
必
ず
叶
う
」

と
い
う
気
持
を
い
つ
ま
で
も
持
ち

続
け
て
い
て
欲
し
い
も
の
で
す
。 

スペック
 

フィット
ネスクラ

ブ スペック
 

フィット
ネスクラ

ブ 

●スイミン
グプール●

トレーニン
グジム●エ

アロビクス
スタジオ 

気軽に楽しく健康づくり 

会員募集中！ 

■営業時間/月～金　10：00～22 ：30 
　　　　　/土曜日　10：00～20 ：00 
　　　　　/祝祭日　10：00～19 ：00 
■休 業 日/毎週日曜日・お盆・年末 
　　　　　 年始・その他（施設点検日等） 

スイミング・器械体操・サッカークラブ 
〒533-0004　大阪市東淀川区小松1丁目5番3号 
　　　　　　　　阪急上新庄駅より徒歩3分 
お問い合わせは 106-6326-5577

同時募集中！ 

伊倉　嘉春（3期） 

〒558-0004　大阪市住吉区長居東2-11-21 
TEL ＆FAX（06）6691-9425

処方せんと介護のことなら 

マルテン薬局 

吹田市元町7番11号　旭通り商店街中央 
TEL　06-6381-1983（代） 
FAX　06-6383-2522

タニモトスポーツ 
代表取締役　谷本　英洋（9期） 

総合スポーツ用品専門店 
各種スポーツ用品全般・体育服装・体育器具 

製鋼原料 

大舞金属株式会社 
 

代表取締役 
大原　勝英（19期） 

 
〒555-0043　大阪市西淀川区大野1-10-11 
 TEL 06-6473-7260 
 FAX 06-6473-7261

人間環境学部・経営学部・経済学部 
工学部・短期大学部 

大阪府大東市中垣内3-1-1　TEL.072-875-3001 
URL　http：//www.osaka-sandai .ac . jp

結 果 が 出 る 大 学  

大阪産業大学  
設置 
学部 

平成１８年６月２５日、新大阪江坂東急インにて１９期生が卒業３５周年記念同窓会を開催。100名近くの参加があり大いに
盛り上がりました。最後はお決まりのフォークダンスと校歌斉唱次回は還暦記念の同窓会を予定しています。 

４期生の皆さんが平成
１８年11月4日にホテル
日航茨木大阪で開催。
66名が参加し増田先生、
井上先生、見吉先生、
高倉先生、綱島先生、
今井先生を囲んで。 

新聞部同窓会が平成18年11月26日
心斎橋の大成閣で開催。11名（6期
～15期）が集まった。往年のオピニ
オンリーダーたち「お互い歳取ったなー」 

８期生の「稲石会」昭和32年の1年4組担任の稲石俊輔
先生とわが同級生稲石良子さん夫妻共々、元気あふれた
青春時代に戻る一日でした。平成18年4月15日、京都白
川院で21名参加。 

▲
 

▲ 

▲ 

9期生の卒業45周年記念同窓会 
平成18年10月29日にホテル阪急インター 
ナショナル（梅田）にて開催。71名の参加 
があり、恩師の高倉先生、今井先生、高橋 
先生、増田先生、綱島先生にもご参加頂き 
ました。 

今年は卒業後節目の記念日です。同期会の開催をお勧めします（企画時は鳳志会に連絡ください） 
10周年（45期生　平成9年度卒業）／20周年（35期生　昭和62年度卒業）／30周年（25期生 
昭和52年度卒業）／40周年（15期生　昭和42年度卒業）／50周年（5期生　昭和32年度卒業） 
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①教科、在職期間　 
②在校時代の記憶に残っていること　 
③近況報告 

茶道具、花入れ、食器、クラフト 味舌隆司（18期 ） 

  
　陶芸教室会員募集中 

吹田市新芦屋下7-12 
　TEL06-6875-2884 
　FAX06-6877-3191

味 舌 陶 房  
家庭料理 

〒564-0062 
吹田市広芝町11-1-201 
TEL（06）6338-1109

よ し だ  
取締役　松清　満子（9期） 

（旧姓　中瀬古） 吉田みどり（9期） 〒564-0082　吹田市片山町3丁目31-17 
TEL（06）6387-3355 
FAX（06）6387-3363 
ace@sutv.zaq.ne.jp 

http://www.sutv.zaq.ne.jp/ace

（有）エース住研 
不動産仲介  

ナカ　セ　コ 

11

〒564-0002　吹田市岸部中3-19-11 
TEL06-6387-1415 
FAX06-6387-1242

理事長  
小 谷 澄 信（8期） 

学校法人　敬愛学園 
社会福祉法人敬愛福祉会 

〒564-0071　吹田市西の庄町3-11
TEL　06-6388-0775　FAX　06-6387-5340

株式会社 ヤオウメ 
代表取締役　寺西　孝年 

代表取締役 
　寺西 孝年（5期） 
専務取締役 
　寺西 清（14期） 
　堤 政江（3期） 
　（旧姓　寺西 政江） 

甘藷・鶏卵・殺菌液卵・生液卵・卵黄・卵白 

土地・建物・貸家・マンション・アパート 

代表取締役　西本　勝（7期生） 
摂津市千里丘2丁目10番1-110 フォルテ摂津1F

http://www.sogo2103.com
1072-622-6072 （代）　FAX072-622-6678

大阪府知事免許（10）14147号 

売買・仲介・管理 

相互不動産株式会社 唐澤　八洲仁（14期 ） 

〒530-0047 大阪市北区西天満3丁目3番17号 
 ルアンジュ南森町502号 

106-6365-9002　FAX06-6365-9011

唐澤司法書士事務所 
司法書士 

1
期
生
　
松
田
　
弘
さ
ん
 

（
高
槻
市
在
住
） 

　
新
聞
の
社
長
就
任
の
記
事
の

年
令
、
死
亡
欄
の
年
令
等
を
見

て
私
よ
り
若
い
人
が
多
い
こ
と

を
知
っ
て
自
分
の
年
令
の
重
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
昨
今
で

す
。
 

　
私
は
60
才
か
ら
80
才
の
20
年

間
が
最
も
充
実
し
た
人
生
だ
と

思
い
ま
す
。
ひ
ま
が
あ
っ
て
資

金
も
そ
こ
そ
こ
あ
り
趣
味
が
あ

れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の

時
期
に
大
い
に
人
生
を
楽
し
む

べ
き
で
す
。
と
こ
ろ
が
困
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
健
康
の
点
で

す
。
吹
田
高
校
時
代
の
1
期
生

で
グ
ル
メ
会
を
10
年
来
や
っ
て

お
り
増
田
先
生
、
小
林
君
、
砂

子
君
、
馬
場
君
、
橋
本
さ
ん
外

10
名
位
で
毎
月
食
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
最
近
は
体
調
の
悪

い
人
が
多
く
全
員
そ
ろ
う
事
が

あ
り
ま
せ
ん
。
体
の
管
理
の
事

が
大
事
に
な
っ
て
来
ま
し
た
残

り
の
10
年
位
を
如
何
に
し
て
送

る
か
と
云
う
こ
と
で
す
。
 

そ
こ
で
私
の
趣
味
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
。
 

俳
句
。
俳
句
は
17
語
か
ら
な
る

短
い
詩
で
あ
り
季
語
を
含
む
も

の
で
す
。
私
は
切
れ
が
好
き
で
す
。

「
や
」
「
け
り
」
「
か
な
」
等

が
あ
り
ま
す
切
れ
を
使
う
こ
と

に
よ
り
俳
句
が
引
き
し
ま
り
ま
す
。

私
の
人
生
に
あ
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
芭
蕉
に
な
っ
た
つ
も
り

で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
歩
き
な

が
ら
散
歩
の
途
中
で
作
っ
て
お

り
ま
す
。
最
近
の
も
の
で
す
。
 

           詩
吟
。
始
め
て
よ
り
2
年
目
初

段
に
な
り
ま
し
た
歌
う
時
の
姿

勢
、
歌
う
タ
イ
ム
外
う
る
さ
い

が
ガ
マ
ン
し
て
や
っ
て
い
る
大

き
な
声
を
出
す
の
で
健
康
に
良

い
と
考
え
ま
す
。
好
き
な
題
と
 

し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
 

             3
月
に
2
回
、
4
月
に
1
回
発

表
会
を
控
え
練
習
に
ガ
ン
バ
ッ

て
お
り
ま
す
。
 

カ
ラ
オ
ケ
。
10
年
間
程
度
や
っ

て
お
り
夢
灯
り
会
　
シ
ダ
ツ
ク
会
、

じ
ゃ
が
い
も
会
で
毎
月
カ

ラ
オ
ケ
会
を
や
っ
て
お
り

時
間
が
あ
れ
ば
練
習
し
て

お
り
ま
す
。
私
の
歌
い
方

は
姿
勢
を
良
く
口
を
大
き

く
あ
け
て
や
っ
て
い
ま
す
。

京
都
や
金
沢
の
歌
碑
の
入
っ

た
曲
が
好
き
で
す
。
金
沢

の
雨
、
金
沢
作
宵
月
等
が

好
き
で
5
歌
手
と
し
て
は

渥
美
二
郎
、
宮
路
オ
サ
ム
、

山
崎
て
い
じ
、
川
中
美
幸

を
よ
く
歌
い
ま
す
。
先
日

老
人
会
の
カ
ラ
オ
ケ
会
を

や
り
皆
元
気
に
歌
い
う
れ
し
く

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
老

人
ホ
ー
ム
等
で
カ
ラ
オ
ケ
会
を

や
ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

喫
茶
店
め
ぐ
り
。
コ
ー
ヒ
ー
が

好
き
で
す
。
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ

の
前
に
飲
ん
で
コ
ー
ヒ
ー
の
力

で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
喫
茶
店

へ
入
り
の
ん
び
り
し
な
が
ら
店

内
を
な
が
め
、
こ
れ
か
ら
の
計

画
を
た
て
ま
す
。
そ
し
て
自
分

の
事
を
考
え
ま
す
。
元
気
に
生

活
し
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く

感
じ
ま
す
。
近
く
の
人
と
話
を

し
カ
ラ
オ
ケ
仲
間
に
な
っ
た
人

も
い
ま
す
。
特
に
店
の
オ
ー
ナ
ー

と
話
し
合
い
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
 

散
歩
。
私
は
6
時
に
起
き
て
日

の
出
を
待
っ
て
い
た
近
所
を
20

分
程
度
歩
き
ヤ
ル
気
を
引
き
出

し
ま
す
。
昇
る
太
陽
を
ぼ
ん
や

り
眺
め
て
い
る
と
や
は
り
あ
り

が
た
い
と
い
う
気
が
し
て
来
ま

す
。
午
後
用
事
が
な
け
れ
ば
芥

川
の
堤
防
を
空
を
見
な
が
ら
歩

き
ま
す
。
宇
宙
の
大
き
さ
を
感

じ
て
私
の
気
分
を
晴
れ
が
ま
し

く
感
じ
ま
す
。
私
は
血
圧
が

1
5
2
―
72
と
や
や
高
い
の
で

血
圧
を
下
げ
て
い
ま
す
。
 

の
ん
び
り
生
き
た
い
、
ゆ
っ
く

り
歩
き
た
い
、
ク
ヨ
ク
ヨ
考
え

て
い
る
時
間
は
な
い
楽
し
い
事

が
来
る
と
云
う
い
わ
ゆ
る
ホ
イ

ホ
イ
人
生
を
し
て
い
ま
す
。
私

の
持
論
と
し
て
お
り
ま
す
。
人

間
の
賞
味
期
間
を
切
ら
さ
な
い

事
を
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
年
に
な
っ
て
も
残
り
の
人
生

を
ど
の
様
に
し
て
送
ろ
う
か
と

迷
っ
て
い
る
私
で
す
。
 

最
後
に
鳳
志
会
、
鳳
一
会
の
ま

す
ま
す
の
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
健
康
を
祈
願
し
て
終
り
と
致

し
ま
す
。
 

竹
内
　一浩 

先
生（
高
知
市
） 

      ①
英
語
科
 

　
1
9
6
9
年
4
月
〜
1
9
9
1

年
3
月（
22
年
） 

②
も
う
40
年
近
く
も
前
の
こ
と
な

の
で
、守
秘
義
務
も
時
効
に
なっ

て
い
る
と
思
う
の
で
あ
え
て
書

き
ま
す
。大
学
を
出
て
す
ぐ
に

吹
田
高
校
に
赴
任
し
た
年
に
、

大
き
な
案
件
が
補
導
会
議
に

掛
か
り
ま
し
た
。十
数
人
が
十

数
件
の
集
団
万
引
き
に
係
わ
っ

た
の
で
す
。原
案
は
そ
の
う
ち

数
人
を
退
学
に
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。説
明
に
よ
り
ま
す
と
、

こ
の
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ま
で
は一

度
も
補
導
会
議
に
掛
か
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。私

は
大
学
の
教
育
学
の
授
業
で
、

高
校
に
お
け
る
懲
戒
処
分
は
あ

く
ま
で
教
育
的
視
点
か
ら
行
わ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、報
復
・
見
せ

し
め
で
あって
は
な
ら
な
い
と
習っ

て
い
ま
し
た
の
で
、新
任
で
は
あ

り
ま
し
た
が「一度
で
も
指
導
し

た
あ
と
な
ら
ば
退
学
に
も
反
対

し
な
い
が
、い
き
な
り
退
学
で
は

学
校
の
社
会
に
対
す
る
責
任
放

棄
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。停

学
に
し
て
指
導
す
べ
き
だ
」と

発
言
し
ま
し
た
。こ
れ
は
全
く

の「
正
論
」で
す
の
で
有
効
な
反

論
は
な
く
、何
人
か
の
若
い
先

生
も
賛
成
し
て
下
さ
り
、会
議

の
雰
囲
気
が
変
わ
って
原
案
は

否
決
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
停

学
案
も
簡
単
に
は
通
ら
ず
、結

局
午
後
10
時
過
ぎ
ま
で
の
会
議

を
3
度
ほ
ど
か
け
て
や
っ
と
決

ま
り
ま
し
た
。こ
の
生
徒
た
ち

は
そ
の
後
何
の
問
題
を
起
こ
す

こ
と
も
な
く
全
員
無
事
卒
業
し

ま
し
た
。私
は
こ
の
学
年
の
ク
ラ

ス
担
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、も
う
50
才
台
に
な
って

い
る
そ
の
卒
業
生
た
ち
の
そ
の

後
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま

せ
ん
が
、き
っ
と
立
派
な
人
生
を

歩
ん
で
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

③
吹
田
高
校
で
は
も
ち
ろ
ん
組
合

に
入
り
、3
年
目
に
分
会
長
に

推
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、ク
ラ

ス
担
任
を
す
る
か
、組
合
の
長

を
す
る
か
の
教
師
生
活
で
し
た
。

私
と
し
て
は
吹
田
高
校
で
定
年

を
迎
え
た
か
っ
た
の
で
す
が
、22

年
で
強
制
転
勤
さ
せ
ら
れ
、そ

の
後
も
う
一
度
転
勤
し
て
府
立

高
校
30
年
で
退
職
し
、母
校
で

あ
る
高
知
の
土
佐
高
校
に
拾
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。一人
暮
ら
し

の
母
の
具
合
が
悪
く
なった
の
で

す
。現
在
は
そ
こ
も
定
年
に
な
り
、

常
勤
講
師
を
さ
せ
て
も
らって
い

ま
す
。こ
こ
の
と
こ
ろ
若
い
教
師

の
全
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、管

理
主
義
的
な
人
が
多
い
こ
と
と
、

組
合
に
入
る
人
が
少
な
い
こ
と

が
心
配
で
す
。世
の
趨
勢
が
そ

う
な
の
で
、彼
ら
ば
か
り
に
責
め

を
負
わ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
日
本
の

教
育
は
危
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 中
村
 
洋一 

先
生（
豊
中
市
） 

      ①
商
業
＝
商
業
簿
記・計
算
実
務・

経
済
　
社
会
＝
政
治・経
済
 

　
昭
和
27
年
〜
昭
和
56
年
　
在
職
 

②
戦
中
・
戦
後
に
学
生
生
活
を
経

て
吹
高
の
教
壇
に
立
った
時
、は

じ
め
て
、平
和
を
実
感
し
ま
し
た
。

教
師
生
活
全
体
を
通
じ
て
こ
の

感
動
が
、私
を
推
し
進
め
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。 

　
赴
任
早
々
就
職
担
当
を
命
じ
ら

れ
、2
年
程
見
習
っ
た
上
、3
年

目
か
ら
就
職
係
に
専
念
し
て
途

中
1
年
休
ん
だ
だ
け
で
就
職
屋
。

会
社
人
事
部
に
顔
が
売
れ
ま

し
た
。ク
ラ
ブ
は
珠
算
部・筝
曲

部
か
け
持
ち
。皆
、元
気
に
し

て
る
か
？
 

③
在
職
中
に
学
生
時
代
か
ら
続

け
て
い
た
邦
楽
が
段
々
忙
し
く

な
り
、教
師
を
退
職
し
て
か
ら

は
邦
楽
家
・
作
曲
家
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。邦
楽
と
い
え
ば

退
屈
で
わ
か
り
に
く
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
って
い
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、私
達
か
ら
み

る
と
明
快
で
わ
か
り
易
く
、エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
源
と
な
る
の
は

邦
楽
だ
と
思
い
ま
す
。た
だ
し

聞
く
方
は
ク
ラ
シック
音
楽
、J・

ポップ
な
ん
か
は
駄
目
で
難
解
。 

 三
木
 
孝
幸
　
先
生（
長
岡
京
市
） 

      ①
数
学
　
昭
和
32
年
〜
昭
和
60
年
 

②
兵
庫
県
の
高
校
に
勤
め
て
8
年

が
経
っ
た
と
き
知
り
合
い
の
方

か
ら
大
阪
へ
来
る
気
は
あ
り
ま

せ
ん
か
、一度
来
て
下
さ
い
と
言

う
連
絡
を
う
け
、府
の
教
育
委

員
会
でいろいろ
話
を
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
偶
然
隣
の
部
屋
に
吹

田
高
校
の
校
長
先
生
が
い
て
話

を
聞
か
れ
、う
ち
に
来
な
い
か

と
言
わ
れ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
と
言
い
ま
し
た
。そ
の
後

退
職
ま
で
吹
田
で
勤
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
若
く
て
健
康
で
体
力
も
あ
り

海
水
浴
や
ス
キ
ー
に
も
つ
れ
て

いって
も
ら
い
ま
し
た
。忘
れ
ら

れ
な
い
の
は
校
内
で
生
徒
の
死

に
会
っ
た
こ
と
で
す
。柔
道
部

員
そ
の
後
野
球
部
員
の
二
人
で

事
故
さ
え
な
け
れ
ば
も
う
幾
つ

に
な
る
か
な
と
思
っ
た
り
し
ま

す
。昭
和
47
年
に
関
節
リ
ウ
マ

チ
と
わ
か
り
、疲
れ
る
よ
う
に

な
り
そ
の
後
は
皆
さ
ん
の
助
け

も
か
り
な
が
ら
勤
め
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

③
足
に
痛
み
が
あ
り
歩
く
の
は
苦

手
で
す
。幸
い
自
動
車
の
運
転

は
楽
で
夏
は
よ
く
信
州
に
行
き

ま
す
。し
か
し
病
気
も
よ
く
し

ま
し
た
。入
院
は
3
回
で
す
。

平
成
8
年
咽
頭
癌
、平
成
1
0

年
左
大
腿
骨
頚
部
骨
折
平
成

1
2
年
胸
部
大
動
脈
瘤
手
術

で
よ
く
な
る
病
気
は
よ
い
が
、

今
も一生
治
療
を
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
病
気
を
3
つ
も
ち
、

飲
ん
で
い
る
薬
も
1
0
種
類
、

病
院
通
い
を
続
け
て
い
ま
す
。

楽
し
み
は
日
帰
り
温
泉
に
行

く
こ
と
。時
に
は
遠
く
へ
も
行

き
ま
す
。近
所
の
人
6
人
が
碁

を
う
ち
に
来
て
、終
わって
か
ら

の
話
も
楽
し
い
で
す
。 

   

昭和43年頃の三木先生 

このコーナーでは吹田高校時代の懐かしい先生方
の消息を知りたいという多くの希望により、順次
掲載させて頂きます。 
消息を知りたい先生のリクエストをお待ちします。 
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平
塚
　

冨
士
雄
　

先
生（
神
戸
市
） 

      ①
数
学
　
昭
和
39
年
〜
昭
和
57
年
 

②
赴
任
し
た
当
時
の
学
校
の
周
り

は
、エ
ビ
オ
ス
の
建
物
が
目
に
付

く
程
度
、の
ど
か
な
風
景
に
囲

ま
れ
た
三
階
建
の
白
い
本
館
が

印
象
的
で
し
た
。校
内
に
は
自

由
で
民
主
的
、何
事
に
も
前
向

き
で
意
欲
的
な
姿
勢
と
熱
意
が

漲
って
い
ま
し
た
。職
員
会
議
で

の
夜
ま
で
続
く
熱
心
な
討
議
、

準
備
室
で
の
和
や
か
な
楽
し
い

語
ら
い
、懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

生
徒
諸
君
も
皆
明
る
く
素
直
で

し
た
。校
舎
増
築
の
中
蒸
し
風

呂
の
よ
う
な
プ
レハブ
教
室
で
の

汗
だ
く
の
授
業
、野
外
活
動
で

の
唐
松
岳
登
山
、白
馬
で
の
ス
キ

ー
、飯
盒
炊
さ
ん
、文
化
祭
で
の

模
擬
店
、体
育
祭
で
の
仮
装
行

列
や
応
援
合
戦
、耐
寒
マラ
ソ
ン
、

ク
ラ
ブ
活
動
で
夕
闇
の
中
で
追
っ

た
白
球
等
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
で
す
。後
年
は
主
と
し
て
進

路
指
導
に
関
わ
り
ま
し
た
が
、

あ
の
と
き
に
進
学
・
就
職
さ
れ

た
生
徒
の
皆
さ
ん
も
現
在
は
各
々

の
分
野
で
大
い
に
活
躍
さ
れ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。ご
健

闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

③
吹
田
高
校
か
ら
東
淀
川
高
校
に

転
勤
し
ま
し
た
。平
成
6
年
に

公
立
高
校
を
退
職
し
た
後
、私

学
の
明
浄
学
院
高
校
で
勤
務
し
、

68
才
で
教
壇
を
退
き
ま
し
た
。一

昨
年
に
古
稀
を
迎
え
ま
し
た
。

最
近
は
パソ
コ
ン・
読
書
・デ
ジ
カ

メ
、そ
れ
に
腹
周
り
と
血
圧
を
気

に
は
じ
め
た
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
で
元
気
に
過
し
て
い
ま
す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、阪
神
大

震
災
で
被
災
し
た
折
に
は
多
く

の
吹
田
高
校
の
関
係
の
方
々
か

ら
暖
か
い
励
ま
し
、ご
支
援
を
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
大
林
　
幸
太
郎
さ
ん
（
大
阪
市
消
防
局
北
消
防
署
）
 

今
井
　
達
也
さ
ん
　
（
吹
田
市
消
防
本
部
）
 

51
期
生
 

頼
も
し
さ
と
か
っ
こ
よ
さ
に

惹
か
れ
て
 

 Q
 

消
防
士
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
は
？
 

大
林
　「
消
防
士
っ
て
か
っ
こ

い
い
な
ぁ
！
」
と
興
味
を
持
ち

始
め
た
の
は
中
学
生
の
頃
。
漠

然
と
し
た
そ
の
”夢
“が
、
高
校

3
年
で
確
か
な
”目
標
“へ
と
変

わ
り
採
用
試
験
を
受
け
ま
し
た
。

吹
高
時
代
、
野
球
部
で
鍛
え
て

い
た
の
で
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
筆
記
試
験
が
難

し
く
苦
戦
し
ま
し
た
。
職
務
に

つ
い
て
か
ら
知
っ
た
の
で
す
が
、

『
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
職
業
No.1
』

に
挙
げ
ら
て
い
る
と
聞
き
、
改

め
て
こ
の
道
を
選
ん
で
よ
か
っ
 

た
と
思
い
ま
し
た
。
 

今
井
　
僕
が
消
防
士
に
憧
れ
を

持
っ
た
の
は
小
学
4
年
生
の
時
。

淡
路
島
に
父
方
の
お
墓
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
裏
山
が
崩
れ
、
墓
地
が
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

し
て
修
復
に
行
っ
た
際
、
非
番

だ
っ
た
消
防
士
さ
ん
が
手
伝
っ

て
く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
お
年
寄
り
か
ら

も
頼
り
に
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

優
し
さ
と
頼
も
し
さ
に
惹
か
れ

ま
し
た
。
 

署
内
の
炊
事
か
ら
レ
ス
キ
ュ
ー

ま
で
多
彩
な
業
務
 

　
 

Q
 
消
防
士
な
っ
た
感
想
は
？
 

大
林
「
消
火
」
と
「
救
助
」
、

そ
し
て
「
救
急
」
の
業
務
で
現

場
に
出
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
署
に
い
る
と
き
に
も
風
呂

掃
除
か
ら
炊
事
ま
で
、
す
る
べ

き
仕
事
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
び
っ

く
り
。
こ
れ
は
想
像
し
て
い
な

か
っ
た
部
分
な
の
で
驚
き
ま
し

た
が
、
出
動
要
請
が
か
か
ら
ず

署
内
の
雑
務
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
世
の
中
が
落
ち
着
い
て

い
る
ん
だ
…
と
思
う
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
他
に
も
、
地
域

の
消
火
栓
の
点
検
や
高
齢
者
の

お
宅
の
訪
問
、
建
物
の
防
火
対

策
の
調
査
な
ど
、
本
当
に
業
務

が
多
彩
な
ん
で
す
よ
。
 

今
井
　
僕
は
救
急
救
助
課
に
所

属
し
て
い
る
の
で
、
レ
ス
キ
ュ
ー

業
務
が
担
当
で
す
。
普
段
は
い

ろ
い
ろ
な
状
況
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
朝
か
ら
晩
ま
で
訓
練
の

毎
日
。
現
在
、
僕
の
い
る
吹
田

市
の
消
防
署
が
所
有
す
る
救
急

車
は
6
台
で
、
大
阪
府
下
で
は

52
台
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
出

動
要
請
は
府
下
全
域
で
年
間
約

20
万
回
、
1
日
に
20
回
要
請
が

か
か
る
署
も
あ
る
よ
う
で
す
。
酔
っ

て
倒
れ
た
人
を
運
ぶ
こ
と
や
電

車
に
挟
ま
れ
た
人
を
救
出
す
る

こ
と
な
ど
様
々
。
一
刻
を
争
っ

た
り
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ

た
り
で
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

と
と
も
に
責
任
も
伴
う
大
変
な

仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
防
署
は
24
時
間
勤
務
し
た
ら

次
の
24
時
間
が
オ
フ
。
特
殊
な

勤
務
体
制
な
の
で
、
他
の
友
達

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
る

の
も
大
変
な
職
業
で
す
（
笑
）
。
 

3
年
間
の
部
活
で
得
た
 

体
力
、
礼
儀
そ
し
て
友
達
 

 Q
.
ど
ん
な
高
校
時
代
で
し
た
か
？
 

今
井
　
野
球
部
だ
っ
た
の
で
、

朝
練
に
始
ま
り
、
授
業
中
に
体

力
を
回
復
さ
せ
て
放
課
後
は
日

が
暮
れ
る
ま
で
練
習
。
ま
さ
に

部
活
部
活
の
3
年
間
で
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
れ
ば
、
先
生
で

も
来
客
者
で
も
そ
ば
を
通
る
人
に

は
挨
拶
を
欠
か
さ
ず
、
体
力
や
根

性
と
一
緒
に
マ
ナ
ー
も
身
に
つ
い

た
よ
う
な
…
　
そ
れ
か
ら
、
今

で
も
週
に
一
度
は
集
ま
る
か
け

が
え
の
な
い
友
達
が
で
き
た
の

も
高
校
時
代
で
し
た
。
 

大
林
　
僕
は
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ

た
こ
と
で
大
き
く
成
長
し
ま

し
た
。
精
神
的
に
強
く
な
り
、

何
に
対
し
て
も
前
向
き
に
考

え
て
取
り
く
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
部
員
た
ち
の
気
持

ち
を
盛
り
上
げ
る
技
も
身
に

付
き
ま
し
た
ね
。
あ
の
頃
を

思
い
出
し
、
最
近
、
野
球
部

時
代
の
仲
間
と
草
野
球
の
チ
ー

ム
を
作
り
ま
し
た
。
 

焦
ら
ず
、
今
こ
の
瞬
間
瞬

間
を
大
切
に
！
 

 Q
 

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
後
輩

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
 

大
林
　
新
た
に
「
救
命
士
に

な
る
」
と
い
う
目
標
が
で
き

た
の
で
、
忙
し
く
て
も
疲
れ

て
い
て
も
毎
日
1
時
間
は
救

命
士
の
本
を
読
む
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
よ
り
迅
速
、
的

確
な
処
置
で
ダ
メ
ー
ジ
を
最

小
限
に
留
め
て
助
け
た
い
。

今
は
、
小
さ
な
試
み
で
す
が
、

ケ
ガ
や
不
安
で
動
揺
し
て
い

る
方
の
心
を
ほ
ぐ
す
た
め
に
、

救
急
車
の
中
で
は
知
り
合
い

の
よ
う
な
口
調
で
話
し
か
け

て
い
ま
す
。
 

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
…
 

大
林
　
僕
は
早
く
に
夢
を
持

ち
ま
し
た
が
、
も
し
今
夢
が

な
く
て
も
焦
ら
な
い
で
欲
し
い
。

慌
て
て
何
か
に
決
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
事
を
見
て
体
験
し
な
が
ら
、

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
が
見

つ
か
る
ま
で
、
探
し
続
け
て

く
だ
さ
い
。
 

今
井
　
火
災
現
場
で
は
15 
cm

先
も
見
え
な
い
ほ
ど
の
煙
と
、

い
つ
崩
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

天
井
や
床
。
訓
練
を
し
て
い

て
も
怖
い
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
で
も
そ
の
中
か

ら
誰
か
を
救
出
し
た
と
き
や
、

壊
れ
た
車
か
ら
助
け
出
し
た

人
の
ほ
っ
と
し
た
表
情
を
見

る
と
き
、
言
い
知
れ
な
い
達

成
感
に
包
ま
れ
ま
す
。
大
き

な
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
僕

の
目
標
は
、
今
で
き
る
最
善

を
尽
く
す
の
み
。
後
輩
の
み

な
さ
ん
、
高
校
3
年
間
は
思
っ

て
い
る
よ
り
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
仲

間
と
の
出
会
い
や
先
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
大
切
に
、
そ
の

瞬
間
、
瞬
間
を
精
一
杯
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

  
本　　社 〒533-0004 
 大阪市東淀川区小松1丁目16番25号 
T　E　L 06-6328-4123　 
F　A　X 06-6328-6641 
U　R　L http://www.miyagawa.co.jp 
生産拠点 国内：大阪・滋賀・広島 
 海外：タイ・中国 

プラスチック＆ファインセラミックスで新未来を創造 

宮川化成工業株式会社 
ダンスの効果？　若さと健康とときめき 

〒567-0897　茨木市主原町6番4号 
TEL/FAX （072）633-3038

児島ダンススクール 
児島利子（21期） 
（旧姓　新地） 

・・・・ 

　先の平成十一年の『創立五十周
年記念誌』に続き、小生が学んだ『広
島高等師範学校』と、同窓の皆様方。
ピカドン直後のヒロシマの思い出
を簡単に記述さして頂くことが出
来ることを感謝致します。さて、
小生の父母は共に師範学校を卒業
して、教員生活をしていました。
小生も戦後、自然と父母の跡を進
む道を選んでいました。小学校時
代から『地理』が好きで、京都府
立京都第三中学校から、戦争のた
めの疎開で、京都府立宮津中学校
に転校した宮津には日本三景のひ
とつ『天の橋立』があり、小生の
フィールドでもあった。教員とし
て地理学を学ぶためには、高等師
範学校へ進学するのが道で、戦後
の大変な経済の中で、授業料不要
の上に、毎月『給費』といって当
時の金で最初は二百円（後には値
上げ）が頂けるのも魅力であった。
当時は、東京・広島の他に、金沢・
岡崎にも学校が新設されていた。
金沢は父の郷里であり、受験も一
度は考えたが、父が勤務していた
宮津高等女学校の先生の弟さんU氏
（宮津市由良在）が、広島で西洋
史を学んで居られて、地理科の教
授の専門は『地形学』で、地形関
係が出題と教えて頂いた。また、
近くに居られた国史科のK氏（宮津
市白柏在）にもいろいろ教えて頂き、
四校の受験案内を取ったものの、
結局広島を受験することにした。

昭和二十三年春に、K氏のバラック
建の家に世話になり受験。板の間
にゴザを敷き、机は『りんご箱』
であった。戦後二年半のヒロシマ
は、まだピカドンの影響で、広島
駅から市内中央部まで見通せる状
態で、学校は、元陸軍の煉瓦造り
の被服倉庫の跡であり、前の女子
高校のグランドでは、発足した広
島カープの野球選手が練習をして
居た。寮は旧制山中女学校の廃墟
に急造された建物で、側の体育館
はピカドンで鉄筋が折れ曲がり、
倒れたままの状態で、瓦礫の中か
ら女学生の頭蓋骨が発見された。
小生は、その後、寮生活からピカ
ドンから助かった家々を転々と捜
して、何とか勉学を続けることが
出来た。入学四年目の秋には、やっ
と市内にも建物が建ちはじめてきた。
丁度、吹田高校が新設された二年
目の秋である。初代の小松忠雄校
長先生が、わざわざ広島高等師範
学校を訪ねて来て下さり、小生、
面接の上、直後に採用の通知を下さっ
た。その時、同時に数学の広田恒
一先生・西洋史の高倉靖先生も採
用が内定されて居た。当時の教頭
は瀬ノ口力雄先生。社会科の末中
哲夫先生。数学の増田利明・門田
弘先生。理科の宮崎邦彦先生も共
に広島の卒業生であり、色々とお
世話になった。ヒロシマには今で
もいろいろな思い出が残る。 

（平成19年2月18日記） 

同窓とヒロシマ 同窓とヒロシマ 
本多 康男先生 

小笠原憲一君（49期）のお母さんからクリスマスカードが届きました。
2005年6月に小笠原君の心臓移植手術を支援するためスタートし
た募金活動は2005年の8月31日で終了し、皆さまのおかげで目標額
を達成しました。現在憲一君はドイツの医療機関で心臓移植を受け
るため待機しています。次号の鳳志会プレスでは憲一君の手術が
無事に行われ、元気に帰国した様子を報告できるよう祈っています。 

今井達也さん（左）と大林幸太郎さん（右） 

レスキュー隊の今井さん 

訓練中の大林さん 

〃
 

恩師の訃報が届きました。 
謹んでご冥福をお祈り致します 
松田　江利子先生〈英語〉 平成17年1月14日 逝去 
吉田（菊池）広史先生〈社会〉 平成17年5月5日 〃 
井上（中川）幹子先生〈国語〉 平成17年10月11日 〃 
三宅　芳弘先生〈英語〉 平成18年2月1日 〃 
河合　康夫先生〈保体〉 平成18年7月14日 〃 
松尾　緑郎先生〈理科〉 平成18年11月17日 〃 
大川　婦美子先生〈家庭〉  平成19年2月22日 〃 

５０期生田中京亮君（野球部OB） 
現在、首都大学東京の４回生でアメリカンフット
ボール部のＱＢ・副将を務めています。関東学生
オールスターにも選抜！され、昨年の１２／２３（土）
に万博公園のフットボール場で行われた関西学
生オールスターと対戦しました。２７対１４で関東
学生の勝利に貢献しました。 

５1期生山本敏充君（野球部OB） 
昨年の１２／１７（日）後楽園ホールで行われた
全日本ボクシング新人王決定戦は残念ながら…
６回判定で敗戦となりました。しかし敵地に乗り
込んでの善戦！以後は８回戦で戦います。引き続
きご声援下さい！ 

卒業生情報募集 
このコーナーでは卒業生の 
活躍を紹介しています。 
自薦、他薦は問いません。 
情報お待ちしています。 

取締役社長　宮川征四郎（8期） 
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①教科、在職期間　 
②在校時代の記憶に残っていること　 
③近況報告 

茶道具、花入れ、食器、クラフト 味舌隆司（18期 ） 

  
　陶芸教室会員募集中 

吹田市新芦屋下7-12 
　TEL06-6875-2884 
　FAX06-6877-3191

味 舌 陶 房  
家庭料理 

〒564-0062 
吹田市広芝町11-1-201 
TEL（06）6338-1109

よ し だ  
取締役　松清　満子（9期） 

（旧姓　中瀬古） 吉田みどり（9期） 〒564-0082　吹田市片山町3丁目31-17 
TEL（06）6387-3355 
FAX（06）6387-3363 
ace@sutv.zaq.ne.jp 

http://www.sutv.zaq.ne.jp/ace

（有）エース住研 
不動産仲介  

ナカ　セ　コ 

11

〒564-0002　吹田市岸部中3-19-11 
TEL06-6387-1415 
FAX06-6387-1242

理事長  
小 谷 澄 信（8期） 

学校法人　敬愛学園 
社会福祉法人敬愛福祉会 

〒564-0071　吹田市西の庄町3-11
TEL　06-6388-0775　FAX　06-6387-5340

株式会社 ヤオウメ 
代表取締役　寺西　孝年 

代表取締役 
　寺西 孝年（5期） 
専務取締役 
　寺西 清（14期） 
　堤 政江（3期） 
　（旧姓　寺西 政江） 

甘藷・鶏卵・殺菌液卵・生液卵・卵黄・卵白 

土地・建物・貸家・マンション・アパート 

代表取締役　西本　勝（7期生） 
摂津市千里丘2丁目10番1-110 フォルテ摂津1F

http://www.sogo2103.com
1072-622-6072 （代）　FAX072-622-6678

大阪府知事免許（10）14147号 

売買・仲介・管理 

相互不動産株式会社 唐澤　八洲仁（14期 ） 

〒530-0047 大阪市北区西天満3丁目3番17号 
 ルアンジュ南森町502号 

106-6365-9002　FAX06-6365-9011

唐澤司法書士事務所 
司法書士 

1
期
生
　
松
田
　
弘
さ
ん
 

（
高
槻
市
在
住
） 

　
新
聞
の
社
長
就
任
の
記
事
の

年
令
、
死
亡
欄
の
年
令
等
を
見

て
私
よ
り
若
い
人
が
多
い
こ
と

を
知
っ
て
自
分
の
年
令
の
重
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
昨
今
で

す
。
 

　
私
は
60
才
か
ら
80
才
の
20
年

間
が
最
も
充
実
し
た
人
生
だ
と

思
い
ま
す
。
ひ
ま
が
あ
っ
て
資

金
も
そ
こ
そ
こ
あ
り
趣
味
が
あ

れ
ば
よ
い
と
考
え
ま
す
。
こ
の

時
期
に
大
い
に
人
生
を
楽
し
む

べ
き
で
す
。
と
こ
ろ
が
困
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
健
康
の
点
で

す
。
吹
田
高
校
時
代
の
1
期
生

で
グ
ル
メ
会
を
10
年
来
や
っ
て

お
り
増
田
先
生
、
小
林
君
、
砂

子
君
、
馬
場
君
、
橋
本
さ
ん
外

10
名
位
で
毎
月
食
事
会
を
行
っ

て
い
ま
す
が
最
近
は
体
調
の
悪

い
人
が
多
く
全
員
そ
ろ
う
事
が

あ
り
ま
せ
ん
。
体
の
管
理
の
事

が
大
事
に
な
っ
て
来
ま
し
た
残

り
の
10
年
位
を
如
何
に
し
て
送

る
か
と
云
う
こ
と
で
す
。
 

そ
こ
で
私
の
趣
味
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
。
 

俳
句
。
俳
句
は
17
語
か
ら
な
る

短
い
詩
で
あ
り
季
語
を
含
む
も

の
で
す
。
私
は
切
れ
が
好
き
で
す
。

「
や
」
「
け
り
」
「
か
な
」
等

が
あ
り
ま
す
切
れ
を
使
う
こ
と

に
よ
り
俳
句
が
引
き
し
ま
り
ま
す
。

私
の
人
生
に
あ
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
芭
蕉
に
な
っ
た
つ
も
り

で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
歩
き
な

が
ら
散
歩
の
途
中
で
作
っ
て
お

り
ま
す
。
最
近
の
も
の
で
す
。
 

           詩
吟
。
始
め
て
よ
り
2
年
目
初

段
に
な
り
ま
し
た
歌
う
時
の
姿

勢
、
歌
う
タ
イ
ム
外
う
る
さ
い

が
ガ
マ
ン
し
て
や
っ
て
い
る
大

き
な
声
を
出
す
の
で
健
康
に
良

い
と
考
え
ま
す
。
好
き
な
題
と
 

し
て
次
の
も
の
が
あ
る
。
 

             3
月
に
2
回
、
4
月
に
1
回
発

表
会
を
控
え
練
習
に
ガ
ン
バ
ッ

て
お
り
ま
す
。
 

カ
ラ
オ
ケ
。
10
年
間
程
度
や
っ

て
お
り
夢
灯
り
会
　
シ
ダ
ツ
ク
会
、

じ
ゃ
が
い
も
会
で
毎
月
カ

ラ
オ
ケ
会
を
や
っ
て
お
り

時
間
が
あ
れ
ば
練
習
し
て

お
り
ま
す
。
私
の
歌
い
方

は
姿
勢
を
良
く
口
を
大
き

く
あ
け
て
や
っ
て
い
ま
す
。

京
都
や
金
沢
の
歌
碑
の
入
っ

た
曲
が
好
き
で
す
。
金
沢

の
雨
、
金
沢
作
宵
月
等
が

好
き
で
5
歌
手
と
し
て
は

渥
美
二
郎
、
宮
路
オ
サ
ム
、

山
崎
て
い
じ
、
川
中
美
幸

を
よ
く
歌
い
ま
す
。
先
日

老
人
会
の
カ
ラ
オ
ケ
会
を

や
り
皆
元
気
に
歌
い
う
れ
し
く

感
じ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
老

人
ホ
ー
ム
等
で
カ
ラ
オ
ケ
会
を

や
ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
 

喫
茶
店
め
ぐ
り
。
コ
ー
ヒ
ー
が

好
き
で
す
。
詩
吟
、
カ
ラ
オ
ケ

の
前
に
飲
ん
で
コ
ー
ヒ
ー
の
力

で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
喫
茶
店

へ
入
り
の
ん
び
り
し
な
が
ら
店

内
を
な
が
め
、
こ
れ
か
ら
の
計

画
を
た
て
ま
す
。
そ
し
て
自
分

の
事
を
考
え
ま
す
。
元
気
に
生

活
し
て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く

感
じ
ま
す
。
近
く
の
人
と
話
を

し
カ
ラ
オ
ケ
仲
間
に
な
っ
た
人

も
い
ま
す
。
特
に
店
の
オ
ー
ナ
ー

と
話
し
合
い
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
。
 

散
歩
。
私
は
6
時
に
起
き
て
日

の
出
を
待
っ
て
い
た
近
所
を
20

分
程
度
歩
き
ヤ
ル
気
を
引
き
出

し
ま
す
。
昇
る
太
陽
を
ぼ
ん
や

り
眺
め
て
い
る
と
や
は
り
あ
り

が
た
い
と
い
う
気
が
し
て
来
ま

す
。
午
後
用
事
が
な
け
れ
ば
芥

川
の
堤
防
を
空
を
見
な
が
ら
歩

き
ま
す
。
宇
宙
の
大
き
さ
を
感

じ
て
私
の
気
分
を
晴
れ
が
ま
し

く
感
じ
ま
す
。
私
は
血
圧
が

1
5
2
―
72
と
や
や
高
い
の
で

血
圧
を
下
げ
て
い
ま
す
。
 

の
ん
び
り
生
き
た
い
、
ゆ
っ
く

り
歩
き
た
い
、
ク
ヨ
ク
ヨ
考
え

て
い
る
時
間
は
な
い
楽
し
い
事

が
来
る
と
云
う
い
わ
ゆ
る
ホ
イ

ホ
イ
人
生
を
し
て
い
ま
す
。
私

の
持
論
と
し
て
お
り
ま
す
。
人

間
の
賞
味
期
間
を
切
ら
さ
な
い

事
を
や
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ

の
年
に
な
っ
て
も
残
り
の
人
生

を
ど
の
様
に
し
て
送
ろ
う
か
と

迷
っ
て
い
る
私
で
す
。
 

最
後
に
鳳
志
会
、
鳳
一
会
の
ま

す
ま
す
の
発
展
と
会
員
の
皆
様

の
健
康
を
祈
願
し
て
終
り
と
致

し
ま
す
。
 

竹
内
　一浩 

先
生（
高
知
市
） 

      ①
英
語
科
 

　
1
9
6
9
年
4
月
〜
1
9
9
1

年
3
月（
22
年
） 

②
も
う
40
年
近
く
も
前
の
こ
と
な

の
で
、守
秘
義
務
も
時
効
に
なっ

て
い
る
と
思
う
の
で
あ
え
て
書

き
ま
す
。大
学
を
出
て
す
ぐ
に

吹
田
高
校
に
赴
任
し
た
年
に
、

大
き
な
案
件
が
補
導
会
議
に

掛
か
り
ま
し
た
。十
数
人
が
十

数
件
の
集
団
万
引
き
に
係
わ
っ

た
の
で
す
。原
案
は
そ
の
う
ち

数
人
を
退
学
に
す
る
と
い
う
も

の
で
し
た
。説
明
に
よ
り
ま
す
と
、

こ
の
生
徒
た
ち
は
そ
れ
ま
で
は一

度
も
補
導
会
議
に
掛
か
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。私

は
大
学
の
教
育
学
の
授
業
で
、

高
校
に
お
け
る
懲
戒
処
分
は
あ

く
ま
で
教
育
的
視
点
か
ら
行
わ

れ
る
べ
き
で
あ
り
、報
復
・
見
せ

し
め
で
あって
は
な
ら
な
い
と
習っ

て
い
ま
し
た
の
で
、新
任
で
は
あ

り
ま
し
た
が「一度
で
も
指
導
し

た
あ
と
な
ら
ば
退
学
に
も
反
対

し
な
い
が
、い
き
な
り
退
学
で
は

学
校
の
社
会
に
対
す
る
責
任
放

棄
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。停

学
に
し
て
指
導
す
べ
き
だ
」と

発
言
し
ま
し
た
。こ
れ
は
全
く

の「
正
論
」で
す
の
で
有
効
な
反

論
は
な
く
、何
人
か
の
若
い
先

生
も
賛
成
し
て
下
さ
り
、会
議

の
雰
囲
気
が
変
わ
って
原
案
は

否
決
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し
停

学
案
も
簡
単
に
は
通
ら
ず
、結

局
午
後
10
時
過
ぎ
ま
で
の
会
議

を
3
度
ほ
ど
か
け
て
や
っ
と
決

ま
り
ま
し
た
。こ
の
生
徒
た
ち

は
そ
の
後
何
の
問
題
を
起
こ
す

こ
と
も
な
く
全
員
無
事
卒
業
し

ま
し
た
。私
は
こ
の
学
年
の
ク
ラ

ス
担
任
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、も
う
50
才
台
に
な
って

い
る
そ
の
卒
業
生
た
ち
の
そ
の

後
の
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
り
ま

せ
ん
が
、き
っ
と
立
派
な
人
生
を

歩
ん
で
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

③
吹
田
高
校
で
は
も
ち
ろ
ん
組
合

に
入
り
、3
年
目
に
分
会
長
に

推
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、ク
ラ

ス
担
任
を
す
る
か
、組
合
の
長

を
す
る
か
の
教
師
生
活
で
し
た
。

私
と
し
て
は
吹
田
高
校
で
定
年

を
迎
え
た
か
っ
た
の
で
す
が
、22

年
で
強
制
転
勤
さ
せ
ら
れ
、そ

の
後
も
う
一
度
転
勤
し
て
府
立

高
校
30
年
で
退
職
し
、母
校
で

あ
る
高
知
の
土
佐
高
校
に
拾
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。一人
暮
ら
し

の
母
の
具
合
が
悪
く
なった
の
で

す
。現
在
は
そ
こ
も
定
年
に
な
り
、

常
勤
講
師
を
さ
せ
て
も
らって
い

ま
す
。こ
こ
の
と
こ
ろ
若
い
教
師

の
全
員
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、管

理
主
義
的
な
人
が
多
い
こ
と
と
、

組
合
に
入
る
人
が
少
な
い
こ
と

が
心
配
で
す
。世
の
趨
勢
が
そ

う
な
の
で
、彼
ら
ば
か
り
に
責
め

を
負
わ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

な
ん
と
か
し
な
け
れ
ば
日
本
の

教
育
は
危
な
い
と
思
い
ま
す
。 

 中
村
 
洋一 

先
生（
豊
中
市
） 

      ①
商
業
＝
商
業
簿
記・計
算
実
務・

経
済
　
社
会
＝
政
治・経
済
 

　
昭
和
27
年
〜
昭
和
56
年
　
在
職
 

②
戦
中
・
戦
後
に
学
生
生
活
を
経

て
吹
高
の
教
壇
に
立
った
時
、は

じ
め
て
、平
和
を
実
感
し
ま
し
た
。

教
師
生
活
全
体
を
通
じ
て
こ
の

感
動
が
、私
を
推
し
進
め
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。 

　
赴
任
早
々
就
職
担
当
を
命
じ
ら

れ
、2
年
程
見
習
っ
た
上
、3
年

目
か
ら
就
職
係
に
専
念
し
て
途

中
1
年
休
ん
だ
だ
け
で
就
職
屋
。

会
社
人
事
部
に
顔
が
売
れ
ま

し
た
。ク
ラ
ブ
は
珠
算
部・筝
曲

部
か
け
持
ち
。皆
、元
気
に
し

て
る
か
？
 

③
在
職
中
に
学
生
時
代
か
ら
続

け
て
い
た
邦
楽
が
段
々
忙
し
く

な
り
、教
師
を
退
職
し
て
か
ら

は
邦
楽
家
・
作
曲
家
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。邦
楽
と
い
え
ば

退
屈
で
わ
か
り
に
く
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
持
って
い
る
人
が
多

い
と
思
い
ま
す
が
、私
達
か
ら
み

る
と
明
快
で
わ
か
り
易
く
、エ
ネ

ル
ギ
ー
の
供
給
源
と
な
る
の
は

邦
楽
だ
と
思
い
ま
す
。た
だ
し

聞
く
方
は
ク
ラ
シック
音
楽
、J・

ポップ
な
ん
か
は
駄
目
で
難
解
。 

 三
木
 
孝
幸
　
先
生（
長
岡
京
市
） 

      ①
数
学
　
昭
和
32
年
〜
昭
和
60
年
 

②
兵
庫
県
の
高
校
に
勤
め
て
8
年

が
経
っ
た
と
き
知
り
合
い
の
方

か
ら
大
阪
へ
来
る
気
は
あ
り
ま

せ
ん
か
、一度
来
て
下
さ
い
と
言

う
連
絡
を
う
け
、府
の
教
育
委

員
会
でいろいろ
話
を
し
ま
し
た
。

そ
の
と
き
偶
然
隣
の
部
屋
に
吹

田
高
校
の
校
長
先
生
が
い
て
話

を
聞
か
れ
、う
ち
に
来
な
い
か

と
言
わ
れ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
と
言
い
ま
し
た
。そ
の
後

退
職
ま
で
吹
田
で
勤
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

　
若
く
て
健
康
で
体
力
も
あ
り

海
水
浴
や
ス
キ
ー
に
も
つ
れ
て

いって
も
ら
い
ま
し
た
。忘
れ
ら

れ
な
い
の
は
校
内
で
生
徒
の
死

に
会
っ
た
こ
と
で
す
。柔
道
部

員
そ
の
後
野
球
部
員
の
二
人
で

事
故
さ
え
な
け
れ
ば
も
う
幾
つ

に
な
る
か
な
と
思
っ
た
り
し
ま

す
。昭
和
47
年
に
関
節
リ
ウ
マ

チ
と
わ
か
り
、疲
れ
る
よ
う
に

な
り
そ
の
後
は
皆
さ
ん
の
助
け

も
か
り
な
が
ら
勤
め
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

③
足
に
痛
み
が
あ
り
歩
く
の
は
苦

手
で
す
。幸
い
自
動
車
の
運
転

は
楽
で
夏
は
よ
く
信
州
に
行
き

ま
す
。し
か
し
病
気
も
よ
く
し

ま
し
た
。入
院
は
3
回
で
す
。

平
成
8
年
咽
頭
癌
、平
成
1
0

年
左
大
腿
骨
頚
部
骨
折
平
成

1
2
年
胸
部
大
動
脈
瘤
手
術

で
よ
く
な
る
病
気
は
よ
い
が
、

今
も一生
治
療
を
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
病
気
を
3
つ
も
ち
、

飲
ん
で
い
る
薬
も
1
0
種
類
、

病
院
通
い
を
続
け
て
い
ま
す
。

楽
し
み
は
日
帰
り
温
泉
に
行

く
こ
と
。時
に
は
遠
く
へ
も
行

き
ま
す
。近
所
の
人
6
人
が
碁

を
う
ち
に
来
て
、終
わって
か
ら

の
話
も
楽
し
い
で
す
。 

   

昭和43年頃の三木先生 

このコーナーでは吹田高校時代の懐かしい先生方
の消息を知りたいという多くの希望により、順次
掲載させて頂きます。 
消息を知りたい先生のリクエストをお待ちします。 

7 10
　
平
塚
　

冨
士
雄
　

先
生（
神
戸
市
） 

      ①
数
学
　
昭
和
39
年
〜
昭
和
57
年
 

②
赴
任
し
た
当
時
の
学
校
の
周
り

は
、エ
ビ
オ
ス
の
建
物
が
目
に
付

く
程
度
、の
ど
か
な
風
景
に
囲

ま
れ
た
三
階
建
の
白
い
本
館
が

印
象
的
で
し
た
。校
内
に
は
自

由
で
民
主
的
、何
事
に
も
前
向

き
で
意
欲
的
な
姿
勢
と
熱
意
が

漲
って
い
ま
し
た
。職
員
会
議
で

の
夜
ま
で
続
く
熱
心
な
討
議
、

準
備
室
で
の
和
や
か
な
楽
し
い

語
ら
い
、懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

生
徒
諸
君
も
皆
明
る
く
素
直
で

し
た
。校
舎
増
築
の
中
蒸
し
風

呂
の
よ
う
な
プ
レハブ
教
室
で
の

汗
だ
く
の
授
業
、野
外
活
動
で

の
唐
松
岳
登
山
、白
馬
で
の
ス
キ

ー
、飯
盒
炊
さ
ん
、文
化
祭
で
の

模
擬
店
、体
育
祭
で
の
仮
装
行

列
や
応
援
合
戦
、耐
寒
マラ
ソ
ン
、

ク
ラ
ブ
活
動
で
夕
闇
の
中
で
追
っ

た
白
球
等
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い

出
で
す
。後
年
は
主
と
し
て
進

路
指
導
に
関
わ
り
ま
し
た
が
、

あ
の
と
き
に
進
学
・
就
職
さ
れ

た
生
徒
の
皆
さ
ん
も
現
在
は
各
々

の
分
野
で
大
い
に
活
躍
さ
れ
て
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。ご
健

闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

③
吹
田
高
校
か
ら
東
淀
川
高
校
に

転
勤
し
ま
し
た
。平
成
6
年
に

公
立
高
校
を
退
職
し
た
後
、私

学
の
明
浄
学
院
高
校
で
勤
務
し
、

68
才
で
教
壇
を
退
き
ま
し
た
。一

昨
年
に
古
稀
を
迎
え
ま
し
た
。

最
近
は
パソ
コ
ン・
読
書
・デ
ジ
カ

メ
、そ
れ
に
腹
周
り
と
血
圧
を
気

に
は
じ
め
た
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
で
元
気
に
過
し
て
い
ま
す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、阪
神
大

震
災
で
被
災
し
た
折
に
は
多
く

の
吹
田
高
校
の
関
係
の
方
々
か

ら
暖
か
い
励
ま
し
、ご
支
援
を
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
大
林
　
幸
太
郎
さ
ん
（
大
阪
市
消
防
局
北
消
防
署
）
 

今
井
　
達
也
さ
ん
　
（
吹
田
市
消
防
本
部
）
 

51
期
生
 

頼
も
し
さ
と
か
っ
こ
よ
さ
に

惹
か
れ
て
 

 Q
 

消
防
士
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
は
？
 

大
林
　「
消
防
士
っ
て
か
っ
こ

い
い
な
ぁ
！
」
と
興
味
を
持
ち

始
め
た
の
は
中
学
生
の
頃
。
漠

然
と
し
た
そ
の
”夢
“が
、
高
校

3
年
で
確
か
な
”目
標
“へ
と
変

わ
り
採
用
試
験
を
受
け
ま
し
た
。

吹
高
時
代
、
野
球
部
で
鍛
え
て

い
た
の
で
体
力
に
は
自
信
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
筆
記
試
験
が
難

し
く
苦
戦
し
ま
し
た
。
職
務
に

つ
い
て
か
ら
知
っ
た
の
で
す
が
、

『
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
職
業
No.1
』

に
挙
げ
ら
て
い
る
と
聞
き
、
改

め
て
こ
の
道
を
選
ん
で
よ
か
っ
 

た
と
思
い
ま
し
た
。
 

今
井
　
僕
が
消
防
士
に
憧
れ
を

持
っ
た
の
は
小
学
4
年
生
の
時
。

淡
路
島
に
父
方
の
お
墓
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
阪
神
淡
路
大
震

災
で
裏
山
が
崩
れ
、
墓
地
が
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
し
ば
ら
く

し
て
修
復
に
行
っ
た
際
、
非
番

だ
っ
た
消
防
士
さ
ん
が
手
伝
っ

て
く
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
お
年
寄
り
か
ら

も
頼
り
に
さ
れ
て
い
て
、
そ
の

優
し
さ
と
頼
も
し
さ
に
惹
か
れ

ま
し
た
。
 

署
内
の
炊
事
か
ら
レ
ス
キ
ュ
ー

ま
で
多
彩
な
業
務
 

　
 

Q
 
消
防
士
な
っ
た
感
想
は
？
 

大
林
「
消
火
」
と
「
救
助
」
、

そ
し
て
「
救
急
」
の
業
務
で
現

場
に
出
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、
署
に
い
る
と
き
に
も
風
呂

掃
除
か
ら
炊
事
ま
で
、
す
る
べ

き
仕
事
が
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
び
っ

く
り
。
こ
れ
は
想
像
し
て
い
な

か
っ
た
部
分
な
の
で
驚
き
ま
し

た
が
、
出
動
要
請
が
か
か
ら
ず

署
内
の
雑
務
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
は
世
の
中
が
落
ち
着
い
て

い
る
ん
だ
…
と
思
う
と
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
他
に
も
、
地
域

の
消
火
栓
の
点
検
や
高
齢
者
の

お
宅
の
訪
問
、
建
物
の
防
火
対

策
の
調
査
な
ど
、
本
当
に
業
務

が
多
彩
な
ん
で
す
よ
。
 

今
井
　
僕
は
救
急
救
助
課
に
所

属
し
て
い
る
の
で
、
レ
ス
キ
ュ
ー

業
務
が
担
当
で
す
。
普
段
は
い

ろ
い
ろ
な
状
況
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
朝
か
ら
晩
ま
で
訓
練
の

毎
日
。
現
在
、
僕
の
い
る
吹
田

市
の
消
防
署
が
所
有
す
る
救
急

車
は
6
台
で
、
大
阪
府
下
で
は

52
台
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
出

動
要
請
は
府
下
全
域
で
年
間
約

20
万
回
、
1
日
に
20
回
要
請
が

か
か
る
署
も
あ
る
よ
う
で
す
。
酔
っ

て
倒
れ
た
人
を
運
ぶ
こ
と
や
電

車
に
挟
ま
れ
た
人
を
救
出
す
る

こ
と
な
ど
様
々
。
一
刻
を
争
っ

た
り
適
切
な
対
応
が
求
め
ら
れ

た
り
で
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

と
と
も
に
責
任
も
伴
う
大
変
な

仕
事
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

消
防
署
は
24
時
間
勤
務
し
た
ら

次
の
24
時
間
が
オ
フ
。
特
殊
な

勤
務
体
制
な
の
で
、
他
の
友
達

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
る

の
も
大
変
な
職
業
で
す
（
笑
）
。
 

3
年
間
の
部
活
で
得
た
 

体
力
、
礼
儀
そ
し
て
友
達
 

 Q
.
ど
ん
な
高
校
時
代
で
し
た
か
？
 

今
井
　
野
球
部
だ
っ
た
の
で
、

朝
練
に
始
ま
り
、
授
業
中
に
体

力
を
回
復
さ
せ
て
放
課
後
は
日

が
暮
れ
る
ま
で
練
習
。
ま
さ
に

部
活
部
活
の
3
年
間
で
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
出
れ
ば
、
先
生
で

も
来
客
者
で
も
そ
ば
を
通
る
人
に

は
挨
拶
を
欠
か
さ
ず
、
体
力
や
根

性
と
一
緒
に
マ
ナ
ー
も
身
に
つ
い

た
よ
う
な
…
　
そ
れ
か
ら
、
今

で
も
週
に
一
度
は
集
ま
る
か
け

が
え
の
な
い
友
達
が
で
き
た
の

も
高
校
時
代
で
し
た
。
 

大
林
　
僕
は
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ

た
こ
と
で
大
き
く
成
長
し
ま

し
た
。
精
神
的
に
強
く
な
り
、

何
に
対
し
て
も
前
向
き
に
考

え
て
取
り
く
む
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
部
員
た
ち
の
気
持

ち
を
盛
り
上
げ
る
技
も
身
に

付
き
ま
し
た
ね
。
あ
の
頃
を

思
い
出
し
、
最
近
、
野
球
部

時
代
の
仲
間
と
草
野
球
の
チ
ー

ム
を
作
り
ま
し
た
。
 

焦
ら
ず
、
今
こ
の
瞬
間
瞬

間
を
大
切
に
！
 

 Q
 

こ
れ
か
ら
の
目
標
と
後
輩

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
 

大
林
　
新
た
に
「
救
命
士
に

な
る
」
と
い
う
目
標
が
で
き

た
の
で
、
忙
し
く
て
も
疲
れ

て
い
て
も
毎
日
1
時
間
は
救

命
士
の
本
を
読
む
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
よ
り
迅
速
、
的

確
な
処
置
で
ダ
メ
ー
ジ
を
最

小
限
に
留
め
て
助
け
た
い
。

今
は
、
小
さ
な
試
み
で
す
が
、

ケ
ガ
や
不
安
で
動
揺
し
て
い

る
方
の
心
を
ほ
ぐ
す
た
め
に
、

救
急
車
の
中
で
は
知
り
合
い

の
よ
う
な
口
調
で
話
し
か
け

て
い
ま
す
。
 

後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
…
 

大
林
　
僕
は
早
く
に
夢
を
持

ち
ま
し
た
が
、
も
し
今
夢
が

な
く
て
も
焦
ら
な
い
で
欲
し
い
。

慌
て
て
何
か
に
決
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ

な
事
を
見
て
体
験
し
な
が
ら
、

本
当
に
や
り
た
い
こ
と
が
見

つ
か
る
ま
で
、
探
し
続
け
て

く
だ
さ
い
。
 

今
井
　
火
災
現
場
で
は
15 
cm

先
も
見
え
な
い
ほ
ど
の
煙
と
、

い
つ
崩
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

天
井
や
床
。
訓
練
を
し
て
い

て
も
怖
い
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
で
も
そ
の
中
か

ら
誰
か
を
救
出
し
た
と
き
や
、

壊
れ
た
車
か
ら
助
け
出
し
た

人
の
ほ
っ
と
し
た
表
情
を
見

る
と
き
、
言
い
知
れ
な
い
達

成
感
に
包
ま
れ
ま
す
。
大
き

な
こ
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
僕

の
目
標
は
、
今
で
き
る
最
善

を
尽
く
す
の
み
。
後
輩
の
み

な
さ
ん
、
高
校
3
年
間
は
思
っ

て
い
る
よ
り
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
仲

間
と
の
出
会
い
や
先
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
大
切
に
、
そ
の

瞬
間
、
瞬
間
を
精
一
杯
過
ご

し
て
く
だ
さ
い
。
 

 

  
本　　社 〒533-0004 
 大阪市東淀川区小松1丁目16番25号 
T　E　L 06-6328-4123　 
F　A　X 06-6328-6641 
U　R　L http://www.miyagawa.co.jp 
生産拠点 国内：大阪・滋賀・広島 
 海外：タイ・中国 

プラスチック＆ファインセラミックスで新未来を創造 

宮川化成工業株式会社 
ダンスの効果？　若さと健康とときめき 

〒567-0897　茨木市主原町6番4号 
TEL/FAX （072）633-3038

児島ダンススクール 
児島利子（21期） 
（旧姓　新地） 

・・・・ 

　先の平成十一年の『創立五十周
年記念誌』に続き、小生が学んだ『広
島高等師範学校』と、同窓の皆様方。
ピカドン直後のヒロシマの思い出
を簡単に記述さして頂くことが出
来ることを感謝致します。さて、
小生の父母は共に師範学校を卒業
して、教員生活をしていました。
小生も戦後、自然と父母の跡を進
む道を選んでいました。小学校時
代から『地理』が好きで、京都府
立京都第三中学校から、戦争のた
めの疎開で、京都府立宮津中学校
に転校した宮津には日本三景のひ
とつ『天の橋立』があり、小生の
フィールドでもあった。教員とし
て地理学を学ぶためには、高等師
範学校へ進学するのが道で、戦後
の大変な経済の中で、授業料不要
の上に、毎月『給費』といって当
時の金で最初は二百円（後には値
上げ）が頂けるのも魅力であった。
当時は、東京・広島の他に、金沢・
岡崎にも学校が新設されていた。
金沢は父の郷里であり、受験も一
度は考えたが、父が勤務していた
宮津高等女学校の先生の弟さんU氏
（宮津市由良在）が、広島で西洋
史を学んで居られて、地理科の教
授の専門は『地形学』で、地形関
係が出題と教えて頂いた。また、
近くに居られた国史科のK氏（宮津
市白柏在）にもいろいろ教えて頂き、
四校の受験案内を取ったものの、
結局広島を受験することにした。

昭和二十三年春に、K氏のバラック
建の家に世話になり受験。板の間
にゴザを敷き、机は『りんご箱』
であった。戦後二年半のヒロシマ
は、まだピカドンの影響で、広島
駅から市内中央部まで見通せる状
態で、学校は、元陸軍の煉瓦造り
の被服倉庫の跡であり、前の女子
高校のグランドでは、発足した広
島カープの野球選手が練習をして
居た。寮は旧制山中女学校の廃墟
に急造された建物で、側の体育館
はピカドンで鉄筋が折れ曲がり、
倒れたままの状態で、瓦礫の中か
ら女学生の頭蓋骨が発見された。
小生は、その後、寮生活からピカ
ドンから助かった家々を転々と捜
して、何とか勉学を続けることが
出来た。入学四年目の秋には、やっ
と市内にも建物が建ちはじめてきた。
丁度、吹田高校が新設された二年
目の秋である。初代の小松忠雄校
長先生が、わざわざ広島高等師範
学校を訪ねて来て下さり、小生、
面接の上、直後に採用の通知を下さっ
た。その時、同時に数学の広田恒
一先生・西洋史の高倉靖先生も採
用が内定されて居た。当時の教頭
は瀬ノ口力雄先生。社会科の末中
哲夫先生。数学の増田利明・門田
弘先生。理科の宮崎邦彦先生も共
に広島の卒業生であり、色々とお
世話になった。ヒロシマには今で
もいろいろな思い出が残る。 

（平成19年2月18日記） 

同窓とヒロシマ 同窓とヒロシマ 
本多 康男先生 

小笠原憲一君（49期）のお母さんからクリスマスカードが届きました。
2005年6月に小笠原君の心臓移植手術を支援するためスタートし
た募金活動は2005年の8月31日で終了し、皆さまのおかげで目標額
を達成しました。現在憲一君はドイツの医療機関で心臓移植を受け
るため待機しています。次号の鳳志会プレスでは憲一君の手術が
無事に行われ、元気に帰国した様子を報告できるよう祈っています。 

今井達也さん（左）と大林幸太郎さん（右） 

レスキュー隊の今井さん 

訓練中の大林さん 

〃
 

恩師の訃報が届きました。 
謹んでご冥福をお祈り致します 
松田　江利子先生〈英語〉 平成17年1月14日 逝去 
吉田（菊池）広史先生〈社会〉 平成17年5月5日 〃 
井上（中川）幹子先生〈国語〉 平成17年10月11日 〃 
三宅　芳弘先生〈英語〉 平成18年2月1日 〃 
河合　康夫先生〈保体〉 平成18年7月14日 〃 
松尾　緑郎先生〈理科〉 平成18年11月17日 〃 
大川　婦美子先生〈家庭〉  平成19年2月22日 〃 

５０期生田中京亮君（野球部OB） 
現在、首都大学東京の４回生でアメリカンフット
ボール部のＱＢ・副将を務めています。関東学生
オールスターにも選抜！され、昨年の１２／２３（土）
に万博公園のフットボール場で行われた関西学
生オールスターと対戦しました。２７対１４で関東
学生の勝利に貢献しました。 

５1期生山本敏充君（野球部OB） 
昨年の１２／１７（日）後楽園ホールで行われた
全日本ボクシング新人王決定戦は残念ながら…
６回判定で敗戦となりました。しかし敵地に乗り
込んでの善戦！以後は８回戦で戦います。引き続
きご声援下さい！ 

卒業生情報募集 
このコーナーでは卒業生の 
活躍を紹介しています。 
自薦、他薦は問いません。 
情報お待ちしています。 

取締役社長　宮川征四郎（8期） 



一
年
間
の
ク
ラ
ブ
活
動
報
告 

高
校
時
代
の
3
年
間
は
生
涯
で
最
も
人
間
的
に
成
長
す
る
時
期
、特
に
ク

ラ
ブ
活
動
、サ
ー
ク
ル
活
動
で
結
ば
れ
る
友
達
、先
輩
、後
輩
と
の
交
流

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
形
成
、成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
思
い
ま

す
。2
万
人
を
越
す
吹
田
高
校
卒
業
生
が
母
校
の
後
輩
の
活
動
を
注
目

し
、応
援
し
て
い
ま
す
。 

89

〒564-0044　吹田市南金田2丁目15-6 
TEL（06）6385-3302 
FAX（06）6385-3314

有限会社 橋本　橋本薬店 

代表取締役　橋本 利彦（8期） 

〒660-0845　尼崎市西高洲町16番40号 
TEL　06-6419-8241　FAX　06-6419-5933 

メールアドレス　info@fancs.co.jp

株式会社 ファンクス 
代表取締役社長　上村　勝敏 
常務取締役　　　上村　秀輝（13期） 

グラフィック ＆ ビジュアルサイン 

〒660-0805　尼崎市西長洲町2丁目5番25号 
TEL　06-6401-0262　FAX　06-6489-3326 

メールアドレス　info@toho-np.co.jp

株式会社 トーホー 
代表取締役会長　上村　和輝（6期） 
代表取締役社長　上村　勝敏 
常務取締役　　　神田　賢一（8期） 

ネームプレート ＆ メタルサイン 

代表者　馬場　功（7期） 

〒565-0841　吹田市上山手町20番25号 
TEL（06）6389-2451 
FAX（06）6389-2146

寿功建設　株式会社 

〒567-0072　茨木市郡4丁目8-1 
TEL　（072 ）641-5935　FAX　 （072 ）641-5945

代表取締役　西 半 又 康（15期） 

生コンクリート製造・販売・運搬 

日本工業規格表示認定工場 

顧客に信頼される品質をモットー 

（有）西半生コン 

※
記
事
内
容
は
平
成
19
年
3
月
現
在
の
も
の
で
す
 

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
 

 　
今
年
度
の
1
年
生
が
入
って
く
る
ま

で
は
、6
人（
3
年
5
人
、2
年
1
人
）の

プ
レ
ー
ヤ
ー
で
、走
る
こ
と
、強
く
プ
レ
イ

す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
、し
ん
ど
い
練

習
を
や
り
抜
き
、爆
発
力
の
あ
る
チ
ー

ム
に
な
り
ま
し
た
。 

　
新
た
な
指
導
者
に
奥
村
先
生
、石
田

先
生
を
迎
え
、さ
ら
に
上
を
目
指
し
て

が
ん
ばって
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 ●
陸
上
競
技
部
 

・岸
田
　一志（
3
年
生
） 

近
畿
イ
ン
タ
ーハイ
　
4
0
0
m
H
 

・川
西
　
友
里
絵（
3
年
生
） 

近
畿
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
　
棒
高
跳
 

・田
島
　
綾
乃（
2
年
生
） 

近
畿
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
　
7
種

競
技
 

近
畿
高
校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大

会
　
や
り
投
 

　
平
成
18
年
度
は
、岸
田
が
地
元
で
開

催
さ
れ
る
全
国
高
校
総
体
出
場
を
目

指
し
て
き
た
が
、腰
の
故
障
の
影
響
で

惜
し
く
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。し
か
し
な
が
ら
、シ
ー
ズ
ン
後
半
に

は
腰
の
状
態
も
回
復
し
最
終
的
に
は
、

ベス
ト
記
録
で
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
26
位
の

記
録
を
出
す
ま
で
に
なった
。川
西
は
兵

庫
国
体
出
場
を
目
指
し
練
習
し
て
き

た
が
、選
考
会
で
1
位
に
な
り
な
が
ら

も
大
阪
府
の
代
表
選
手
に
選
出
さ
れ
な

か
っ
た
。田
島
は
2
度
近
畿
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、大
き
な
大

会
で
十
分
に
実
力
を
発
揮
で
き
な
か
っ

た
の
が
残
念
で
あ
り
、今
後
の
課
題
で

も
あ
る
。本
年
度
は
田
島
の
や
り
投
が

全
国
高
校
総
体
出
場
を
狙
え
る
力
が

あ
り
、大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。 

　
昨
年
、教
育
実
習
生
と
し
て
き
た
卒

業
生
の
伊
藤
み
の
り（
大
阪
体
育
大
学
）

さ
ん
が
平
成
18
年
度
、女
子
7
種
競
技

で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
も
ち
、今
後

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。 

 ●
野
球
部
 

　
現
在
、部
員
は
1
年
生
12
名
、2
年

生
17
名
の
総
勢
29
名
で
、日
々
厳
し
く

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。昨
夏
の
選
手

権
大
会
に
お
い
て
は
、久
し
ぶ
り
の
ベ
ス

ト
16
に
入
り
、チ
ー
ム
と
し
て
充
実
し
た

一年
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、多
く
の
卒

業
生
に
球
場
ま
で
足
を
運
ん
で
い
た
だ

き
、ベン
チ
と
ス
タ
ン
ド
応
援
団
が一体
と

な
り
掴
め
た
勝
利
で
あった
と
思
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
伝
統
の
重
み
を
感
じ
る
瞬

間
で
も
あ
り
ま
し
た
。現
チ
ー
ム
に
お
い

て
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
、こ
れ
を
上
回

る
成
績
を
残
す
べ
く
努
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
引
続
き
ご
声
援
の
程
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 ●
サ
ッ
カ
ー
部
 

・部
員
数
　
1
年
生
8
名
　
2
年
生
8

名
　
3
年
生
5
名
　
合
計
21
名
 

・顧
問・監
督
　
馬
場
　
裕
樹
 

・コ
ー
チ
　
大
北
　
剛
 

・主
将
　
井
上
省
司
 

・戦
績
 

・活
動
状
況
 

　
本
年
度
は
ベス
ト
32
を
目
標
に
新
チ

ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。し
か
し
、イ
ン
タ

ー
ハ
イ
予
選
は
攻
め
続
け
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、カ
ウ
ン
タ
ー
攻
撃
の
1
点
で
負

け
て
し
まった
。秋
の
高
校
選
手
権
は
よ

り
試
合
内
容
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、夏

合
宿
も
お
こ
な
っ
た
。4
日
間
で
10
試

合
とハー
ド
な
日
程
で
あった
が
最
後
ま

で
あ
き
ら
め
ず
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
身

に
つ
け
た
合
宿
で
あ
っ
た
。こ
の
合
宿
も

含
め
、夏
休
み
は
高
槻
フェス
テ
ィバル
に

も
参
加
し
、試
合
を
中
心
に
強
化
し
た
。

試
合
数
は
合
計
23
試
合
に
も
な
っ
た
。

秋
の
高
校
選
手
権
は
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪

地
域
高
槻
の
高
槻
北
高
校
と
の
試
合
と

な
った
。前
半
P
K
を
と
ら
れ
、後
半
は

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
攻
め
続
け
た
が

1
点
が
取
れ
ず
に
負
け
て
し
ま
っ
た
。

結
果
は
出
な
かっ
た
が
充
実
し
た
試
合

と
な
っ
た
。平
成
19
年
度
は
内
容
だ
け

で
な
く
、ま
ず
は
1
点
、公
式
戦
1
勝

と
1
つ
1
つ
積
み
重
ね
、先
輩
が
成
し
遂

げ
ら
れ
な
かったベス
ト
32
を
目
指
し
て
、

日
々
精
進
し
続
け
る
。 

 

●
男
女
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
 

　
女
子
1
年
9
名
2
年
4
名
、男
子
1

年
4
名
2
年
73
名
で
元
気
に
活
動
し
て

い
ま
す
。土
日
の
練
習
に
は
多
く
の

O
B
の
方
々
に
ご
指
導
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
ま
す
。お
か
げ
さ
ま
で
、テ
ニス
コ

ー
ト
で
は
技
術
が
向
上
し
て
喜
ぶ
生
徒

た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
戦
績
を
残
せ
る
よ
う
精
一杯

が
ん
ばって
い
き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願

いい
た
し
ま
す
。 

顧
問
　
河
内
 

 ●
空
手
道
部
 

　
現
在
、部
員
は
2
年
生
男
子
2
名
、

女
子
2
名
、1
年
生
男
子
3
名
と
ま
だ

ま
だ
少
人
数
で
す
が
、部
員
全
員
、意

欲
も
高
く
熱
心
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、11
月
に
行
な
わ
れ
た
大
阪
府
高

等
学
校
空
手
道
新
人
大
会
で
は
、奇
跡

的
な
活
躍
に
よ
り
、な
ん
と
3
位
に
入

賞
い
た
し
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
の
結
果

に
よ
り
近
畿
高
等
学
校
空
手
道
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。近

畿
大
会
で
は
、1
回
戦
で
優
勝
し
た
京

都
外
大
西
高
校
に
破
れ
ま
し
た
が
、部

員
達
に
と
り
ま
し
て
は
貴
重
な
経
験
に

な
り
ま
し
た
。今
後
は
、こ
の
経
験
を
生

か
し
、来
年
度
も
近
畿
大
会
に
出
場
で

き
る
よ
う
更
な
る
努
力
を
重
ね
て
い
き

た
い
と
思って
お
り
ま
す
。 

主
将
　
重
信
光
 

顧
問
　
山
村
 

 ●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
 

　
今
年
は
1
年
生
が
多
数
入
部
し
ま

し
た
。部
員
は
2
月
の
時
点
で
2
年
生

7
名（
う
ち
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
1
名
）、1

年
生
11
名
で
す
。卒
業
し
ま
し
た
が
、

3
年
生
は
5
名（
う
ち
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

1
名
）で
し
た
。人
数
が
増
え
て
大
き

く
変
わった
の
は
、練
習
に
活
気
が
で
て

き
た
こ
と
で
す
。ま
た
、チ
ー
ム
内
で
も

競
争
し
な
け
れ
ば
試
合
に
出
ら
れ
な
い

よ
う
に
な
り
、練
習
に
対
す
る
姿
勢
も

変
わって
き
ま
し
た
。朝
に
シ
ュー
ト
練

習
し
に
く
る
生
徒
も
、最
初
は
数
名
だ

っ
た
の
が
試
合
前
は
10
名
を
越
え
る
日

も
あ
り
ま
し
た
。15
枚
の
ユニフ
ォ
ー
ム

を
め
ぐ
る
争
い
は
、こ
れ
か
ら
も
激
し
く

な
り
そ
う
で
す
。公
式
戦
は
く
じ
運
に

恵
ま
れ
ず
強
豪
チ
ー
ム
と
当
た
り
、1

回
戦
敗
退
が
続
き
ま
し
た
。し
か
し
、

部
員
0
か
ら
再
ス
タ
ー
ト
し
て
3
年
目
、

新
人
戦
で
念
願
の
中
央
大
会
へ
進
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。中
央
大
会
の
常
連

に
な
れ
る
よ
う
、頑
張
って
い
き
ま
す
。

O
G
の
み
な
さ
ま
、練
習
の
見
学・参
加

は
大
歓
迎
で
す
。お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 ●
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

　
1
学
期
は
部
員
14
名
で
、部
別
は
2

部
に
留
ま
り
ま
し
た
が
、秋
の
部
別
は

1
年
生
部
員
5
名
だ
け
と
な
り
、棄
権

い
た
し
ま
し
た
。そ
の
た
め
3
部
に
降
格

し
ま
し
た
。部
員
が
少
な
い
な
が
ら
も一

生
懸
命
頑
張
って
お
り
ま
す
。応
援
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
 

 ●
レ
ス
リ
ン
グ
部
 

清
水
彬
實
　
84 
kg
級
 

　
H
18
　
5
月
 

大
阪
府
イ
ン
タ
ーハイ
予
選
3
位
 

　
H
18
　
11
月
 

全
国
選
抜
予
選
大
会
2
位
 

　
H
19
　
2
月
 

近
畿
大
会（
栗
東
） 

2
回
戦
敗
退
 

　
H
19
　
2
月
 

大
阪
新
人
戦
2
位
 

●
ダ
ン
ス
部
 

　
活
動
は
、月
〜
金
の
放
課
後
に
体
育

館
玄
関
付
近
で
行
なって
い
ま
す
。和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
と
本
番
さ
な

が
ら
の
緊
張
感
が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ

って
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
中
に
個
性
が
光

り
ま
す
。ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョン
、ス
ト
レッ

チ
等
の
ル
ー
テ
ィン
を
こ
な
し
た
あ
と
、ユ

ニッ
ト
ご
と
の
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。同

好
会
時
代
、ブ
レ
イ
ク
が
主
流
で
あ
った

も
の
が
、現
在
は
ロッ
ク
、ガ
ー
ル
ズ
、ヒッ

プ
ホ
ッ
プ
、フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
等
ジ
ャ
ン
ル

も
多
岐
に
わ
た
り
、ダ
ン
ス
の
種
類
の
違

い
を
楽
し
ん
でい
ま
す
。 

　
主
な
舞
台
は
、文
化
祭
発
表
の
ほ
か
、

こ
の
秋
に
は
吹
田
市
ヤ
ン
グ
フェス
テ
ィバ

ル
に
出
演
し
ま
し
た
。は
じ
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
賞
賛
さ
れ
、い
た
だ
い
た
青
少
年

賞
に
出
演
者一同
、自
信
を
得
ま
し
た
。 

　
ま
た
、月
に一度
、地
域
交
流
の
取
り

組
み
を
し
て
い
ま
す
。今
は
学
校
近
く

の
青
少
年
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
で

子
ど
も
た
ち
に
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
を
指

導
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
皆
のベク
ト
ル
を
ひ
と
つ
に
集

め
、大
き
な
イ
ベン
ト
を
成
功
さ
せ
た
り
、

個
々
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
ら
れ
た
場

所
で
精一杯
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、前

向
き
で
信
頼
さ
れ
る
人
格
に
育
って
いっ

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

チ
ー
ム
名「
乱
蝶
舞
」 

主
将
　
安
井
衣
里
香
 

●
吹
奏
楽
部
 

　
一時
、部
員
が
お
ら
ず
休
部
状
態
と

なって
い
ま
し
た
が
、本
年
度
、ク
ラ
ブ
と

し
て
復
活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、部
員
4
名（
2
年
）と
、ま
だ
ま

だ
少
な
い
部
員
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、

毎
週
2
回
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

入
部
当
初
、4
名
の
う
ち
2
名
が
初
心

者
で
し
た
が
、体
育
祭
、文
化
祭
、ク
リ

スマス
コン
サ
ー
ト（
本
校
音
楽
室
に
て
）

で
演
奏
で
き
る
ま
で
に
上
達
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
ぜ
ひ
多
く
の
新
入
部
員
を
迎

え
、演
奏
の
機
会
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
張
り
切
って
い
ま
す
。全
員
で
力
を
合

わ
せ
、み
な
さ
ん
に
感
動
し
て
頂
け
る
演

奏
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。 

顧
問
　
池
口
愛
子
 

 ●
イ
ラ
ス
ト
部
 

3
年
生
7
名
　
2
年
生
5
名
 

主
将
　
中
尾
美
由
紀
 

顧
問
　
広
橋
 

 ●
男
女
硬
式
テ
ニ
ス
部
 

本
戦
優
勝
を
目
指
し
自
主
的
に
練
習

に
取
り
組
み
が
ん
ばって
い
ま
す
。現
在

部
員・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
募
集
中
で
す
 

 ●
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
 

主
将
　
永
瀬
芳
昭
 

顧
問
　
大
高
忍
 代表取締役　 

松田　紀男（8期） 

金 型 設 備 総 合 商 社  

〒577-0012 
東大阪市長田東5丁目1-18 
TEL（06）6743-0110

植田機械（株） 
代表取締役　 

渡部　信生（17期） 

製缶　熔接　板金 

〒533-0022 
工場/大阪市東淀川区菅原7丁目1-18 

TEL（06）6328-3064 
FAX （06）6328-1718

（有）渡部熔接工業所 


